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　　　　◆








　あたしの『シフト』は、常に苦痛をともなう。


『向こうの世界』に行くときも、『こちら』に帰ってくるときも、必ず全身に痛みが走る。カードを使われたときに感じる鈍どん痛つうとはまったく違う、まるで体内に生まれたナイフが肌を突き破って飛び出そうとしているような激げき痛つう。痛みのあまり叫さけび声ごえを上げて覚かく醒せいし、気がつくと、眠った場所とは違う世界で目を開けている、眠りとともに痛みが高じて限界に達したときに起こる現象──それがあたしにとっての『シフト』で、しかもこの痛み、いまのところはあたしだけで、カレンや他ほかの人たちは『シフト』するときに痛みなどは感じていないらしい。夢と現実、二つの世界を行き来するなんて状じよう態たい自体が普通の生活ではありえない、信じられないことであるのに（正直にいえば、カレンに『シフト世界』のくわしい説明を聞いたあとでも、かなり長い間、あたしは自身の正気を疑っていた）、さらに毎回苦しめられるなんて、本当に勘かん弁べんしてほしい。


　どうしてそうなったのだろう。


　いつからか、あたしには、眠ると異世界に渡ってしまうというまるでマンガの登場人物のような現象が起こるようになっていた。


　当然ながら、望んでのことではない。


　もしもうらやましいという人がいるのなら、喜んで代わってあげたいぐらい。


　とはいえこれがいまのあたしの、どうしようもない現実で、現実というのは言葉の足りない教師のようで、隙すきあらば『きついげんこつ』をかましてくる。そうすることで、世界の厳しさを教育してやろうとでもいうかのように。本当なら感謝すべきことなのかもしれないけれど、ただそればかりを多用されてはありがたみなどまったくないし、そもそも真意を教えてもらえないなら理り不ふ尽じんだと感じて恨うらみに思うだけ。


　どうしてあたしはいきなり、こんな目に遭あうようになったのか。


　なぜ『シフト』させられるのか。


　激はげしい痛みに苦しめられて、普通とは違う『形』で。これは無む作さく為いによる偶然なのか。あたしやカレンが知らないだけで他ほかにも同じような例があるのか。それともなにか意味があるのか。答えのない問いを抱きながら、今日きようもあたしはベッドに入る。あたしのものではない、それでもかなり慣なれてしまったベッドに。いつものとおり──でも今日だけは（そして願わくは、今日からは──）、いつもと少し違った感じで。希望を持って。


　やがて、脈打つ痛みの兆きざしとともに、『声』が頭に満ちていく──





（──世界はクリアを待っている──）





　激しい苦痛に身をよじり、やがて限界に達して。


　あたしはまるで赤子の産声のような絶ぜつ叫きようを上げ、目を開けた。








　　　　◆








　最初に目に入ったのは、木製の丸テーブルとその上に載のった木製に見えるコップ、そしてそのなかにたたえられた氷の浮かんだ水だった。


　なんだろう、ここはどこだろう？　と考える間もなく声をかけられる。


「……あれ？　ソラ？　久しぶり！　元気だった？」


　あたしの『シフト』に気づいたカレンの呼びかけに、あたしは自分が無事に『シフト』できたことに安あん堵どした。


　いいかげん慣れてもいいほど『シフト』しているのだが、それでも毎回毎回、どうしても不安を覚えてしまう。今度こそ、きちんと『シフト』できないのではないか、と。痛みをともなっていたり、どうやらあたしの『シフト』は普通ではないようだから、こうして『シフト』している状じよう態たいすらも突然変化してしまうのではないかという不安から逃のがれられない。いまの状況に満足しているわけでは決してないが、カレンと話せなくなるのはもっと恐ろしい。あたしがなんとか『こちら』に耐えられるのは、カレンが常に一緒にいて、いろいろ教えてくれるおかげだから。邪じや険けんにせずに、そばで助けてくれるから。


　そうでなければ、きっとあたしは耐えきれず──


《……ああ、うん。カレン。……おはよう、かな？》


「ざんねん。もう昼過ぎだから、こんにちは？　それにしても今日きようは、いつもより元気がよかったね。なにかいいことでもあった？」


《──うん！　聞いて！　あの、じつはね──って、あ、ご、ごめん！　さっき思いっきり叫さけんじゃった──》


「ううん。前にもいったと思うけど、ソラの声、ぜんぜん気にならないから。なんか不ふ思し議ぎ。まぁ、いきなりはびっくりするけれどさ、そちらは声の大きさとは関係ないしね。いつ『シフト』してくる、なんてのがわかるわけもないし」


　いいながら、カレンはゆっくりと、左から右へ首を回した。


　おかげで周囲が視界に入り、ここがどういう場所だかわかる。──木組みの天井、調味料らしきビンの並んだカウンター、周りの丸テーブルには皿に盛られた料理が載のって、カレンのテーブルにも水の入ったコップが一つ。そこかしこから歓かん談だんする声──


　どうやらどこかの村の、食堂のようなところにいるらしい。


　それなりに活気のある土地なのか、テーブルはほぼ埋まっていて、めりはりのついた喧けん騒そうのなかを、メイドさんのような特とく徴ちよう的な服を着た女性たちが動き回っている。


「いいところに『シフト』してきたわね、ソラ。日ごろの行いがいいのかな？」


《え？　なにが？》


「ここね、おいしいパイを食べさせるってけっこう評判のお店でさ。そのうわさが本物かどうか、これから確かめるとこだったのよ。おごってあげるから楽しみましょう？」


《……そんなこといって、またびっくり料理じゃないでしょうね？》


「……さぁ？　どうでしょう？」


　悪戯いたずらっぽく笑う少女に、ため息がもれそうになる。


　カレンがこちらになにかを体験させてあげよう、なんて考えているときは、気をつけるに越こしたことはない。


　前に激げき辛から料理という触ふれ込こみで炎のような模も様ようのついたキノコを味わわされたときには、辛さもさるものだったが、咀そ嚼しやくし呑のみ込んだとたん口から火が出たのに驚おどろいた。そう感じるほど辛かった、というわけではなく、本当に、口から火を噴ふいたのだ（『キノコ食い』、というスキルを利用した『火を噴ふくための』料理だったらしい）。寝る前だったので上等な毛布を一枚燃やしてしまったが、カレンはけらけら笑っていた。驚おどろきが人生を豊かにする、というのがカレンのモットーであり、それ自体には同意できなくもないが、しかし忘れてはいけない。カレンは『提供する側』の立場でいっているのだということを。そりゃ驚かせる側に立つならなんでも楽しいだろう。


　テーブルにほおづえをつき、妙にうれしそうにしているカレンの様子に、周囲に人が大勢いることもあって話しかけるのもためらわれ、あと、『シフト』する前の出来事でちょっと考えたいこともあって──カレンには話していいのかどうか、聞くのを忘れていた──あたしは黙だまったままでいた。


　置かれていたコップの氷が全部溶け、それをカレンが飲み干したころ、ようやくスタッフがやってきた。


　見上げるカレンの横に立ち、メニューを胸に、頭を下げる。


「お待たせしました。お客さま」


「本当よね。こんなに待たされるなんて思わなかった。だいたい、どうしてあたしよりあとに来店した客があたしより先に注文しているのかな？」


　言葉の内容とは裏うら腹はらに、カレンはまったく不快に思っていない。


　むしろおもしろがっていて、それが表情や声の調子に表れている。


　この店の制服なのだろう、メイドを思わせる衣装とエプロン、さらに頭に三さん角かく巾きん──洋風のメイド服にそぐわない、にもかかわらず身につけているパーツなので、おそらくこれが彼女の『ペルソナ』だろう──をかぶった給きゆう仕じの少女は、どこか挑ちよう発はつ的な笑顔ですみませんと再度頭を下げたのち、周囲をうかがい、さらにカレンに近づいた。


　耳もとに口を近づけて、小声でささやく。


「お待たせして、本当に申し訳ありませんでした。……ただ、お客さまにはどうしても、私が注文を承うけたまわりたかったのです」


「……あら。それってもしかして、今夜のお誘さそい？　ナンパしてるの？」


　言葉には冗談っぽい響ひびきがこめられていたが──カレンにはちゃんと男性の恋人がいる──あらためて上目に見つめられ、三角巾のウエイトレスは一いつ瞬しゆん動どう揺ようを見せた。


　当然だろう。カレンの美人さはハンパじゃない。


　あたしだっていまだに正面から見てしまうと、どぎまぎし、あなたはなんて美人さんだと本人に向かって繰り返してしまう。人は美しいものに出会うとそれをだれかに伝えないではいられないのだということを、あたしはカレンに会ってはじめて理解した。それが喜びになるというか、義務になってしまうのだ。広めないでは、讃たたえないではいられないのだ。だからきっと、神さまとか天使とかはすごく『美しい』のだろう──とはいえさすがはプロ、といったところか、動揺を見せたのは本当にわずかの間だけで、すぐに三角巾のウエイトレスは不ふ敵てきな態たい度どにもどった。


「お客さまほどのレベルの方に求められるなんて、光栄です。──ですがいまは、当店自じ慢まんの料理のほうを楽しんでいただきたいと思います」


　メニューを差し出すと、少女はエプロンのポケットからカードを二枚取り出し、自分の二の腕にある肌の露ろ出しゆつした部分──カード用なのだろう、スリットがある──に押し当てた。


　カードはたちまち、ウエイトレスの肌に吸い込まれるように消える。


　こちらの世界の住人が体内に持つ、『カードスロット』と呼ばれる『器官』に。


　こちらの世界の住人は、『カード』を『スロット』に収めることで『スキル』と呼ばれる力を使うことができる。


『スキル』は現実世界ではまずありえない、ほとんど超ちよう能のう力りよくのようなもので、いろいろな種類があって、はじめて見たときには本当にびっくりしたけれど、こちらでは日常的に使われているためさすがのあたしももう慣なれた。


　とくにカレンは高レベルなだけあって、さまざまなスキルを使いこなせる。


　たとえば、いまウエイトレスが体内に吸い込ませたカードについても、絵柄を確かめることはできなかったはずなのに、カレンの目はすでにそのカードの詳しよう細さいをつかんでいる。たったいまスロットに収納された『メイク・ウオーター』、『メイク・キューブ』という二枚のカードだけではなく、水の属ぞく性せいを強化するスキル『泉の祝福』というカードがすでに少女の体内にセットされていることまで。それはカレンの持つ『カードサーチ』というスキルカードの効果であり、さらにいうなら、カレンはカードを使わなくても『カードサーチ』を使用できる。なんでも、『なじむ』という現象を起こしたカードのスキルはスロットに差し込まなくても使えるらしく、そしてカレンは、とんでもない数のスキルをその身体からだに『なじませ』ているから（もっとも、なじんだスキルにはさまざまな制限があるため、結局はカードを使ったほうが効率的らしい）。なお、現在スロットに収まっているカードの種類だけではなく、ウエイトレスがカードスロットを四つ持つレベル19のクリエイターであることもカレンは『なじんだ』スキルで見抜いていて、それがあたしにも伝わっている。


　肌にカードを吸い込ませると、ウエイトレスは空からになった木製のコップに手をかざした。


　たちまち、コップの底から水が湧わき上あがり、そのなかに、空気のまじらぬ透明の氷がつくりだされる。その手品のような光景にあたしは思わず感心するが──そういうスキルがあることには慣れたが、実際目もく撃げきするのはべつ──、カレンは興味なさげにメニューを開いた。


　メニューを見るに、どうも軽食が主らしい。


「で？　そこまでいう自慢料理のおすすめは？」


「ベリーパイならどれでも。……そうですね、個人的には、いまの時期ならとくにピンクベリーパイがおすすめです。ピンクベリーパイは、当店自慢のホットパイ、果物系と肉系素材をイメージしたもので──」みずからメニューを指し示しつつ、そこでいったん言葉を切ると、ウエイトレスは、カレンを見つめ、ささやいた。「──よろしければ、私につくらせてください」


　カレンは近くのテーブルに視線を走らせた。


　いかにもコックらしい、頭に白い帽子をかぶった少年が、他ほかのお客が座ったテーブルの横でお皿の上に手をかざして光を発生させているのを一いち瞥べつし、ウエイトレスにたずねる。


「この店は、コックだけじゃなくウエイトレスさんも、料理をしてくれるんだ？」


「……いえ、基本的にはコックがテーブルを回ります。……けれど、お客さまの要望があったときには、私たちウエイトレスがつくることも認められています。そして」少女は声を潜ひそめて、しかしはっきりと、いった。「ウエイトレスをしていますけど、この店でいちばん料理がうまいのは、私です。採用されているパイのカードは私のオリジナルですし、──パイ以外の料理でだって、負けているとは思いません」


「もしかして、あなたがつくりたかったから、あたしはいままで待たされていたわけ？」


「お客さまのレベルに敬意を表してこそです。あくまで私の一いち存ぞんですが、お客さまはかなり高いレベルに到達されているとお見受けします。ですからこそ、それほど高いレベルに達している戦士の方には当店でいちばんの料理を出すべきだと考えました。──すなわち、私がつくる料理を」


「いうわねぇ」


「お待たせしたのは申し訳ありませんが、それだけの価値はあったと満足していただけると思います」


　不ふ遜そんな態たい度どは自信の表れ。


　自分のつくる料理は、だれよりもおいしいのだという。


　確かにカレンは高レベルだけど──『シフト』してからこちら、カレンより高いレベルの人間には出会ったことがない──そんなことで客を待たせたりひいきしたりしていいものか。あたしは、カレンが特別扱いされていることがうれしくてくすぐったいような気持ちと、その特別扱いへの微び妙みような感じでなんともいえない気分になり、その一方で、カレンの反応を不ふ思し議ぎに思った。


　表情をくずしてはいないが、カレンは、喜んでいる。


　とはいえ、なにを喜んでいるのかまでは、わからない。


　あたしには、カレンの感情は感じられても心を『読む』ことはできないから。


　ただ、カレンは、レベルの高さを自じ慢まんしたり、ＶＩＰ扱いされることをうれしがるような人ではないのだが──


「……じゃあ。サンドイッチを一枚と、そのピンクベリーパイも一枚、もらおうかな？」


「こちらでお召し上がり、でよろしいですね？」


「サンドイッチのカードは持ち帰るから、そうつくって。パイのほうは、よろしく。そこまでいう、あなたの力を、見せて？」


　ウエイトレスはうなずいて、周囲の様子をうかがいつつ近くのカートを引き寄せると、お皿とフォークを取りだしカレンの前に丁てい寧ねいにならべた。


　その横に立つと、自分の腕から二枚のカードを抜き出して、代わりに四枚、新たなカードをエプロンから取り出す。


「こちらが、パイとサンドイッチのカードです。サンドイッチ・カードは最適化されていますので、どの職業の方でも普通のカードと同じくご使用いただけます。ただし、味については使用された方の適てき性せいに依い存ぞんすることをご了りよう承しようください。こちらの二枚は私のクリエイトを補助するものです。……どうぞ、ご確認を」


「……ＯＫ」


「それでは──」


　ウエイトレスは、パイと二枚のカードを肌に吸い込ませると、大きく深呼吸をして、皿の上に手をかざした。


　目をつぶり、精神集中を開始する。


　やがて、皿に光が集まりはじめた。


　それは『オド』と呼ばれる、人に宿やどり、自然に宿り、世界に宿る──『こちらの世界』特有の力。


　戦士は『気』と呼び、魔ま法ほう使つかいは『魔力』と呼こ称しようし、クリエイターはそれを使って世界に新たな『なにか』をつくりだす──


　カレンの鍛きたえられた戦士の目は、カードを起点に全身をめぐり手のひらに集まるウエイトレスの『オド』の流れを、しっかりとらえていた。


　ほぉ、というため息を聞くまでもなく、カレンが感心しているのがわかった。


　やがて光が薄うすまりだし、完全に消えると、皿の上に残っているのは湯気を立てている香ばしいパイ。


　カレンはウエイトレスにうなずくと、グローブを脱ぎ、ナプキンで手を拭ふいて、フォークは使わずそのままパイを手に取った。


　ほかほかと温あたたかいそれを、一口、かじる。


　まず感じるのは、果物の酸さん味み。


　のどから鼻び腔こうに抜けていく甘い香りはまさしくデザートといった風ふ情ぜいだが、柔やわらかくも適度な厚みのある舌した触ざわりは果物ではなく肉のもの。甘みは果物よりもむしろ肉のほうにあり、くどくなく、嚙かむととたんに濃のう密みつに味付けられた肉汁があふれる。さらっとしたパイ生地は口のなかでたちまちほどけ、ぱらぱらと溶け、肉と果物の味わいにアクセントをつけこそすれ邪じや魔ますることなくのどに流れ落ちていく──


　──それは、正しくは本物の『肉』でも『果物』でもない、『それ』をイメージして『オド』からつくられ、組み合わされただけのもの。


　それでも、本物と比べてもなんらそん色なく、じつをいえば温あたたかい果物は好きではないあたしさえ、思わず声を上げていた。


《うわ、おいしい！》


「……これは確かに、たいしたものね。大きいこというだけあるわ。うん、すごい。さくさくいける」


　その言葉を証明するかのように、パイはたちまちなくなった。


　冷静な、でもどこか高こう揚ようを感じさせる声で、ウエイトレスが問う。


「ご満足いただけたでしょうか」


「ええ。認めるわ。あなたの勝ち。確かにこれは、待たされただけの価値がある。白旗揚あげて降参するわ。追加注文、いいかしら？」


「はい！　もちろんです」


「じゃあ、やっぱりサンドイッチもつくってくれる？　あと、あなたのオリジナルで、他ほかになにか食べといたほうがいい、みたいなおすすめは──」


　カレンは料理を注文し、食べまくり、あたしも相しよう伴ばんにあずかった。








　　　　◆








　昼の食堂が一いつ時ときしん、としてしまうほど、カレンは三さん角かく巾きんのウエイトレスにたくさんのカード料理を具現化させ、食べた。


　こちらが恥ずかしくなるような勢いきおいで。


　でもその食べっぷりは本当においしそうだったので、さぞかし見ていた者の口内につばをあふれさせ、店に貢献しただろう。


　さすがに目立ち、料理長だという少年がみずから腕を振るおうとテーブルまで挨あい拶さつしに来たが、それを断りカレンは注文した料理すべての具現化をウエイトレスにまかせた。まだ若い（といっても『シフト世界』の住人はみんな十八歳未満の子供らしいが）料理長はすごい顔でにらんできたが、高レベルの戦士であるカレンとは役者が違う。視線を返されて逆に怖おじ気けづき、しおしおと引っ込んでいった。


　料理はどれも、本当に、おいしかった。


　思い起こせばこちらの世界に来てから食べた料理は戦士系であるカレンが具現化したものばっかりで（そしてカレンは料理がぜんぜん得意でなくて）、本職のクリエイターがつくったものははじめてだったけど、それを差し引いてもおいしかった。


　とくに最初に食べたピンクベリーパイは、現実でもこんなにおいしいものは食べたことがない、と断言できるほどの味で、確かに今日きよう『シフト』できたのは運がよかったかもしれない。こういうときにはあたしも、素直に『シフト』できてよかったなと思う。


　食事が一いち段だん落らくついて、周囲の注目も薄うすれ食堂のざわめきがもどってきたころ、再び三さん角かく巾きんのウエイトレスが姿を見せた。


　カレンの注文のおかげであちらこちらのテーブルから指名が入ってきたらしく、さっきまで忙しそうに動き回っていたが──他ほかのウエイトレスに応援されつつ／コックたちにはにらまれながら──こちらも一段落ついたらしい。


「お客さま。満足していただけましたか？」


「ええ。本当においしかった。とくにピンクベリーパイ。あれはもう絶品、『都みやこ』にもあなたに勝てるクリエイターはいないわね。いっそ『都』に出てくればいいのに」


「……みやこ？　ですか？」


「……ああ、そうね。……ごめんなさい。あたしが知っているからって、だれもが知っていると考えるのは間違いだわね。……ま、覚えておいて。いつかあなたの耳にも、『都』と呼ばれる地名が聞こえてくるから。そのときは、思い出して？　あたしがこういっていたこと。あなたのつくるパイは、『都』のだれがつくるものよりおいしい、って」


「ありがとうございます。できればこれからもごひいきに。よければ『都』のお友だちもお連れください。……私も、こんな店でいつまでも、ウエイトレスをやっているつもりはありませんから。いずれはその『都』のほうが、私を知ることになります」


　姓は大だい胆たん、名前は不ふ敵てき、あだ名は天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんとでもいうような態たい度どをわずかも崩くずさずいいきってみせた少女に、あたしは正直驚おどろかされる。現実世界ではあたしとそれほど変わらぬ年齢だろうに、すでに他人に自慢できるなにかを見つけ、そして客を無理やりつかまえて自己を売り込める少女がいるということに。勝手に注文を遅らせたり、みずから料理をつくりたいと提案したり、一歩引いて見てみれば傲ごう岸がん不ふ遜そんの固まりのような行動をしているはずなのに、どうしてこうも、彼女がまぶしく見えるのだろう。魅み力りよくを感じてしまうのだろう──


　──これも『シフト』の一側面。


　どうしていいかわからずに、いまだに『シフト』に苦しめられるあたしのようなのがいる一方、すっかり順応し、他人に誇ほこれる自分を確立できている人がいる。


　思わず沈んでしまったあたしの感情が伝わったのか、ぱん、と大きく手をたたくと、カレンはウエイトレスに向き直った。


「さて。お会計はあなたでいいのかな？　あと、貨幣の両替していないんだけど、オド・カードでいい？」


「はい。かまいません」


　そう、とうなずき、テーブルに置かれた伝票を見つつ、カレンは自分の体内で『オド』をめぐらし、スロットを使われる鈍にぶい痛みに、あたしは思わず小さくうめく。


　やがて、カレンの身体からだのなかで、カードが一枚、形成される──


「はい。お釣りはいらないわ」


　カレンは生み出したカードをスロットから抜き出して、ウエイトレスに渡した。


　カードには数字が描かれていて、その数字がそのまま金額となる。


『シフト世界』では通貨にも『オド』が使われており、相手に『オド』を支払うときは、体内で必要量の『オド』をこめたカードを形成して渡す。数字をイメージすればそのままカードになるらしく、こうしてつくられるカードを『オド・カード』といい、お金の代わりだけではなくある種のスキルの『燃料』などに使われたりもする。ちなみに『オド』は、『シフト』しないただの睡すい眠みんなら『ある程度』、寝て『シフト』すれば『全回復』するため、極きよく論ろんすれば、『こちらの世界』では金策のために働く必要がない。眠れば『おオ金（ド）』が稼げるのだから（もっとも実際にはいろいろあって、結局は寝る以外に『オド』を得る手段を見つけなければならないことになるのだが）。


「はい。じゅうぶんです」


　カードを確かめ、うなずいてポケットに入れ、なおもにこにことこちらを見ている少女に、カレンは笑った。


「そうそう。見事な料理人にはチップをはずんであげないとね。……全額自分のものにできるの？」


「はい。ですから遠えん慮りよなさらずに、どうぞ」


「そう？　悪いわね。じゃあお言葉に甘えて──」


　首を振りつつ、カレンはさらに体内にカードを、──つくらず、代わりに腰の後ろに回したベルトポーチに手を入れた。


　手に触ふれる感かん触しよくだけでデッキ（目的に沿ってまとめられているカードの束）を探し、そこからカードを一枚取り出し、オド・カードであることを確認したのち、渡す。


「どうもありがとうござい──」


　カードを受け取りおじぎした少女が、頭を下げた体たい勢せいのまま、ピシリ、と固まった。


　どうやら礼をいいながら、渡されたオド・カードの金額を確かめていたらしい。


　なにに驚おどろいたのか。


　しばらく硬こう直ちよくしていたが、やがて、ゆっくり頭を上げる。


　いったいなにがあったのか、さっきまでの大きな態たい度どはどこへやら、まるで眠っている怪かい物ぶつの前から逃げ出そうとしている子供のように緩かん慢まんな動作で首をめぐらし、周囲を確認しながら、少女は途切れ途切れに言葉を発した。


「……こっ、さっ、さすがに、こんな、には──」


「そう？　遠えん慮りよするなっていってるわりには遠慮深いのね。……いらないっていうんなら、返してくれてかまわないけど？」


　カレンの突き放すような口調に、少女の動きが再度、止まった。


　が、次の瞬しゆん間かんには少女は立ち直っていた。


　手にしていたカードはどこにもなく、まるで何事もなかったかのような物腰で、カレンの顔を凝ぎよう視しする。まるで眼がん窩かからこちらの魂こん胆たんを探り出そうとでもいうように。


　あまりにじっと見つめてくるので（しかもけっこうかわいいため）、傍ぼう観かん者しやであるあたしのほうが照れてしまった。


　しばしの間、視線を交わし。


　大きく深呼吸したのち、少女は、いった。


「……なぜ、こんな？」


「あなたというクリエイターに、それだけの価値を見出したから」


「……私は、いつか必ず自分の店を持ち、自分のパイで『都みやこ』はもちろん、こちらの世界そのものをうならせてみせるつもりです。……でも、だからって、べつに生き急ぐつもりはなくて、だってあたしは、あせらなくてもできるって、自分の力を信じているから──」


「あなたにとってチャンスって、ちょうどいい時期を選んでたずねてきてくれるものなの？　運も不運も自分自身では選べない、天災のようなものだってあたしは思っているけれど。そして現実はいつだって、とんとん、とノックしてからたずねてきたりなんかはしない。予想もしないところから、いきなり殴なぐりつけてくる」


「それを教えてくれるために、わざわざ私を殴りつけてきたわけですか？」


「負けっぱなしは嫌きらいなの。だからこれは、挑ちよう戦せん？　──どう？　もちろん、返したい、というならべつにかまわない。選ぶのはあなた。一回限り、最後のチャンス」


　カレンは、手のひらを差し出した。


　ウエイトレスはただただ、そのひらかれた手を凝視する。


　どんな葛かつ藤とうがあるのか、ピクリとも、動かない。


　どれくらいの時間が経たっただろう、動かない状況に業ごうを煮にやしたか──


「……生き急いでない、っていったわね、あなた。でもあたしは、生き急いでる」


『今日のトウデイズレッスン』、とカレンは口にした。


　それは三さん角かく巾きんの少女に決断をうながす呼びかけであると同時に、あたしに『シフト』の心得を教えるときにカレンが枕まくらにする言葉。


「『シフト世界』の住人は、みんな、知っている。ここは、子供だけが『シフト』してくる夢の世界だということを。それはつまり──期限付き。こちらでどんなにがんばっても、現実世界で十八歳になったとき、あたしたちは、この世界から追放される。死体も残さず消えてしまう。──ここに『シフト』してきたときから、あたしたちは、死に向かって突き進んでる。無視しても、知らないふりして目をそらしても、──それは変えようのない事実──そうでしょう？　あなたもわかっているはずよ？　この世界が、期限付きだということは」


「……はい」


「……じゃあ、どうする？」


　ウエイトレスは、しばらくカレンの手を見つめていた。


　やがて、エプロンのポケットから、カードを一枚、取り出した。


　逡しゆん巡じゆんしたのち、カレンを見つめ、うかがうようにつぶやく。


「私の才能を評価してくださったなら、──護ご衛えいとか、頼めませんか？」


「ごめんね。さっきもいったけど、あたしは生き急いでる。あたしの旅には目的がある。だから一人で動いているのだし、あなたを助けてはあげられない」


　いえ、いいんです、とうなずくと、ウエイトレスは、カレンの手のひらにカードを載のせた。


　ただしそれは、カレンが渡したオド・カードではなく、三さん角かく巾きんをシンプル化したような、オリジナル・デザインのなされたカード。


　もの問いたげなカレンの視線を受け止めて、ウエイトレスは、笑った。


「それ、私の、『名刺』です。私は──『こちら』では、ベリー・ベリーと名乗っています。いつか私の店にいらっしゃることがあったら、このカードを渡してください。今日きようのお礼に精いっぱい、サービスさせていただきますから。……次に勝つのも、私です」


「いうわねぇ。楽しみにしてるわ。……ベリー・ベリー。ところで今夜のお誘さそいは？」


「残念ながら。急な用事ができましたので」


「……そう？　さすが。いったん決めたら、速いわね。……がんばって。楽しかった」


　カレンの笑みに応こたえて優ゆう雅がに一礼すると、すぐに背を向け、きびきびした動きでエプロンを外はずしつつ、三角巾の少女はテーブルを離はなれていった。


　近寄ってきたウエイトレスたちになにかをいいつけつつ、コックを押しのけ、そのまま店を出て行く──


　好奇心を抑おさえきれなくなって、あたしはカレンにたずねた。


《……い、いまのって、なにがあったの？　いまのやりとりはなに？　あたしにはさっぱりだったんだけど、……ていうかあの人にあげたカードって──？》


「普通のオド・カードよ。チップをはずんであげただけ」


《……それであんな反応──いったいいくらはずんだの？》


「そうね、だいたいで──ソラって日本人だったよね？　だったら、円になおしたら──一ドルが百二十円くらいだとして──掛かけることの──九千六百万円？」


《────きゅっ、九千六百万円？》


「こちらのあたしにとっては、はした金、だけどね？」


《ひぇっ？》


　いや、はした金って──あまりの金額の大きさに息を呑のみ、あたしはめまいを感じた。


　ただ聞いただけのあたしがこうなのだから、そりゃ受け取った本人は挙きよ動どう不ふ審しんにもなるだろう。わけのわからないことをいいだすだろう。──ていうか九千六百万円？　チップって、払う代金の一割くらいなんじゃないの？　食事代より高いというか、お店丸ごと買えるじゃない！　そんな──


　必死に落ち着こうとして、そこでようやくあたしは気がついた。


　カレンが、周囲──店内の様子をずっとうかがっていることに。


　戦士の感覚を使い、カレンは視線をめぐらせることなく『オド』の流れだけで、店内を調べている。──そしてしっかりとらえている。離はなれた後ろのテーブルにある、七つの『気オド』の存在を。七つの『気オド』からこちらに向けて放たれている、なんらかの意思の流れを、カレンは感知し、把は握あくしている──


《あの、カレン、もしかして、これって──いまの、見られてた？　カレンが大金持ちなの、知られちゃった？》


「そういうこと、みたいね。……さて？」


　他ほかの給きゆう仕じに飲料水を頼んでしばらくテーブルにとどまったのち、カレンはようやく腰を上げ、店を出た。


　七つの『気オド』がついてくるのを、『気オド』の流れで感じつつ、まるで気づいていないように振ふる舞まって。


　夕暮れ時に村を出て、夕日を横に、だだっ広い草原を歩いていたところで、ついに──


　あたしたちは七人組のパーティーに、相対した。








　　　　◆








　店を出たあとの、三さん角かく巾きんのウエイトレス、ベリー・ベリーの行動は、本当に、速かった。


　同どう僚りようのウエイトレスを何人か連れて、とっとと村を出て行ったらしい。


　こんなに速く、きちんと旅の準備ができたのか──道連れのなかに戦士職やハウスオーナーがいたのかどうか──まではわからないが、とにかくカレンが探ってみたところ、村にはすでに、ベリー・ベリーの『気オド』はなくなっていた。


　驚おどろいたけど、不ふ思し議ぎには思わなかった。


　あらためて冷静に考えれば、あたしにだって、わかる。


　カレンにチップを渡されて取り乱したわけも、そして突然村を出て行った理由も。


　いきなり大金を手に入れて、でも『こちらの世界』に警察はなく、法もないなら、自分の生命も、財産も、──そして夢も、自分で守るしかない。


　それをしっかり理解できているのなら、だれに見られたかもわからないのにいつまでもここに残っているはずがない。非力なクリエイターならとくに──


　──現にいま、『大金』を所持していることを示してしまったカレンを狙ねらって、食堂で感じた七つの『気オド』がこちらに近づいてきている。


　ごめんね、というカレンの声に、あたしは急いでううんと返した。


「本当に、ごめん。ソラ。あなたが『シフト』しているときは、こういうこと、なるべくしたくはないんだけど」


《ううん。いいの。あたしだって、わかっているから。……あたし、だって──》


　そう、あたしにだって、わかっている。


　こちらの世界において、避けられないものがあることは。


　昨日きのう今日きよう『シフト』してきたわけではなく、これまでだって何回も、こういう事じ態たいに遭そう遇ぐうしている。だからわかっている。この世界の厳きびしさも。こういうときのカレンの対応も、これからなにが起こるかも──


　あたしでは止められないことも。


　運不運は自分の意思ではどうにもならず、あたしたちは甘んじて、一発目は殴なぐられなければならない。


　そのあと殴り返すにせよ、うずくまって続く暴ぼう虐ぎやくに耐えるにせよ──


　──もちろんカレンの腕前なら、襲しゆう撃げきを避けて逃げることなど簡単だ。


　ただ、そのときは、この七人組の思惑はカレンからあのベリー・ベリーへと向けられてしまうかもしれない。いまからだって、カレンを見失えば彼らはベリー・ベリーを探しに行こうとするかもしれない。だからこそ、カレンは食堂で時間をつぶして注意をひきつけ、尾行をまかず、ベリー・ベリーが旅立つまでの時間を稼かせぎ、夕暮れ時を待って村を出た。わざわざ見晴らしのいい道を選んで。


『こちらの世界』では、基本的に、夜に出歩くことはしない。


　夜に村や町を出て、『流る転てん』の吹き荒れるなかを旅するなんて、まさしく自殺行こう為いに等しいから。


　にもかかわらず、夜も近いのにカレンは村を出た。


　ならば襲撃者たちは、カレンを襲おそいたければ夜を待たずに行動を起こすしかない。カレンのレベルが自分たちより高いのは感じているだろうし、準備も不足しているだろうが、夜になってしまえば追いかけるのはまず無理だから。カレンに誘さそわれているのを承知で、決断するしかない。情報不足のまま、あえて自分より上のレベルの相手に戦いを挑いどむか、それとも見み逃のがし、あきらめるかを。


　だからこそ、カレンは見通しのいい草原を歩いている。


　お互いを見つけやすく、いったん戦いになってしまったら、逃げ場のない場所を。


　冷静になって考えれば、あたしにだって、わかる。


　いまこうして歩いている意味も、こうなってしまった原因も──


　こちらに向かって近づいてくる七つの『気オド』を、カレンとともに感じ、これから巻き起こることを予想しながら、それでもあたしは聞かずにはいられなかった。


《──でも、どうして？》


「え？」


《──そりゃ、あのパイはおいしかったけど、……だけど、いくらなんでもチップに九千万なんて──》


　それだけのおオ金ドがあれば、新たな商品の開発はもちろん、自分の店を持つことだって可か能のうだろう。


　でもパーティーを組んでいるわけでもないクリエイターにそんな大金、むしろ自じ滅めつを導みちびくもろ刃はの剣つるぎのようなもので、だからこそ、彼女はすぐに村を旅立ち、現にこうして襲しゆう撃げき者しやが現れていて──


　どうしてそんなことをしたのか？


「そうね。あたしがしたことは、決して善ぜん行こうのたぐいじゃない。そもそもあたしは善人じゃないし、──あたしが渡したチップのせいで、彼女は破は滅めつするかもしれない。


　でも、彼女はそういうことを理解していて、わかっていて、それでもあのオド・カードを返さずに、受け取った。


　チャンスはいつでもつかめるものじゃなく、そしてリスクは、逆に大きなリターンになるかもしれない──そういうのって、とっても生き急いでいるじゃない？　あたしはそういう人が好き。無む謀ぼうを承知で生き急いでいるほうが、若者、って気がするし」


　──わかっていて、カレンはそれをした。


　──わかっていて、ベリー・ベリーはそれを受けた。


　あたしは、襲撃者が近づくのを待つカレンの顔を見たいと思い、見られない自分を歯がゆく思う。


　ようやく、話のできる距きよ離りまで、七人組が近づいた。


　ぶわ、と大きく風が吹き、茜あかね色いろに染まった草原が波打つようにゆれて輝かがやく。


　赤い夕日に照らされて、大きく伸びる七つの影。


　それはどこか、幻げん想そう的な風景。


　これからなにが起ころうと、すべてを一枚の絵にして受け入れてしまいそうな。


　リーダーだろう、七人の先頭に立つ、とんがった兜かぶと（ペルソナだろうか？）をかぶった男が口を開いた。


「……待たせてしまったか？　すまない」


　カレンは笑って首を振る。


「いいえぇ？　ここは景色のいい場所だから。パイもおいしかったし、おもしろい子に会えたし、あの村には本当に、楽しませてもらったわ。……それで？　決めたわけ？」


「ああ。迷ったが、やはり、困っている人は見過ごせない。あんたを助けてやりたい。おれたちなら、あんたの重荷を取り払ってやれると思う」笑っていたトンガリ兜かぶとの男の表情が、真剣なものへと変わった。「……マジ話、あんた、その重そうなポーチの中身を素す直なおに渡す気はないか？」


「重いからってだれかに預けていたんじゃあ、いつまでも成長できないわ」


「そんな突っ張って生きてたら、いつかつぶれてしまうぜ？　──ってかマジ話、本当に、あんたには助かってほしいし、おれたちだって助かりたい。いまなら、身ぐるみ剝はぐようなまねはしない。あんたの持っているオド・カードだけで満足しよう。だが、いったん戦ってしまえば、そのときは保証できないぜ？　あんたはとびっきりの美女だし、──戦せん闘とうの興奮がどういう事じ態たいを引き起こすか、戦士だったら知っているだろ？　あんたも女なら……なんて、自分よりレベルの高い先輩にいうのもいまさらか？」


　カレンは笑い、あごひもで首に引っかけ後ろに回していたカウボーイハットを、ゆっくり頭にかぶった。


　それは彼女の『ペルソナ』。


『こちらの世界』の、彼女のイメージをつくるもの。


　芝居っ気たっぷりに西せい部ぶ劇げきに出てくるような帽子を目ま深ぶかにかぶりなおしつつ、カレンは、たずねる。


「……ひとつ、聞いてもいい？」


「なるべく手短に、頼む。夜になる前にすませたいし、──死なせる相手とは知り合いたくない」


「食堂からずっと、あたしに狙ねらいをしぼっていたみたいだったけど、どうして？　どうしてあのウエイトレスじゃなくってあたしを選んだの？　レベル19のクリエイターのほうが、レベルが高いってことしかわからないような戦士職よりもいい獲え物ものだって思うけど？」


「その質問はうれしいな。……まぁ正直にいってしまえば、向こうの動きがあまりに速くて選せん択たく肢しがなくなった、というところもあるんだが、──やはりどうせなら、でっかい獲物を狙いたいだろ？」


「へぇ？」


「クリエイターを襲おそっても、それは強ごう盗とう──いや、弱い者いじめでしかない。こんなまねをしていていうのもなんだが、そういうのは、好きじゃない。──だがあんたは戦士系、しかもこちらのサーチスキルが通じないほどレベルが高い──うん、これだけ近づけばよくわかる。あのウエイトレスは慧けい眼がんだったな。──正直、これは、とても勝てるとは思えない──そんなあんたを倒せたら、おれたちはじつに満足できるだろうし、その結果に期待できるなら、こりゃやるだけやってみるべきだろう？」


「楽しんでるのね。この世界を」


「ああ。力いっぱい楽しんでるぜ？　演じたい自分を演じるために、──だからあんたのほうを選んだ。得られる報ほう酬しゆうを、より大きくするために。──正直こうして近づいてみると、マジ話、やめたくなってしまうけどな？」


「なによ。さっきの勧告は、たんにぶるっていただけ？」


「正解。どう考えてもやばいのは、おれたちのほうだろうから」


　ベルトポーチに手を入れつつ、カレンが一歩、踏み出した。


　ざざっ、と、トンガリ兜かぶとのリーダーを中心にして、七人組が後ろに下がる。


　大おお仰ぎような反応、緊きん張ちようしたその表情は、自分たちが相対している存在の危険さをじゅうぶん理解していることを感じさせる。


　──そう、彼らもきっと、わかっていて。


　それでも彼らは逃げることなく、自分たちより強い相手であるカレンを必死ににらみつけている。


　それを目にして、あたしはカレンのなかに、さまざまな感情が湧わき上あがるのを感じた。


　──なにを考えているのかまでは、わからないけど。


　感情は、伝わってくる。


　楽しみ、怒り、悲しみ、戸惑い。──歓かん喜き。


　なにかに対する失望と、──高こう揚よう、そして大きな喜び──


「……あの子に手を出さないって誓ちかうなら、見み逃のがしてあげてもいいけれど？」


「あのデザートはおれたちだって気に入ってるから、それは心配しなくていい。──おれたちは、あんたがいい。ドラゴンだって倒したことがあるんだ。あんただってなんとかなるさ？　たとえどれほどレベルが違っても、おれたちなら──」


　──相手は、七人。


　戦士が三人、魔ま法ほう使つかいが二人、ハウスオーナーとクリエイターが一人ずつという、もっとも平均的な構成のパーティー。


　だから推おし量はかれる。


　彼らがしっかりとチームワークを育はぐくみ、堅けん実じつに力をつけてきているパーティーであるということは。


　いちばんレベルが高いのは、トンガリ兜のレベル23、あとはだいたい10台後半で、クリエイターの少女以外は全員スロットが四つひらいている──そういう情報をカレンは一いち瞥べつで読み取るが、相手にはカレンがただレベルが高いとしかわからないだろう。


　カレンの本当の恐ろしさは、レベルの高さではないことも、彼らには知る由よしもない。


　この場では、あたしだけが、知っていること。


　カレンが足を踏み出して。


　びくり、と動どう揺ようを見せた六人に、トンガリ兜かぶとが号令をかけた。


「うろたえるな！　確かに相手のレベルは高いが──忘れるな！　向こうは一人！　こちらはチーム！　決して勝てないわけじゃない！　思い出せ！　これまで『クリア』してきたクエストを！　──だいじょうぶ！　おれたちならやれる！　これは、いままでで最大のクエストというだけで、そして世界はクリアを待っている──


　──デッキは『地の監かん獄ごく』！　レディ！」


　掛かけ声ごえとともに、トンガリ兜と戦士の一人が左右に分かれて武器を取り出し、クリエイターとハウスオーナーはカードの束を取り出しつつ、後方にさがった。


　それを守るようにして、残った戦士一人と魔ま法ほう使つかい二人がハウスオーナーのそばに立つ。


　二人の魔法使いの右手から霧きりが噴ふん出しゆつし、ハウスオーナーの身体からだを包み、魔力の霧のなか、ハウスオーナーはカードスキルの起動を知らせる光を発し、両手を地面につき立てて──


　突然、周囲の草々が枯れだした。


　カレンの位置までは届いていないが、ハウスオーナーからトンガリ兜までの距きよ離りを半径にして、ハウスオーナーを中心に円形に草が枯れていく。


　草原にその場所だけが無骨な地面を露ろ出しゆつしていき、同時に周辺の『オド』が『地ち属ぞく性せい』へと変換されていく──


　カレンは薄うすく笑って、ベルトポーチから取り出した四枚のカードを順々に、自分の手首──グローブの、手首の部分に開いたスリット──に吸い込ませた。


　最初の一枚が消えると同時に、その手に巨大な斧槍ハルバードが握にぎられる。


　次に消えた一枚──『火属性付与プラスフアイア』──で、ハルバードが、燃え上がった。


　三枚目──『メタモルウェポン／ツイン』──で、ハルバードが分ぶん裂れつし、それぞれ燃える二本の片手斧おのとなって、カレンの両手におさまって。


　そして最後の一枚は──


　あたしはカードを使われる痛みに声が出そうになるのを、必死にこらえようとした。


　それを感じ取ったのか、カレンは最後の一枚を発動させるのを止め、笑ってささやく。あたしだけに聞こえるよう。


「いいよ、ソラ。我が慢まんしないで。思いっきり叫さけんでくれていい。──それよりも、今日のトウデイズレッスン、その二」


《──え？》


「彼らのいうことは、正しい──たとえどれほどのレベル差があっても、そんなもの、カードとチームワークで覆くつがえすことが、できる。たとえ相手がどれほど強くても、──だから──」





「──たとえどれほど強くても、『勇者』はきっと、『魔王』を倒せる」





　なぜなら『魔王』は──いつか魔王を生み出すだろう怪かい物ぶつ系は、どれほど強くなろうとも、カードを使えず、本質的にパーティーを組むことができないから。


　それに対して人間系は、カードという無限の可か能のう性せいを持ち、仲間と助け合えるから。


　だからどんなに『魔王』が強くても、『勇者』は、いつか、必ず──


　……でもそれは、あくまで理り屈くつにすぎない。


　カレンは燃えている二本の斧おのをカキンと打ち合わせ、火花を散らすと、もう一人の戦士とともにこちらを挟はさみ込こむよう位置取ろうとしていたトンガリ兜かぶとに向き直った。


「──いいわ。あなたたち。認めてあげる──あなたたちは、生きている」


「なに？」


「ええ。──今日きようは、……おいしい料理に、すてきな会話、楽しめる相手──生き急ぐヒトにこんなに会えて、本当に、いい日になった。だからあなたたちに敬意を表して、約束する。あたしは、いまスロットに入れている四枚のカード以外は使わない。他ほかのカードは使わない──使えない、仮想『魔王』としてお相手するわ。──つまり本当に、あなたたち、あたしに勝てる可能性あるかもよ？　だから必死でかかってきなさい？　さぁ？　仮想の『勇者』たち──」


　言葉とともに、カレンの体内で、四枚目──まだ発動していなかった最後のカードスキルが、動き出した。


　カードの名前は『六ろく神しん功こう』。


　それは、『勇者』を目指すとあるパーティーが、『魔王』を倒すために数多あまたの犠ぎ牲せいとともにつくり上げたという、六つの功こうを成なす『上位カード』。


　その発動がもたらす苦痛にこらえきれず、あたしは泣くような声を出す。


　いったん声がもれるのを許してしまうと、切れてしまった堰せきはもはや押おし止とどめられず、カードの脈みやく動どうにつられるように、あたしののどは叫さけびを上げる。『シフト』のときとは違う鈍どん痛つう──筋きん繊せん維いがぶちぶちちぎれていくような、ぎりぎり耐えられそうで耐えられない、だからこそ切ない痛みに胸を奥から押し上げられて──


「──さぁ！　いくよ！」


　カードが、カレンの『オド』を導みちびき。


　それに合わせてあたしは声を張り上げた。


　こらえようとしてもこらえきれない痛みに悲鳴を上げるなか、風を切きり裂さき刃やいばをはらんだ炎が舞まう。火花がきらめき軌き跡せきを描えがく。カードのスキルが心臓のように脈打ち全身へと回り、激はげしい痛みがつらく、苦しく、──とても切ない。脈動の命じるままにはじけ爆発してしまいたい。それでもあたしの目──カレンの身体を借りている目は止まらずに、またたきもできず、間断なく敵を追う。カレンに同化している腕は、斧を握って炎を散らし、暴力を遠慮仮借なくたたきつけていく。いわばカレンに憑依しているだけの幽霊のようなあたしにできることなどなにもなく、ただただカレンとともにあたしは走り、カレンとともに宙を跳ね、カレンと一緒に血を浴びる──


　生き急ぐ、という言葉が浮かぶ。


　今日のトウデイズレッスン。あたしたちは生き急ぐ。この世界を生き急ぐ。こぶしをつくって振り下ろし、伝わる感かん触しよくを確かめて。


　彼らが上げているはずの悲鳴は、あたしの声に打ち消されたか、聞こえなかった。


　叫さけぶか、さもなくば考えることしかできなくて、自分にいい聞かせてみる。


　──彼らが『大オ金ド』を目当てに襲おそってきたから、カレンは立ち向かっている。


　だから彼らは『悪』で、カレンは『善』。


　──そう単純に割り切れたなら、世界はどんなに楽だろう──





「──デッキ変更！　後こう衛えい『フライ』！　前ぜん衛えい『オールラウンダー』！　耐えろ！　必ず活路は見つかる！　あきらめるな！　あのときもダメだと思ったけれど、おれたちはドラゴンにだって勝てたんだ！　だからカードとチームを信じろ──」





　リーダーの務つとめを果たしている、トンガリ兜かぶとの声を聞きながら。


「──叫びたいなら、我が慢まんしないで」カレンがつぶやいた。「……不ふ思し議ぎね。頭のなかで聞こえるのに、ソラの声、ぜんぜん邪じや魔まにならない──ううん。なんか、むしろ逆に──」


　──さっぱりした気分になれるから。


　まるで、思いっきり泣いたあとみたいに。


　だから遠慮なく、あなたの声を張り上げて──


　──そういってくれるから、カレンの言葉に甘えて、あたしは声をふりしぼる。感じる痛みに──悲しみに。怒りと、それと理り不ふ尽じんさに。それは抗こう議ぎの悲鳴だろうか。あるいは生理的なものか。のどから声がしぼり出される。際さい限げんもなく。はてもなく。


　どれだけあたしが叫んでも、カレンの目は、閉じることを許さない。


　カレンの足は、ためらうことを認めない。


　カレンの手から伝わってくる、肉を裂さき骨を砕くだく感触。炎をまとった人知を超こえた暴力は、生命という尊とうといものを、尊いと教えられてきたものを、まるで紙切れのようにあっさり千ち切ぎり地面にばらまく。こちらの世界ではどうであろうとも、現実世界では、あたしと同じ『子供』である人たちを──


　たとえ本当の意味で『死ぬ』わけではないのだとしても。


　この手に伝わる感触は、本物。


　──カレンが悪いわけではない。彼らが悪いわけではない。間違っているのはこの世界。『シフト世界』は『演じる世界』。これは現実ではなく、ここではみんな、『役』を演じさせられる。『戦士』を、『魔ま法ほう使つかい』を、──『怪かい物ぶつ』を。『戦うこと』を、『生き残ること』を、──『殺し合うこと』を──


（いや違う、選んだのは自分。わかっていて、それでも──）


　いつしか夕焼けは褪あせ、空は青紫に染まっていた。


　夜の来る前、太陽が最後の抵抗をしているなかで、がむしゃらにあたしは叫さけぶ。泣き叫ぶ。気がつくと、叫びは痛みのためではなく、叫ぶためになっている。叫びたくて、ただ叫び声を上げるために、痛みとともにあたしは叫ぶ。血を浴びながら絶ぜつ叫きようする。手から伝わる感かん触しよくを、カレンの感じているものを、──自分のなかのなにかを、否ひ定ていしたくて。──肯こう定ていしたくて。どうしたらいいかわからなくて──





　──どうしてあたしは『シフト』するのか。


　どうしてあたしだけ、『シフト』に激げき痛つうをともなうのか。


　どうしてあたしは、他ほかの人たちのように『この世界のもう一人の自分』に『シフト』するのではなく、『カレン』のなかに『シフト』するのか。本当のあたしはどこなのか。いま上げている絶叫は、本当に、痛みから来るものなのか。いま感じている感情は、本当に、カレンから伝わっているものだけなのか？　苦しみ、怒り、哀あわれんでそして楽しんで、失望し、期待し、興奮し高こう揚ようし良心の痛みとともに乳首を硬かたく尖とがらせているのは本当にカレンだけなのか、──なにも考えたくなくて、あたしは声をふりしぼる。痛みの高じていくままに。まるで赤ちゃんが、生まれたい、と叫んでいるかのように──





　──ひときわ大きく叫び声を上げ。


　そしてあたしは、──なぜだろう、自分では閉じられるはずがないのに──


　いつしか閉じていた目を開けた。








　　　　◆








「……起きた、か？」


　目を覚まし暗い天井を見て、とたんに聞こえた男性のような低い声に、「カレン？」とあたしは戸惑いの声を上げた。


　が、見けん当とう識しきの喪そう失しつは一いつ瞬しゆんで、すぐに意識がはっきりしてくる。


　手を握にぎる。


　と、それに応こたえる力がある。


　だれかが手を握ってくれている。明かりの消えた暗い部屋で、それでも、確かにここにいるよ、と、体温を──温あたたかさを伝えてくれている。


　手を温かく感じるのは、いったいどれくらい前から握ってくれていたからなのか──


　あたしはそっと、顔を横にし、ベッドのそばに座っている男の影を視界にとらえた。


　赤あか松まつ祐ゆう樹き──高校の同級生にして、この部屋のベッドの真の主ぬし。


　そうだ、昨日きのう、あたしは──


「……赤松？　ついてて……くれたんだ？」


「……ん、まぁな。……最初だし、──って？　あの、高たか嶋しまサン？」


　戸惑ったような声を出した赤松のことを怪け訝げんに思い、手を握ったまま、あたしはもう一方の手で自分の顔に触ふれてみた。


　濡ぬれている。泣いていたのか。


　自分の声で目を覚ましたことはあるけれど、泣いて起きたのははじめてだ、と考えて、あたしは自分の間違いに、──指を濡らしているものに気づく。


　違う、泣いて目を覚ましたんじゃない。


　あたしは起きて、泣いているんだ。クラスメイトが見ている前で、──いまも。


　みっともない。


　──だけど涙が止まらない──


「……夢じゃ、ないん、……だよね？」


「……え？」


「……夢じゃ、ない、よね？　……その、赤松が、……赤松も、『シフト』していたこと。……赤松も『シフト』していて、そのことあたしに教えてくれて、……あたしのこと、きっと助けるって、いってくれたの、──あれはあたしの、夢、じゃ、ない、よね？」


　握っている手に力がこもった。


　あたしが力をこめてしまったのか、それとも向こうが握にぎってきたのか。


　暗い部屋のなかで、それでも、赤あか松まつが微笑ほほえんでいるのがわかる。


「うん。夢じゃないよ。残念ながら。おれが『シフト』してるのも、委員長が眠るたび、カレン、だっけ？　その人のなかに入っちゃうのも、──残念ながら、現実。『向こう』は『夢の世界』だけれど、それでもやっぱり、夢じゃない。委員長はまったく正気だし、おれが助けるっていったのも、うそじゃない。だからまかせなさい──」


　穏おだやかで、安心できる、低い男の子の声に、そうだ、とあたしはうなずいた。


　そうだ、あれは夢じゃない。


　カレンも、痛みとともに『シフト』することも、あたしの頭がおかしくなっているわけじゃない。


　あれは全部現実で、そして昨日きのう、赤松が、自分も『シフト』していることを教えてくれて、あたしを助けるといってくれて、あたしも自分に起こっていることを、打ち明けて──


　赤松の手を握り締め、あたしはしばらく、泣いた。


　赤松はなにもいわずに、隣となりに座っていてくれた。


　暗い部屋のなかで、ずっと、一緒に──








　　　　◆








　──その年の夏。


　あたし──高たか嶋しま空そらは、確かに、この身に感じる痛みと一緒に、『向こうの世界』へ『シフト』していた。





　カレンという名の、少女とともに。
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　　　　◆








「大事なのはね、ここは『夢の世界』だと理解すること。そして、演じたい自分をしっかりイメージすること──」


　というのが、カレンに教えてもらったなかでもっとも大切な『シフト世界』の心得だった。折に触ふれ、彼女はもはや定番となった『今日のトウデイズレッスン』でそれを繰り返した。


　大切なのは、演じる気持ち。自分が演じたいキャラを、しっかり心に描えがくこと──


　でも、とたずねたことがある。


　演じたい自分、なの？　素すの自分じゃいけないの？　演じたい自分なんて、きっとうその自分なのに。本当の自分じゃいけないの？


「じゃあソラは知っているわけ？　その、本当の自分とやらを」


《──え？》


「断言できるんだったらすごいね。あたしには無理。なにしろあたしは気分屋だからね。寝起きが悪いから朝起きたとき自分の顔見てびっくりするし、生理のときはすッごく凶暴になるし、ついさっきまでは許せていたことがまったく許せなくなることなんてざら。ときどき自分が不ふ思し議ぎになる。いまのあたしとさっきのあたしは本当に同一人物なのか？　秒単位でべつのだれかと入れ替わっているんじゃないかと思うくらい、自分自身がわからない。だからね、演じる。自分がどんな自分のときでも、迷わないですむように。──そうなりたいって思う気持ちが本当なら、それも本当の自分だって思っちゃいけない？」


　大切な心得だというが、正直、あたしはカレンの言葉に納得できなかった。


　なぜならあたしはもう高校二年生で、高校生というのはすでに他人に対してそれなりに自分を演じているもので、とくに学級委員長であり成績も常に上位の優ゆう等とう生せいだと思われているあたしにはそういう部分があって、だからこそ、演じたい、と思っても演じきれない部分にこそ本当の自分がいると感じていたから。


　演じるということは結局取とり繕つくろうということで、それは決して『本物』とはいえないのではないか？


　その気持ちが伝わったのだろう──なにしろ文字どおりの一心同体──カレンは苦笑して続けた。


「……まぁ、納得できなくていいから。とにかく、覚えておいて。現実世界はともかく、『シフト世界』では、本物だろうと偽にせ物ものだろうと『しっかり演じる』気持ちが大事。役になりきるつもりで、なりたいキャラをイメージし、照れずにやりとおすこと。恥ずかしがって『現実の自分』をひきずっちゃうのがいちばんダメ。……いまはまだ実感できないかもしれないけれど、夢の世界は、イメージがなにより重要だから──」


　そのときはちょうど『ドラゴン退治クエスト（正式な名称は忘れた──）』の最中で、カレンの言葉の終わりかけに、見張っていた巣穴からドラゴンが長い首を出した。


　トカゲにたくさんとげをつけ、羽を生やし、大きくしたような姿──などと語るのは、たとえイメージ的にはそのとおりだとしても、その偉い大だいさに対する礼れい儀ぎを欠いているだろう。


　ドラゴンは、ただドラゴンとしか語れない──


　ドラゴン！


　いかにもファンタジーな世界の代表──ドラゴン、が存在することを知り興味を持ったあたしのために、カレンはそのクエストを受けてくれて、そしてドラゴンはカレンが寄り道をしてくれただけのことはある、とても威い厳げんのある怪物ＮＰＣで、たとえるならば走行しているダンプカー。近づくとその巨体に吸い寄せられてバラバラにされてしまいそうな、重力を放っているかのような存在感に、あたしはたちまち魅みせられた。うろこが青と黄色の水玉模も様ように覆おおわれていたけれど、それでもドラゴンの迫力を損なうことはなく、あたしはただ、見とれた。圧倒的な怪物と、その怪物にたった一人で互ご角かく以上に渡り合った（そして倒した）カレンの勇ゆう姿しに。


　だからそのときは、会話が終わってしまって、それ以降もチャンスがなく、聞けなかった。質問することが、できなかった。


　──ひとつには、彼女があまりに自然体で『シフト世界』を旅しているように見えたせいもあるかもしれない。


　彼女がどんなイメージを持っていたにしろ、『それ』が演じた姿だなんて、とても信じられなかった。


　──そして、それと同じことが、赤あか松まつ祐ゆう樹きにも、いえた。








　赤松祐樹が右目に奇妙な『眼帯』をつけて登校してきたのは、赤松が鷹たか生おと水泳対決をした日から──あたしが赤松に打ち明け話をしてから二日後、あたしに起きている『異常シフト』の原因を探るためなにか試してみたという（内容は教えてもらっていない）夜の、翌日のことだった。


　それは、むしろめがね、あるいはゴーグルと呼ぶべきだろうか。


　一般的に思い浮かべるガーゼを使った眼帯ではなく、水泳選手のつける二眼ゴーグルから片方のアイカップを取とり外はずしたようなもの。目を隠かくしているアイカップが鏡きよう面めん仕し様ようになっているのもゴーグルっぽい。


　鷹生と水泳をしたとき目に傷を負い、そこから雑ざつ菌きんが入って、しかも水泳によって体力を使い抵抗力が衰おとろえていたとかで、『ものもらい』のようなもの（正式な病名は長ったらしい漢字の羅ら列れつだった）ができてしまった、と赤松は説明した。


　かなり悪目立ちする装いだが、人の目など気にならないのか、それともどうしても、という必然があるのか、しばらくはその眼帯をつけ、登校してくるつもりらしい。


「と、いうわけで委員長、おれしばらく体育できないから。ってことでこれ医者の診断書なんだけど、こういうのって担任に見せればいいのかな？　それとも保健室の先生だけでいい？　ま、杏あん里りはもう知っているけど」


「え？　えと、いちおう、担任にも──」


　答えながら、あたしは居心地の悪さを感じていた。


　なぜなら、昨日きのうまで赤松の目にものもらいなどなかったし、そして、あたしはこの二日、ほぼ赤松と一緒に過ごしていたのだ（赤松に、なるべくうちで寝てほしい、といわれていたからで、それ以上の理由はない。念のため）。時期がちょうど期末テストの期間であるため、友だちと泊まりがけで勉強会をしている、という名目で、親の了解を得るのは簡単だった。だからあたしは放課後のほとんどの時間を赤松と一緒に過ごしていた──それなのに、いったいいつ赤松は、病院に行ったのか？　あたしが寝ている深夜に緊きん急きゆうだったとか？


　少なくともこの二日、赤松の目に異常はなかった。


　ならば眼帯をつけているのは病気のためではなく『シフト』に関係しているからで、もしかして、それはあたしのせいなのか？


　聞きたくて、でも聞けないで逡しゆん巡じゆんしているあたしに気がついたのか、赤あか松まつは笑った。


「……あー、心配しなくてもいい。ほら」


　周囲を見回し、あたしたちが二人きりで、渡り廊下に他ほかの生徒がいないことを確認すると、あっさりと眼帯を取る。


　下から現れた目は、とくに腫はれている様子はなかった。


「な？　べつに、なんともなっていないだろ？」


「……じゃあ、なんで眼帯なんか……」


「おまじない、のようなものかな。聞いたことない？　五感のひとつをわざと封じることで、他の感覚を強くする、みたいな──そんな感じの」


「じゃあやっぱり、あたしの『シフト』に……あたしを助けることに関係してる？」


「……まぁね。ほとんど気休めのようなものだけど、カレン、だっけ？　その人に聞いて知ってるんだろ？　『向こうの世界』ではイメージが強くものをいうって。だからこういうのもそれなりに効果があって──とにかくプラシーボ効果を狙ねらったおまじないのようなもので、目のほうはなんともないから、気にしないでいい」


「……でも、あの、……眼帯って、目にすごく悪いものなんだけど……」


　家がスイミングスクールであり、水泳部だったこともあるあたしは、それなりに結けつ膜まく炎えんやものもらいについては知っている。


　ものもらいには眼帯、というイメージがあるが、じつは、眼帯は目によくないらしい。


　無む意い識しきに目を触さわったりこすったりするのを防いだり、患部を隠かくせる利点はあるが、それ以上にマイナス要素が多いという。視力の低下を招き、距きよ離り感を狂わせ、精神を不安定にさせるなど、眼帯の長時間着用はさまざまな悪あく影えい響きようをもたらす。だから医者に指示された場合以外は装着するべきではないのに、しかも本当はものもらいでもなんでもないのに眼帯をつけて生活するなんて、いくらあたしを助けるためでも、……いや、あたしのせい、だからこそ、そんなことをさせるのは──


　おそるおそるそのことを指し摘てきしてみると、赤松はため息をつき、あたしに眼帯を渡した。


「ほら、つけてみ？」


「え？　……あれ？」


　よく見るとその眼帯は、まさしくミラー加工されたゴーグルと同じく、表側からだと鏡だが内側からは普通のレンズになっていた。


　装着しても視界をさえぎることはなく、カップ部も大きく湾わん曲きよくし空間ができていて、眼球を圧迫しないようになっている。


「どう？　これならそういう心配もないだろ？　なにしろ杏あん里りの考案だし」


　杏里、というのは間ま藤とう杏里──赤松の保ほ護ご者しやであり、『シフト』のことも知っており、赤松に話せないようななにかがあったときには彼女に頼るよういわれている──のことで、うちの学校で養よう護ご教きよう諭ゆをしている。


　彼女がかかわっているということは、──もしかして、あの難しい病名の書かれた診断書、あれも間ま藤とう先生が偽ぎ造ぞうしたものだったりするのだろうか。


　もしそうなら、あの備び考こう欄らんは──


「……でもこれじゃあ、五感のひとつを封じる、ってことにはならないよね？」


「うわ！　いいところをついたなぁ。だからいったろ？　おまじないのようなものだって。いいんだよこんなのイメージで」


「……でも、とにかく、結局封じていないんだったら、……その、無理にそんなのつけていなくても──」


「いや、だから、これは、…………いや。……あのさ。ていうか約束したよな？　おれは必ずあんたを助ける。その代わり、あんたはおれになにも聞かない。理由も、手段も、状況も──あらゆることを詮せん索さくせず、黙だまっておれのいうことにしたがい、おれのことはだれにも秘ひ密みつにし、ついでにこれ以上自分のこともおれに話さない。お互いの安全を守るために。それが『シフト』世界の流りゆう儀ぎ──ＯＫ？」


「……うん。わかってる」


「ん。だったらよけいな口出すな」


「……」


「……じゃあ、とにかく、そういうことで。職員室に行きましょうか。……ま、まぁ、ちょうどよかったよ。ものもらいみたいなの、ってことにしてあるから、しばらくは、日ひ野のにも宮みや沢さわにも、水泳部に誘さそわれることはないだろうし──」


　ぶっきらぼうな口調とともに眼帯をあたしから奪うばうように取り、つけ直し、話を終わらせると、先に立って歩き出した赤あか松まつに、あたしは複ふく雑ざつな気持ちになる。


　診断書の備考欄には、完治まで二、三週間は見ておいたほうがいい、と書かれていた。


　つまり赤松は、テスト期間中はもちろん、下へ手たすれば夏休みに突入するまで眼帯をつけて学校生活を送ることになる。かなりの長期間──それを見み越こして特別製の眼帯を用意したのだろうけど、それはつまり、それだけ大変さが予想されるということで、いくら目に及ぼす影えい響きようを極きよく力りよく減らした特別製の眼帯とはいえ、目立つことに変わりはないし、体育も休むことになるのなら、生活に影響がないとはとてもいえなくて、──あたしのために、こんなことまでさせてしまうのは、やっぱり、胸が痛んで──


　気がつくと、あたしは赤松の背中に向かって、いっていた。


「……あまり、無理は、しないでね」


　赤松は、歩みを、止めた。


　そしてそのまま、動かなくなった。


　止まってしまった赤松に、あたしはなぜか、不安を覚える。


　突然、頭のなかに、妙な想そう像ぞうが広がっていく。──いったいどうしたのだろう？　いきなり動きが止まって、──もしかして、あたしはなにか、赤松を怒らせてしまったのだろうか？　そして怒りのあまり、赤松はこれから怪物にでも変身してしまうのではないか？　べつに赤松を怒らせるようなことをいった覚えはないし、これまでに怒りのあまり変身してしまうような人間を見たことがあるわけでもないが、笑わないでほしい、『シフト』するとはそういうことだ。


　世のなかには信じられないようなことが起こりうる、というのを実感すること。


　そして、そういうありえない可か能のう性せいにまで怯おびえてしまうこと。


　なにしろいまの自分には、眠ると『夢の世界』に『シフト』する、なんて考えられない現象が実際に起こっており、さらにその『シフト』自体が普通と違っているわけだから、どんな荒こう唐とう無む稽けいな想像だってありえないとは断言できない。


　あたしは、おそるおそる、呼びかけた。


「……あ、か、まつ？」


　しばらくして、赤松は振り返った。


　当然ながらその顔は、変身なんてしていなかった。


　なんの変へん哲てつもない、いつもの赤松祐ゆう樹きの顔──


　思わず安あん堵どしたあたしの様子を怪け訝げんに思ったのか、赤松はにやり、と大きく笑った。


「……あれ？　どうしたの委員長？　なんか変な雰ふん囲い気きだけど──そんなにおれのこと、心配？　もしかして、委員長を救おうとしているおれに、惚ほれちゃった？」


「バ、バカいわな──」


「ま、それはともかく、ありがとう。……無理なんて、しないから。ていうかさ、本当に委員長、おれがいったこと理解しているのかな？　おさらいしとく？」


「え？」


「まず、これがいちばん大事なことだけど、──助けるって言葉を使っているけれど、正確には、おれは委員長を助けられない。委員長が『シフト』している、という状況は、おれにもどうにもできないから。だからおれができるのは、委員長の身に起きている『普通じゃないシフト』を、『普通のシフト』にもどすことだけで、──それがはたして本当に、委員長を助けることになるのかはわからない。もしかしてこのままにしておいたほうが、委員長にはいいかもしれない。少なくとも、普通に死ぬより楽に死ねるだろうから」


　あたしは思わず目を見開いた。


「あ、あたし、このままだと、やっぱり、死ぬの？」


　赤松の表情があからさまにしまった！　というものに変わって、しかしそれも一いつ瞬しゆん、すぐに平然とした顔になる。


「……あれ？　いってなかったっけ？　じゃああらためていっておくけど、……うん。そう。あくまで『向こう』の話だけれど……だいたい、なんの危険もなかったら、なんでおれが正体知られる危険を冒おかしてまで委員長とカレンちゃん？　のキャッキャウフフな異世界生活に介かい入にゆうなんかするんだよ」


「……いや、あ、その、え……？」


「もちろん、死ぬっていってもそれは『向こう』でだけの話で、『こちら』の委員長まで死んじゃうわけじゃないから。それは安心していい。──ただ『シフト』できなくなって、向こうでのこと全部忘れて、……あと、もしかして夢も見られなくなるかもしれないけど──


　──とにかく。たとえ夢の世界でも、『死』から逃のがれることはできない。


　たとえ事故に遭あわなくても、殺されなくても、十八歳を迎えたら──


　──だったら、どうせいつか死ぬのなら、委員長の『いまの状じよう態たい』から死を迎えたほうが、普通に死ぬよりも状況的に、『こちら』に与える影えい響きようは少ないかもしれなくて、──だから、助けることにならないかもって、そういうこと」


「……でも、あたしは……」


「そう、それでも委員長はかまわないとおれにいい、だからおれは引き受けた。ただし、ここが二つ目の重要ポイント。──おれは、委員長より自分のほうがかわいい。だから委員長よりも、自分のことを優ゆう先せんする。ちゃんと最初にいったよね？　たとえ委員長の命が懸かかっていようとも、あくまで大事なのはまず『おれ』で、その次もおれの都合で、次の次の次──くらいが、委員長だって」


「……うん」


「この『優先順位』が守られる限りにおいて──つまり、委員長が『おれ』の都合の邪じや魔まにならない限りで、おれは委員長を助ける。──このことを理解しているのなら、……さっきの、無理しないで、なんて言葉は出てこないと思うんだけどなぁ？　するわけないだろ？　無理なんて」


「……ごめん……」


　どうやら、さっき一いつ瞬しゆん感じた印象は、それほど外はずれていなかったようだ。


　赤あか松まつは、怒っているっぽい。


　あたしは思考をめぐらせる。──なぜ赤松は怒っているのか？　あたしが赤松の言葉をきちんと理解していないようなことをいったから？　いいやきっとそれだけじゃなく、やっぱり、自分の言葉に罪ざい悪あく感とかあったりするのかもしれないし、ならばどうフォローすればいい？　あたしはいったい、なんといったら──


「うん。わかった。あたしもそれで納得してる」とりあえず、あたしはいってみた。「……うん。本当に、赤松が、自分のことを優先してくれてぜんぜんかまわないから。たとえあたしの命が懸かっていても、……って、いや、その、これ、皮肉じゃなくって本当に──」


「…………なんだかなぁ。……とにかく、それが本当の助けになるかはわからないけど、おれは必ず、委員長を『いまの状態』から『普通の状態』にもどす。それは約束する。だから、それは期待してくれていいけれど、でもそれはあくまでおれの『優ゆう先せん順位』にしたがってだということを、きちんと理解しておいて。たとえ勝手といわれようと、非道だって思われようと、──委員長にとって自分が大切なように、おれにはおれが、いちばん大事なんだから」


「……うん」


「ひどいこといっているかもしれないけれどさ、……そういうこと、だから」


　大きくため息をつくと、再び歩き出した赤あか松まつに、あたしは自分の気持ちをどう伝えていいかわからなかった。


　ひどいこと、なんてとんでもない。


　もしも罪ざい悪あく感があるのなら、赤松がそんなの感じる必要はない。


　あたしは本当に、感かん謝しやしているのだ。赤松が、自分には『優先順位』がある、自分のことを最優先にする、とはっきり断言してくれて。


　──そのおかげで、あたしが赤松に迷惑をかけていることへの罪悪感が、少しでも軽くなるような気がして。


　問題は、その言葉すら、赤松の『心こころ遣づかい』に感じてしまうこと。


　赤松はあたしを安心させるためにそういうことをいっているだけで、本当は、あたしのためにかなり無理をしているのではないだろうか──そういうふうに感じてしまうことなのだ。なにしろ赤松は、本当は黙だまっていてもよかったのに、正体を知られる危険を冒おかしてまで、あたしに話をしてくれたのだから。


『シフト世界』において『真ま名な』と『素す顔がお』を知られること──それがどれほど危険なことか、カレンと一緒に冒険してきた、いまのあたしは知っている。だから思う。たとえどういう言葉を口にしても、どんな態たい度どをとっても、本当の赤松は、きっとやさしい人なんだ、と。


　それこそ他人のために、自分を犠ぎ牲せいにすることぐらいあっさりできてしまうような──


　それが真実か、あたしの願望が入った思い込みかはわからないけど、そう感じてしまうからこそ、あたしは赤松に、無理しないで、といってしまった。


　本当に、あたしのために無理をしてほしくなくて。


　けれどそんな気遣いをしたら、赤松は怒るだろうし（というかやっぱり怒っていたし）、でももしかして赤松にそういうことをいわせること自体、赤松の心を苦しめているかもしれなくて、だからあたしはできうる限り自分が感謝していることを伝えたいのだけれども、それ自体が赤松に重荷を負わせることになるのか？　なにもいわないほうがいいのか？　あたしのことで罪悪感とか重荷とか、そういうものを感じてほしくないのだけれど、でもあたしたちはお互いに、どこかで大きく気持ちがすれ違っているようで──


「もしもし？　委員長？」


「え？　うん」


「……あのさ、あまり考えなくていいから──」


　困ったようにいって、先を歩いていく赤あか松まつを、あたしは急いで追いかけた。





　──最後になるまで気づけなかった、たぶん、あたしは本物の、オオバカモノだった。








　　　　◆








（──世界はクリアを待っている──）


　いつもの言葉、痛みとともに目を見開いて、あたしはまず、違い和わ感を覚えた。


　時は夜。場所は──ここは森のなか？


　カレンが寝転んでいたため、カレンの視界を借りているあたしには、ギザギザとした木の影にふち取られてぽっかりあいた空しか見えない。


　月が三つ、浮かんでいる。


　──ああ、今日きようは、『パープル・ヌーン』だったのか。


　でもそれにしては周囲から、きーんきーんぶおんぶおんと、まるでハエの羽を持つガマガエルが飛びながら鳴いているような『流る転てん』の激はげしい音が聞こえてくるが──


　あたしが『シフト』してきたことに気づいて、カレンが小声で挨あい拶さつした。


「……あれ？　ソラ？　久しぶり！　……うわ、やっぱり忘れちゃってた。元気してた？　……ええと、この前のドラゴン退治以来だっけ？」


《うん。あれから今度は何日経たった？》


「だいたい一ヶ月くらい？　かな」


《……そう。やっぱり、一ヶ月、か》


　あたしの『シフト』には、痛みを生じることとカレンの身体からだに『シフト』すること以外にもう二つ、普通ではない点がある。


　まず一つ──カレンが、あたしが『シフト』していないときはあたしのことを忘れていること。


　あたしが『シフト』してきたとたん、記き憶おくがつながり、あたしのことや、あたしと過ごした時間を思い出せるそうだが、そうでないときは完全に忘れてしまっているのだとか。メモやらなんやら使っていろいろと覚えていられるよう手を講じてくれているらしいのだが、いまのところ成功していない。


　そしてもう一つの異常──あたしとカレンの時間は同期していない。


　通常の『シフト』は、必ず目を覚ましたところからはじまり、眠ったところで終わるらしいが、あたしの『シフト』は必ずしもカレンの目覚めに合わせて起こるわけではない。むしろそちらのほうが珍しく、たいていの場合、起きているカレンに突然『シフト』する。カレンが眠りにつくとあたしも自動的に（痛みに襲おそわれながら）『シフト』させられるのだが、カレンが眠りにつかなくても痛みによって『シフト』してしまうことがある。そしてカレンが『こちら』に『シフト』してきたとき、あたしが一緒にいることはめったにない。


　つまりあたしたちは同じ一日ではなく、断片的な時間を共有しているだけなのだ。


　普通の『シフト』では、このようなことは起こらないらしい。


『こちら』も『あちら』もどちらとも、自分が生きている世界であり、『こちら』の今日きようは『こちら』での昨日きのうの続きでなければならず、『あちら』での明日あしたは『あちら』での今日の続きでなければならない。寝ている間だけ一方の世界に『シフト』しているわけだから、睡すい眠みん時間以上の時が過ぎるはずがなく、『今日』の次の日が『明日』ではなく『一ヵ月後』だなんてありえない──にもかかわらずあたしの『シフト』は『昨日』と『今日』が連続しておらず、現にこうして、ドラゴンを退治した日の『一ヵ月後』のカレンに『シフト』している。本来ならば、『次の日』に『シフト』していなければならないのに、あたしにとっては一日ぶりであるにもかかわらず、カレンにとっては一ヶ月ぶりの再会となった。


　時間が同期していない──


　カレン的にはこれがいちばん奇妙な点らしく、頭をひねっていたが、じつは、あたしはそれほど気にしていなかった。


　なんとなく、納得していたから。


　この状じよう態たいは、つまり、あくまでカレンが『主』、あたしは『従』だということを示しているのではないか？


　なにしろ、あたしはカレンに『宿やどらせて』もらっている存在なのだから。カレンの時間が優ゆう先せんされて当然だろう。朝から晩まで四六時中つきまとっていたらカレンだっておかしくなってしまうだろうから（あたしだってさすがにそれは遠えん慮りよしたいし）、カレンの都合に合わせてあたしが『シフト』するのが当然──まったく根こん拠きよのない理り屈くつなのだが、なぜだかあたしはそう考えることに違い和わ感がなかった。


　──ちなみに赤あか松まつは、この異常についても理解できているらしい。


　やっぱり、教えてくれないけれど。


　もっとも赤松によると、異常の原因を話さないのは赤松の正体を隠かくすためではなく、あたしとカレンにとってそのほうがいいからで、あえて話さなくてもいずれ原因は知れるだろう、とのこと。すべてが終わったとき、どうしてこんなことになっているのか自然と理解できるだろう、だからいまは知る必要はない、そう赤松はいい、その言葉を信じたからこそ、赤松のなにも聞くなという言葉に従っている面もある。


　もっともカレンはしばらくの間、おかんむりだった──話してくれない赤松に、ではなく、なにが起きているのか見当をつけられない自分に対して。


「──ああもう、ムカつくわね。なんで、そいつにわかって、このあたしにわからないわけ？」


《……だって、カレンはほら、あたしがいない間はあたしのこと覚えていないから、じっくり考えられないわけで──》


「でもいまは考えられているでしょ！　なのにまったくわからない！　思いつかない！　ああ、もう、……本当に、気に食わないわね。あたしにわからないことが、そいつにはわかるなんて。……そのアカマツってやつ、『こちら』ではどんなやつなんだろ？　このあたしより、『シフト世界』にくわしいなんて──」


《……あ、あたし、カレンは本当に物知りだって思うよ？》


「………………いやべつに、フォローがほしいわけじゃなくって、ていうか、冗談じゃなくってね、本当に、あたしは自負しているわけよ。こちらの世界であたし以上に『シフト』を理解している人間系はいないって。ええ。断言できるわ。あたし以外には、それこそこの世界の成なり立たちにかかわっている『ギャング・オブ・フォー』ぐらいしか──」


　カレンはそこで言葉を止めて。


　しばらく考え込み、続けた。「……あのさ、ソラ。お願いがあるんだけど──」


《なに？　もしかして、赤あか松まつの『シフト』のこと？　だったらあたしだって知らないし、たぶん聞いても教えてくれないと思うけど──》


「ううん。そっちじゃなくってさ。……そのアカマツってやつに、あたしのこと、これ以上は秘ひ密みつにしておいてくれる？」


《それはもちろん。だいたい赤松のほうから、知るべきことは知ったからこれ以上のことを自分に教えるなっていわれているし──》


「うん。そうみたいだけど、とにかく注意しておいてほしいの、──お願いね？　とくにあたしの名前のこと」


《──名前？》


　あたしは血が凍こおるような気分を感じ、あわてて告げた。《名前って──ごめん、……カレン。いってなかったっけ。あたしもう、カレンの名前、赤松に、教えてる──》


　カレンは笑って、首を振った。


「ううん。そっちじゃなくって、あたしのこちらでの『名前』のこと」


《……え？》


「やっぱり気づいていなかったか。カレンっていうのは、あたしの『真ま名な』なのよ。こちらの世界での名前は、べつにあるんだ」


　衝しよう撃げきの告白に今度こそ、あたしは口を利けなくなった。


『真名』とは、現実世界での名前──本名のこと。


　つまりカレンというのは、『シフト』用の偽ぎ名めいではなく本当の名前──


《……な、な、な、なんで？　なんでそんな、本名を？》


「いや、あたしも、教えるつもりはなかったけどさ、……ソラ、あたしが名前を聞いたとき、普通に本名名乗るんだもん。高タカ嶋シマ空ソラ、って。ああこれ本名だなってわかって、だから、あたし動どう揺ようしちゃって──いきなり『真ま名な』を聞かされるなんてそうそうないからね、思わずつられちゃった」


《つられちゃった、って……》


　驚おどろき呆あきれながらも、心のどこかであたしは、なんとなく納得していた。


『真名』──現実世界での本名は、こちらの世界でさまざまな不都合を招くことが多いため、『シフト世界』の住人プレイヤーは、基本的に『偽名』を名乗る。


　その際、なぜか、人名というよりあだ名のようなプレイヤーネームを選ぶことが多い。


　子供らしいというべきか、それともなにかがささやくのか、どうしても個性的な名前をつけたくなるらしい。カレンと旅をしてきたなかだけでも、いろいろ変わった名前に出会った。たとえば『ダークプリンス・フェニックス』さん（非常に呼びづらかった）、『ブルー・イナヅマ』さん（個人的には好きなセンス）、『皇おう虎こ竜りゆう凰ほう牙が』くん（同名の必殺技を開発中だった）、『キル・ゴッド』氏（おれは神に復ふく讐しゆうする、と主張していた）とか『薔薇泥魔李唯』ちゃん（通称マリー、名刺をもらったが読み方がわからなかった）とか、いろいろ。他ほかにも現実世界の好きなマンガから取ったり、まるでロボットのような『骸ガイ我ガ意イ王オー』という名前をつけている戦士もいた（名前のとおりロボットのような動作が特とく徴ちようで、この人は本当に強かった。それでもカレンにはかなわなかったが）。そこまで個性的でなくても、やはりあだ名のような名前が多くて、だから、彼女のカレン、という名前はあまりに普通だなぁと内心思っていたのだが──


《……そうか、本名だったんだ……って、うわ、じゃああたし、勝手にカレンの『真名』を、赤あか松まつに──？》


「それはもう、しかたないから。気にしないで。だいたいあたしが勝手に名乗って、『真名』なの教えていなかったんだから。……それに、たとえ『真名』を知られても、こちらの名前を知られてなければ特定はできないからね。だから、ソラ、あたしのこちらでの名前、知らないでしょ？　あたしがわざと、聞かせないようにしていたんだから」


《ああ──》


「一人旅だから簡単だったし、どちらかを隠かくし通せればごまかせる、あたしの名前を知られる前にあなたの素す性じようを調べられればそれで万事が解決──ってね？　……いまはもう、あなたはあたしの敵じゃない、あたしの敵が仕し掛かけたなにかの罠わなじゃない、って納得しているから、隠すつもりはないけれど。──ていうかそもそもいつまでも隠し通せることでもないし──


　とにかく、あたしのこちらの名前、ある方面じゃ有名だからさ。アカマツが『シフト世界』にくわしいのなら、あたしのこと知っている可能性が高いのよ。だから、『こちらの名前』と『真ま名な』を知られて正体を特定されたくないの。ＯＫ？」


《うん。わかった。絶対いわない》


「……それにしても、……ソラに『真名』を名乗っちゃったときには正直、あせったけれど、いまとなっては正解だったかもしれないわね。──なにがどうまわるのか、世のなかわからないものね……」


　お願いね、と念を押して、そしてカレンはこちらでの名前を教えてくれた。


　信用してもらえていることに感動しつつ、あたしはそのとき、思った。


　赤あか松まつは、自分のことはだれにも──あたしの家族にも鷹たか生おにも──話すなといったが、カレンにだけはかまわない、といった。


　カレンにだけは、赤松の名前も、助けようとしていることも、あたしが知っていることはとくに秘ひ密みつにしなくていいと。あたしとカレンの関係をこじらせないためにも、聞かれたなら素す直なおに話したほうがいい、と、まるで、カレンには知られてもそれほど困らない、とでもいうように。


　一方、カレンのほうは、自分のことを赤松に知られたくないと思っているようだ。


　これって、いったいどういうことだろう？


　もしかして、二人は、お互いに、相手についてなにかに気づいているのか？


　お互い『真名』しか知らないはずだが（それにカレンはともかく赤松は、それが『真名』だと知らないはずだが──）、状況だけでなにかを推すい測そくしているのか？　いや、二人がどうであれ、あたしは二人を信じるだけで、それはさておき、──閑かん話わ休きゆう題だい──


　寝転んだまま三つの月を見上げているカレンに、周囲の様子を確かめられず、いやおうなく付き合いつつ、あたしはたずねた。


《ところで、どうしたの？　珍しいね。夜に外で休んでいるなんて》


「……そう？」


《だっていつもは、休むときは宿やど屋やに泊まるし、そうじゃないときは夜でもかまわず旅を続けているでしょう？　だから──》


「今回は、連れがいるのよ。だから無理はできなくて」


《……え？》


「じつはね、その子に助けてくれって頼まれて。吸きゆう血けつ鬼き退治に向かってるとこ」


《──きゅ、吸血鬼、退治？》


　カレンの言葉に、思わず声を上げたとき──





「……っ、ひっ、……く……」





　嗚お咽えつが、聞こえてきた。


　女の子らしい、子供が必死で泣くのをこらえていて、でもこらえきれなかったような声──


　その声が聞こえたのと同時に、気づく。


　寝転んで空を見上げながら、カレンはずっと、そちらに注意を向けていたことに。


　カレンがゆっくり身体からだを起こして、首をめぐらせ、おかげでようやくあたしは周囲の状況を確かめられる。そして驚おどろく。夜の森なのは間違いなかった。けれど──


　風景が、揺らいでいた。


　まるで蜃しん気き楼ろうのように、あるいは陽炎かげろうのカーテンにさえぎられているかのように、カレンを取り囲む暗い森の風景が、ゆらゆらとゆれ動いている。


　もっとも近いイメージは、『台風の目』だろうか。


　カレンの位置から少し離はなれたところにある、高さ二メートル弱ほどの低木、そこを中心とした半径五メートルほどの地面と、木々がつくったギザギザの影に切り取られたように見える空、その二つに上下挟はさまれた円筒状の空間だけがまるで台風の目のなかのように無風状態で、その外側は激はげしい風が吹き荒れている、かのように揺らめいている。


　高くなったり低くなったり、『流る転てん』の激しい揺よう動どう音おんも相まって、まさに竜巻のなかに閉じ込められているような感じ──


《これって、まさか、『流転』なの？　でも、今日きようは、月が三つ浮かぶ夜パープル・ブレイクなのに？》


　あたしの問いに首の動きで肯こう定ていを伝えると、カレンは立ち上がり、『台風の目』の中央に不自然に生えた一本の木に向かい、歩き出した。


　そこでようやく、あたしの意い識しきは、ゆれ動く風景ではなく木の下の人影、カレンがずっと注意していた対象へと向いた。


　頭の両りよう脇わきに髪かみでおだんごをつくって髪飾りでかざった──これがペルソナだろうか──小学生かと見まごうような、おさなげな女の子がひとり、座り込んで、しゃくり上げている。


　その姿を目にしたとたん、頭のなかに情報が流れ込んでくる。


　彼女は人間系、レベル６のハウスオーナーで、スロット数は三、そして──


　カレンが立ち止まり、とある箇か所しよに視線を向けて。


　あたしもそれに気づいて、思わず顔をそらそうとした（もちろんそらせなかったが）。


　──女の子の、中華風のスカートが、一部分、色が濃こくなっている。


　濃い部分がじわじわと、大きくなっていく。


　そしてそれを止めようもなく、座り込み、女の子は泣いている──


　──え？　だけど、カード万ばん能のうの『こちらの世界』で、そんな──？


　淡々とした声で、カレンがいった。


「……ほら。しちゃったもんはしょうがないでしょ？　泣いていないで。動きなさい？　着替えある？　火は起こしてあげるから、水は自分でつくれるわよね？　ハウスオーナーなんだから」


　言葉が聞こえたのかどうか、女の子はただむせび泣くのみ。


　それにかまわずカレンは続ける。女の子に歩み寄りつつ。


「……まぁ、人によって、『大事なこと』って違うから。だからあなたがなにを秤はかりに載のせてなにを優ゆう先せんさせようと、あたしはそれに文句をつけるつもりはない。女の子なんだから、野ションするぐらいならもらしたほうがましだって考えてもおかしくない、──かもしれないし、とにかく、誇ほこりを取るか、実利を取るか──なにを自分の大事とするか、人はだれでも自分だけの『優先順位』を持っていると思うから。だからいまのあなたが我が慢まんしすぎて、どちらも選べず、結局もらしちゃったのだとしても、それはある意味、しかたない、と思う。──少なくとも今回は、ね」


　カレンは女の子の前に立つと、体内にセットしてあったカードを起動させ──身体からだに鈍にぶい痛みが走る──手に長い竹筒？　のようなものをつくりだした。


「これ、通称『テンション竹タケ』っていってね、なかに竹水が入っていて、それを飲むとその名のとおり、目がさえて、元気が出てくる。力が湧わいてくる。文字どおりテンションたけぇ！　ってなるわけよ。──失礼。とにかく、だからよく徹てつ夜やで『講こう』をするときとか、そのあとに使われる、カード要いらずで使える『都みやこ』の特産品。


　……ただし、副作用というか、利り尿によう作用があるから、これを飲むと、あなたはまた、あとからトイレに行きたくなるでしょう。──これを、あなたにあげるわ」


　うつむき、竹の筒を見ようとしない女の子の前にそれを置くと、カレンは告げた。


「もちろん、使う使わないはあなたの自由よ。だれにだって人に譲ゆずれぬ大切なものがあると思うから、あたしは強制は、しない。たとえあとで野ション、あるいはおもらしをすることになろうと、万全を期したいなら飲めばいい。たとえ危険を冒おかす確かく率りつが増しても、女として譲れない一線がある、なんて考えているなら飲まなくていい。決めるのはあなた──どちらにせよ戦うのはあたしなんだし、だからあなたの好きにするといい。──ただしことが終わったら、飲もうと飲むまいと、その竹筒は返してね？　ハウスオーナー・スキルの『種』になる、けっこう貴重なものだから」


　答えず動かず、ただうつむいている女の子の様子に、小さくため息をつくと。


　カレンはそのまま女の子の横を通り過ぎ、一本だけ立つ低木の裏に回った。


　そして。


　ベルトを外はずし、ジーンズのようなボトムスをひざの下まで、下ろす。下着ごと。一気に。


《……あ、あの、カレン？　ちょっと？》


　あたしが止める言葉も聞かず、周辺を確認したのち、そのまましゃがみ。


　カレンは勢いきおいよく音を立て、放ほう尿にようを、開始した。


（──ええ～～～～～～～～～～～～～～～～っ？）


『こちらの世界』では、カード一枚でトイレも事足りる。


　だからカレンとは長い付き合いだったがこういう事じ態たいははじめてで、どうしていればいいかわからず、いたたまれず、とはいえ目をそらして逃げ出すこともできず、あたしはただただ、放心していた。


　やはり驚おどろいたのだろう、女の子の泣き声もやみ。


　聞かないのがエチケットである音が、『流る転てん』に負けないくらい大きく響ひびいた。


　正直にいうと、少しだけ、──痛つう快かいだった。








　　　　◆








　地面に突き刺されたカレンの武器『ハルバード』が、こめられた『オド』を火に変換し、赤々と燃え。


　女の子は腰に（カレンが用意した）タオルを巻いて、火の前に座り、洗ったスカートを乾かすために広げて手に持っている。


　竹水を飲んだのかそうでないのかはわからないが、竹筒は木に立てかけてあり、女の子の目はぼんやりとして定まらず、ただただゆれる火を見つめ、その向かいで、カレンは寝転び空を見上げていた。


　女の子の名はプリム＝アリー。


　新人ルーキー（この場合の『新人』とは、『シフト世界』に来た時期ではなく、まだ『得意属ぞく性せい』に目覚めていないことを指す）のハウスオーナー。


　こちらの世界は『夢の世界』であり、一見現実と同じに見えても、触ふれて確かめられるものであっても、その本質は夢と同じく『不確定な存在』であり、外的要因によって簡単に『移り変わって』しまう。山が一夜で河になったり、森が一夜で砂漠になるなど、『シフト世界』ではざらにある。


　その『移り変わらせる力』を『流転』という。


　そして、移ろいやすい『世界』に属性イメージを与え変化しないよう『固定』する、それがハウスオーナーのスキル。


　それゆえにハウスオーナー・スキルは『シフト世界』での生活に必須のスキルであり、いま自分たちが吹き荒れる『流転』の嵐あらしのなかで『流転』にとりこまれずキャンプできているのも、プリム＝アリーのハウスオーナー・スキルが周囲の土地を『固定化』しているおかげ。


　なお、スカートと下着を洗せん濯たくした水も、プリム＝アリーが湖として生み出したもの。


　世界そのものに干かん渉しようできるハウスオーナー・スキルはある意味究きゆう極きよくのスキルであり、高レベルのハウスオーナーは恐るべき強敵になる、というのはカレンの言げんだが、目の前で湖──といってもさすがにまだ新人、水たまりのようなものだったが──をつくりだすさまを見せられると、本当にそのとおりだと思う。


　とはいえいまのプリム＝アリーには、小さな森一式──木や草花や湖など、ハウスオーナーの初期スキル──をつくりだすことしかできない。


　なにかに立ち向かうことや、戦うことなど論の論外。


　もっともそれは、彼女がレベルの低い新人である、ということだけが理由じゃなくて──


《──じゃあ、アレは、吸きゆう血けつ鬼き、に嚙かまれたせい、なの？》


「そう、『感染インフエクシヨン』カードといってね、──スキルを使うためのカードではなく、スキルによってつくられるタイプのカード」


《──スキルによって、つくられる──》


　カレンが『カードサーチ』で確かめたプリム＝アリーの体内三つのカードスロットには、どれも同じカードが収まっていた。


　なにやらコウモリのようなデザインがされた、不気味な雰ふん囲い気きをまとったカード。


　カレンの説明は、恐ろしいものだった。


　アリーの体内にある三枚のカードは、現在カレンが追っている相手──吸血鬼のスキルによって生み出されたものなのだという。


　プリム＝アリーは吸血鬼に嚙まれ、傷口から吸血鬼の『オド』を流し込まれた。


　体内に侵しん入にゆうした吸血鬼の『オド』は、たちまちプリム＝アリーのカードスロットを使い、『感染インフエクシヨン』カードを形成した。


『感染インフエクシヨン』カードの特性は、自身を無限に生成し続けること。


　さらに吸血鬼のスキルによって生み出された『感染インフエクシヨン』カードには、『流る転てん』を呼び寄せスロットの持ち主を吸血鬼の眷けん属ぞくに変えてしまう力が付与されているという。


《じゃあ、月が三つ昇ってるのに、こんなに『流転』がすごいのは》


「そう、アリーを『吸血鬼の下げ僕ぼく』に『変化』させるために、彼女の体内のカードが呼び寄せているわけ。──だからカードがある限り、この『流転』は収まらない」


《その、カード自体を取り出せないの？　確かカレン、『カードイジェクト』ってスキルを持ってたよね？》


「だから、取り出しても意味ないんだって。あれは無理やり挿入されたものではなく、アリーの身体からだが自動生成したものだから。取っても取っても、取り出されたカードは消しよう滅めつし、そして体内に新たなカードがつくられるだけ。アリーの『オド』が続く限りカードの生成は止められず、──たとえ『流転』による変化は食い止められても、『オド』が尽きたら、アリーは死ぬわ」


　カレンはそっと首をかたむけ、プリム＝アリーに視線を送った。


　少女は整った顔になんの感情も浮かべず、ただただ燃える炎を見つめていた。


　周囲には、いよいよ激はげしさを増して竜巻然とした、『流る転てん』の揺らぎ。


　少女を、吸きゆう血けつ鬼きの奴ど隷れいにつくりかえようとする、恐るべき力。


　ゆれる風景に囲まれて、ごうごうと震ふるえる音を聞いていると、頭がおかしくなりそう──


　あたしは意い識しきを『流転』から振り払い、たずねた


《……どうやって、助けるの？　助けられるんだよね？》


「……そうね。『感染インフエクシヨン』カードの種類さえわかれば。生成されているカードが『呪のろい系』だったら、術じゆつ者しや──吸血鬼本人を倒せばカードも消しよう滅めつする。でも厄やつ介かいなのは、『呪い系』じゃなくって『毒どく素そ系』だったとき。そのときは、たとえ吸血鬼を倒してもカードは消えない。その場合、『血けつ清せい』をつくる必要があるんだけれど、彼女のカードスロットは全部埋まっているから、『血清』カードもつくれない──


　なにはともあれ、いまはとにかく、アリーに起きていてもらわないと。『流転』に変化させられたら、もう元にはもどせない。──だから今夜は、徹てつ夜やで『講こう』ね」


　なぜかは判明していないが、『流転』は夜しか働かない。


　夜、だれも見ていないとき、──『観かん測そく』する者がいないとき、はじめて『流転』の変化は起こる。


　だから理り屈くつでは、夜に寝ないでだれかと一緒に起きている限り、『流転』に変化させられることはない（これを『講』と呼び、『流転』が強い夜には頻ひん繁ぱんに行われている）。


　──とはいえ眠って『シフト』しないと『オド』は回復せず、昼に眠れば少しはましかもしれないが、それでもいずれ、『オド』は尽きる──


「どちらにせよ、明日あしたには終わらせるわ」


　あたしの内心を見み越こしたか、カレンが安心させるように、いった。「ただ、今夜だけはがんばってもらわないと。この『流転』が収まらない限り、吸血鬼を見つけられない。……笑わせるわよね。こちらの世界では吸血鬼さえ、夜を恐れて出歩かないんだから。……まぁ当然か、中身はあたしらと同じ人間だしね。


　──ちょっと？　気をつけないと、スカート燃えちゃうわよ？」


　カレンに呼びかけられて、プリム＝アリーはぴくりと身体からだを震わせて、スカートを火から離はなし、裏に返して持ち替えた。


　スカートの反対側を火に当てつつ、カレンと視線を合わせてくる。


　どこか乾いた瞳ひとみは、なにかに怯おびえているようで、自分の未来をすでにあきらめているようで──


　カレンが頭をもどして、再び月を見上げたことに──これ以上彼女の瞳を見ないですむことに──心のどこかでほっとして、そんな自分に嫌いや気けが差して、あたしはいま聞いたことを、そしてさっきの出来事を、あらためて、思い返した。


　……もしも、あたしがプリム＝アリーの立場だったら、さっきはどうしていただろう。


　ついに漏もらしてしまうまで、なにもできなかっただろうか。


　それとも割り切って、スカートを脱いでいただろうか？　──さっきのカレンみたいに、ためらいもなく、堂々と。


　たぶんあたしは、ぎりぎりまで、我が慢まんしようとしただろう。


　プリム＝アリーが、きっとそうしていたように。


　でもそのあと、他人がいるのを承知で、あたしは下着を脱げただろうか？　おしっこなんてできただろうか？　結局はあたしだって、ついには漏らしてしまっていたのでは？　……なにしろ、現実世界ならともかくもこちらでは、カード一枚で事足りるのだ。こちらの世界の住人プレイヤーは、まずトイレになんか行かないのだ。そんな世界では排はい泄せつという行こう為いが、どれほど抵抗のあることなのか。つらく、汚く感じられてしまうのか。ましてや外で、森で、人のいる場所でするなんて、どれほど恥ずかしく、そして勇気がいることか──


　考えてみればこちらの世界は、なんてゆがんでいるのだろう。


　もよおしてきたら、カードを挿入、取り出して、それでおしまい。汚くも、臭くさくもない。なんて簡単にして清潔！　でも現実ではそうはいかない。現実の世界では、人はだれでもトイレに行かなければならない。怪け我がしたり、年を取ったりしたときは、どんなに恥ずかしくたって下しもの世話を頼まなければならないし、だからこそ、割り切ることもできるのだろう。しかたがない、と。それが現実リアルというもの。


　にもかかわらずこちらでは、そういうものを無視できる。


　カード一枚であっさりすませることができる。なにしろこちらは、──状況にもよるのだけれども、基本的に──、病気もない。負傷は魔ま法ほうですぐに治せる。どれほどひどい怪我をしようと治ち療りようでき、痕あとが残ることもなければリハビリにわずらわされることもない。臭いものには簡単にふたをすることができ、だからこそ逆に割り切れなくなる。しかたない、と思えなくなる。


　でもカレンは、平然と、それをした。


　やってみせた。


　知っている限り、カレンもまた、トイレはカードですませていて（べつに悪いことではなく、無む防ぼう備び状じよう態たいを嫌きらう戦士としては当然の心得）、つまり条件はあたしやアリーとほとんど同じはずなのに、カレンはあっさり、してみせた。それも、べつに切せつ羽ぱ詰まっていたわけではないのに、──おそらくは、アリーのために。アリーに気まずい思いをさせないためか、それとも、おしっこなんて取るに足りないことだというのを証明するためか──


　きっとカレンのなかには、はっきりとした『優ゆう先せん順位』があるのだろう。


　自分の誇ほこりの拠よって立つものがなんなのか、しっかり理解できていて、だからこそ、すぐに決断できる。行動できる。その誇りを守るためなら、それこそおもらしなんて取るに足りないことだろうから。


　さすがだ、と思う。


　やっぱりカレンは強いと思う。


　でも、だけど、だったら、そういう大切なものがわからない、優ゆう先せん順位を決められない、あたしやアリーはどうすればいい？　あたしはそんなに強くない。なにを大事にし、なにを誇ほこればいいのか、自分で理解できていない。アリーだってそうだろう。あたしたちだってそれがなによりも大切なんだと理解できれば、それをいちばん優先したい。それのためにがんばりたい。だけどあたしたちには、そのいちばんがわからない。それを守るためなら野ションしたっておもらししたってかまわない、そう感じられるものがほしいけど、でもそんなもの、はたして自分にあるのかわからない。だからおしっこひとつとっても思い切れず、決断できず、だから結局下着を汚してしまう──





「……抱いて、ください」





　あたしは意い識しきを、目の前に向けた。


　いつのまに近づいてきていたのだろう、プリム＝アリーの顔がある。


　息がかかるほどの、至近距きよ離りに。


　思わずまじまじと見つめて、彼女のまつげの長さに驚おどろく。うわ、すごい、まつげが影をつくってる。ていうかこの子、美少女ってやつだなぁ。なに食べて育てばこんなに美人になれるんだ、まぁカレンほどじゃないけれど、そもそもカレンとはタイプが違うわけで、かわいさでは負けていないし、こりゃ将来が楽しみだ──


　──いまなんて？


「怖いんです。じっとしていられないんです。……ど、どうせあいつに奪うばわれるんなら、それくらいなら、お願いします、あたしを──」


　カレンの声が、さえぎった。


「……ごめんね。あたし、恋人がいるの」


　うん。知ってる。ときどきすごいのろけられる。そののろけかたがすごくて困る。アレはほとんどセクハラ──


「女性ですか？」


　惜おしい。確率二分の一でした。……ていうか、なんでそっちだと思うわけ？


「男の子」


「なら」


「だからって、女の子同士がノーカンだとは思わない。だいたいあの子、男だろうが女だろうが関係なく嫉しつ妬とするからね」


「あたしは、明日あした死ぬかもしれません」


「あたしも明日、死ぬかもしれない。次の瞬しゆん間かんにだって死んでいるかもしれない。だから後こう悔かいするようなことはしない。わるいけど──」


　言葉を無理やり止められて、鼻と唇くちびるから、痛みが走った。


　鼻からは鈍どん痛つうだけだったが、唇からは血の味がした。


　アリーが勢いきおいをつけてぶつけてきたために、歯で唇を切ってしまったらしい。


　それに気づいているのかいないのか、唇を割ってアリーの舌が侵しん入にゆうしてくる。口内を蹂じゆう躙りんしてまわる。それを感じてあたしはぼんやりと思う。──ええと、もしかして、これってあたしのファーストキスになるんだろうか。いや、女の子ならノーカウントかどうかはべつとして、あたしはあくまでカレンに『宿やどって』いるだけで、キスされているのはカレンの身体からだだ、だからあたしのファーストキスは血の味とともに女の子に奪うばわれたわけでは決してないよね？　うん──よし、そういうことにしておこう──


　──アリーの身体は、震ふるえていた。


　震えておぼつかない指で、カレンの大きな胸をまさぐる。


　ひざを割り、ベルトをずらし、もう片方の手が強引に、ボトムスを抜いて下着のなかに突入してくる。遠えん慮りよの感じられない無ぶ骨こつな動きは同性の生理を理解しているものとはとても思えなくて、──もしかして、こういうことに慣なれていないのかもしれない、ていうかはじめてなのかもしれない──最初はびっくりしてしまったが、いまやあたしは冷静になってアリーと、そしてカレンを観察していた。


　アリーの手に、指に、カレンはまったく反応しない。


　抵抗せず、なすがままにさせているだけで、まったく反応を返さない。


　それに気づいているのだろう、アリーの指に力がこもるが、カレンの反応は変わらない──まったくない。アリーの動きはただただ乾いて痛いだけで、そして、そんなアリーを哀あわれに見ているあたしがいて──


　──『シフト世界』の夜は、恐ろしい。


　なぜなら、夜は『流る転てん』が起きるから。


　だからこちらの住人は、夜になると、町から出ない。建物を出ない。ハウスオーナー・スキルで守られた場所に閉じこもる。


　それでも怖い。


　だからこそ、ぬくもりを求める。抱きしめられる存在を。夜の恐怖を共有し、孤独の怖さをひとときでも忘れさせてくれる存在を。自分という存在をつくりかえてしまう『流転』から守ってくれる存在を。──ただ夜を無事に過ごすためだけに、異性、同性関係なく、好きでもない相手とベッドを共にしようとする。──もちろん好きな相手がいちばんだろうが、そういう相手がいなくても、夜は変わらずやってきて、そしてひとりはつらすぎるから──


　たとえそれを間違っていると感じても、そういう人たちを、あたしは非ひ難なんできない。


　哀あわれに思う資格もない。


　なぜならあたしも、たぶん、きっと、同じようなことをしてしまっているから。


　最初のうち、あたしには、『シフト』している間の記き憶おくがなかった。


　ただ、自分が絶ぜつ叫きようとともに目を覚ましていることだけを知っていた。


　なぜ自分は寝ながら叫さけんでいるのだろうと疑問に思い、自分でも気づいていない悩みかストレスがあるのだろうか、そう考えたあたしは、なにか手がかりがないかとときどきつけている日記を読み返してみることにした。そして、これまで書いてきた部分ではなく、これから書くための白紙であるべきページに、奇妙な記述があるのを見つけた。枠わく線せんを無視して横書きに大きく、間違いなくあたしの筆跡で、そこにはこう書かれていた。





　　　世界は　クリアを　待っている





　いつ書いたのだろう、いったいどういう意味だろう──文自体に覚えがなく、書いた記憶もなかったが、それは間違いなくあたしの字で、妙な胸むな騒さわぎを覚えたあたしは他ほかにも似た記述がないか、日記をぱらぱらめくってみた。


　日記のほとんど最後のほうに、それは、書かれていた。





男が　二人


　　　　活性化　　　必要


　　足りなくなる


　　　急がなければ





　殺される





　書いた覚えはなかったが、間違いなく慣なれ親しんだ、あたし自身の文字だった。


　急いで書きなぐったかのように乱れていたが、だからこそ、だれかがまねしたものではなく自分が書いたのだと確信した。


　──知らないうちに。あたしが。覚えのない、文を。


　なにが起きているのか、どうすればいいか、わからなかった。


　きっと、寝不足のせいだと思った。寝ぼけてわけのわからないことを書いたのだと。そのときのあたしはとにかく叫び声を上げたくなくて、ほとんど眠っていなかった。睡すい眠みん時間を削けずることになろうとも、それでもあたしは叫びたくなかった。両親に絶叫を聞かせたくなかった。心配させたくなかった。だから徹てつ夜や続きでほとんど寝ておらず、耐えきれなくなって寝てしまっても痛みですぐに飛び起きて、そのため慢まん性せい的に睡すい眠みん不足で、気を張りすぎたあたしはとても弱っていた。


　日記に書かれた謎なぞの言葉は、そんなあたしの心を折るのにじゅうぶんだった。


　──眠りたい。


　たとえ叫さけんでしまうのだとしても、思いっきり、眠りたい。


　でも親には迷惑をかけたくない。


　親のいる家では眠れない──


　だからあたしは、赤あか松まつ祐ゆう樹きに頼った。


　そのときはまだとくに親しかったわけではないにもかかわらず、というかほとんど話をしたことがなかったにもかかわらず、赤松祐樹を頼ったのは、彼がひとり暮らしをしていることを知っていたから。


　偶然、そのことを知っていたあたしは、ただそれだけで、クラスメイトだということしか知らない赤松を頼ることにしたのだ。


　ひとり暮らしなら、赤松さえいい含めれば救急車を呼ばれたり、大人に迷惑をかけることもないだろう、ただそれだけの理由で、あたしはひとり暮らしの男の部屋をたずねた。お願いだから、眠らせてほしい、と。赤松の人となりを知っていたわけでもないのに。よく知らない男の前で無む防ぼう備びな姿をさらす決断をした。


　そのときのあたしは、ただただ、眠たかった。


　そのためならひとり暮らしの男の家に行くのも平気だった。眠れるのなら、かまわなかった。たとえその結果、赤松に襲おそわれていたかもしれなくても──


　もちろん赤松は、あたしを襲ったりはしなかった。


　でもそれは事前に確信できていたわけではなくて、それでもあたしは泊まりに行って、つまりあたしは、意い識しきしていたわけではないのだとしても、ひどく追い込まれていた結果だとしても、確かにそのとき、自身の貞てい操そうより、睡眠時間を取ったのだ。自身の誇ほこりより、ただぐっすりと眠れることを優ゆう先せんしたのだ。


　そんなあたしがどうして、アリーを、ただ夜の怖さから逃のがれるためだけに身体からだを重ねる人たちを、非ひ難なんできるだろうか──





　──アリーの動きが、止まった。


　いくら続けても望ましい反応は得られないことを悟さとったのだろう、のろのろと、カレンの胸から顔を離はなし。離れようとし。


　そのときようやく、カレンの腕が、動く。


　そっと、アリーを引き寄せる。


　抵抗せず、アリーはカレンの肩に頭を乗せ、鼻をうずめるようにして、寄り添い、


　そのまま、泣き出した。


　くぐもった嗚お咽えつが聞こえなくなるまで、カレンはずっと、少女の頭を抱き続けた。








　　　　◆








　沈ちん黙もくが、『流る転てん』の音を際きわ立だたせる。


　いまやごうごうと、まるで嵐あらしのなかにいるように──


「……本当に、みっともないですよね。あたしって。──おしっこもらして、無理やり、しかも同性を、それも自分よりずっとレベルの高い戦士を襲おそったり──ダメすぎます」


　つぶやくように、どこか試しているように、アリーは続ける。「……もう、このまま寝ては、いけませんか？　──これ以上、耐えられそうに、ありません。『流転』にも、自分にも」


　口から出た言葉とは裏うら腹はらに、泣き疲れたようなその顔は、しかしどこか、憑つき物ものが落ちたようなさっぱりした感がある。


　それを感じているのだろう、笑ってカレンが答えた。


「そうね。最初からそう素す直なおにいえばいい。素直に助けを求めればいい。それがいちばん、──っていっても答えは変わらないけれど。ダメよ。アリー。……耐えなきゃ。あたしが見ているだけじゃ足りない。──吸きゆう血けつ鬼きの下げ僕ぼくになりたくなかったら、せめて今日きよう一ひと晩ばんは、起きてないと」


「……『流転』が、怖いんです。目を開けていたくないんです。なにも考えたくないんです」


「だったら空を、──あの月を見てればいいわ。そうすれば目を開けてても、『流転』を見なくてすむから。考えごとをしたくないなら、……そうねぇ。なにか話でもする？　あんまり得意じゃないんだけど、それなりに冒険してきているし、──なにか聞きたい話、ある？」


「どうしたら、強くなれますか？」間を置かず出された問いに、


「好きな人を見つけることね。──その人のためならなんでもできる、そう感じられるような、人を」


　間かん髪ぱつ入れずにカレンが答えを返して、それを聞いてアリーは、笑った。


「すごいですね。いいきった。……でも、それだといまは、寂さびしくなったりしませんか？　ひとりで旅を続けているんでしょう？」


　そうね、とうなずいて、カレンは考え込んだ。


　やがて、月を見上げて、いった。


「……新人さんとはいえ、レベル６だし、それなりにこちらを生きているなら、『パープル・ブレイク』は知っているわよね？」


「……はい。知ってます。見たこともあります」


　あたしも目にしたことがある。


　──『シフト世界』は『夢の世界』、基本的にデタラメな世界である。


　たとえば、ありえないことを表現する慣かん用よう句くとして、『太陽が西から昇る』という言い回しがある。


　太陽が西から昇らない限りそのようなことは起こらない、といった具合に使うが、この言葉、『シフト世界』ではまったく意味をなさない。


　なぜなら『シフト世界』では、太陽が西から昇ることなどしょっちゅうだから。


　カレンによると、現実世界でも飛行機に乗れば太陽が西から昇るのを目もく撃げきできるそうだが、『シフト世界』では西からどころか北からも南からもどこからでも昇る。四方八方から昇る。わざわざ飛行機を使わなくても、ただ毎日空を見上げているだけでそれを確かめられる。そもそも太陽自体が現実の恒こう星せいとは違うのだろう。めぐる軌き道どうもまちまちで、一日が二十四時間どころか──一定どころか──その日その日で変わったりする。それこそ天気のような気安さで、いつもより早く日が暮れたり、なかなか夜にならなかったりする。


　さらにときには、昇った太陽が沈まなかったりすることも。


　普通に昇り、正午に頂点を迎むかえ、いよいよ沈みはじめるかと思いきや、そのまま空にとどまって沈まない日があるのだ。


　そういうとき──太陽が沈まない日はすぐわかる。


　太陽の軌道が頂点に達したとき、ほんのわずかな時間、太陽が陰かげり、世界がまるで紫色のしずくを一滴溶かしてつくったセロファンを透かしたように見えるから。


　そのとき、太陽の下のすべてのものが、一いつ瞬しゆんよりほんの少しだけ長い時間、かすかな紫色の陰りをおびる。


　それは、どこか世界の崩ほう壊かいを暗示するような、うたかたの風景。


　その色合いから、太陽が沈まない日のことを『シフト世界』では『紫色の正午パープル・ヌーン』あるいは『紫色のはじまりパープル・ブレイク』と呼ぶ。もっとも、それは本当に短い時間の間だけで、その後すぐ、世界は蒼あおく曇くもり出だす。太陽は場所を変えないまま、しばらくは輝かがやいているが、いつしか肉眼で追えるようになり、やがて、いわゆる有あり明あけの月、残んの月などと呼ばれる昼に見られる月のように、ただ浮かんでいるだけの白い岩のようになる。


『紫色の正午パープル・ヌーン』だった日は、夜の訪れが、早い。


　まるで太陽が闇やみに食われていくかのように、あっという間に日光は弱まり、赤い夕焼けの代わりに青と紫のたそがれが来る。そしてたちまち夜になり、昼の光を失いながらも中天にとどまっていた太陽は、両りよう脇わきから昇った月と合流し、やがて三つの月となる。


　つまり現在、空に浮かんだ三つの月──そのうち一つは、じつは太陽が光を失ったものなのだ。


　そのため──月と化してしまったとはいえやはり太陽は太陽なのか──三つの月が空をいろどる『紫色のはじまりパープル・ブレイク』の夜は、『流る転てん』の勢いきおいが著しく弱まる。


　だから、どうしても夜に外出する必要があるときは、『紫色のはじまりパープル・ブレイク』の日を選ぶことが多い──もちろん今日きようのように、例外はいくらでもあるが──


　カレンはアリーの頭を抱き寄せ、続けた。


「……そうね。『紫色のはじまりパープル・ブレイク』は見たことがある人多いよね。一いつ瞬しゆんとはいえ昼のことだし、注意していればわかるから。でも、その逆は見たことないんじゃない？　いくら『流転』が弱まるっていっても、夜に出歩くことってあまりないでしょ？」


「……逆？　が、あるんですか？」


「うん。このままずっと起きてたら、朝が来るとき、見られるよ。そっちもやっぱり一瞬だけど、すごいんだから──


　あのね、あの三つの月もまた、真夜中を過ぎても沈まないの。


　ずっと中天に残っていて、そして、朝が来るにしたがって、なかの一つがだんだんと、輝かがやきはじめる。ある程度までは少しずつ、そして一気にぱぁっと！　その瞬間、ほんの短い時間だけど、世界がきらきら照らされて、金色に染まる──


　──だからあたしたちはそれを、『黄金色の夜明けゴールデン・ドーン』と名づけた」


「……ゴールデン・ドーン……」


　そう、豪華な名前でしょ、とカレンは微笑ほほえんだ。


「一度見ておくといいわ。すごく印象に残るから。なんていうかね、すごく、励はげまされるっていうのかな──。つまり、……太陽の光の下では、『流転』による変化は起こらない。いわば太陽があたしたちを守ってくれているわけで、──そんな太陽は、ときには夜になっても沈まずに、あたしたちを守ろうとしてくれる。たとえ光を奪うばわれて、太陽とはいえなくなってしまっても、それでも天に残って、あたしたちを見守ろうとしてくれている。


　そして、たとえ夜に食われても、月に変えられてしまっても、太陽は、やがて必ず光を取りもどす──」


「……やがて、光を──」


　空を見上げたカレンにしたがい、アリーも空を見上げた。


　決して強い光ではない、三つの月が浮かんでいる。


　あのうち一つは太陽で、──たとえ光を奪われても、夜の月になってまで、ああして空でがんばって、そしてやがては光を取りもどす──


　しばらくの間、三つの月をながめて。


「……どうして、あたしを助けてくれるんですか？」アリーが、つぶやくように、聞いた。


「助けて、ってあなたがあたしにいったから」カレンは、答えた。「……でも、あなたのため、だけじゃない。そうね。あたしにはだれにも譲ゆずれぬものがあり、でも、ときどき迷ってしまって、だから本当に大切なとき、迷わないために、──いまは夜に迷った小さな月になっていても、いつかは太陽にもどれるように、自分の気持ちを裏切らないために、──かな？」


「……」


「あなたをね、助けたい、と思ったから。そんな自分をつらぬきたい、自分の気持ちを裏切りたくない、ただそれだけ」


　三つの月は煌こう々こうと、輝かがやいていて。


　ぼんやりと、月の光を浴びながら、あたしも、考えていた。


　どうして赤あか松まつは、あたしを助けてくれるのだろう──








　　　　◆








「ほら！　はじまる──」


　──朝焼けのような予よ兆ちようはなかった。


　ただ、静かに、三つの月が重なりだし、そして突然、輝いた。


　まさしく白光──その瞬しゆん間かん、暗かった森は白く染まった。


　空が、大地が、木や草やあらゆるものが白色に照り輝き、『流る転てん』はたちまち消え去った。


　それは本当に短い時間で、周囲はたちまち色を取りもどしたが、世界はいまや白色ではなく金色に、輝いていた。きらきら輝く金色に、あたしたちは包まれていた。それは活いき活きした色だった。生きてはじまる色だった。温あたたかく、力強い色だった。


　唐突に、クリア、という言葉が浮かぶ。


　意味はわからないけれど、世界が待っているというクリア、もしもそれがなされたら。


　──そのときは、世界はきっと、こういう光に包まれるのではなかろうか──





『黄金色の夜明けゴールデン・ドーン』は、あっという間に、終わった。





　しかし、確かに世界は変わっていた。


　いまだ薄うす暗ぐらかったが、夜はすでに、終わっていた。


　一つになってしまった月は、いまだ目で見ることの可か能のうな明るさだったが、それでもどこかが違っていた。見た目はなにも変わらなかったが、確かな脈みやく動どうを感じた──あの月は、いまはまだ夜のものだけど、これからどんどん輝きだし、やがて太陽になるのだろうと。強い光を取りもどし、世界に朝をもたらすのだろうと。


　きっと、たちまち朝になるのだろう。


　それまで月だったそれは、太陽へともどり、直視を許さぬ強い光で世界のすべてを照らしていく。


　夜は必ず、明けて、たとえ闇やみに食われていても、月はいつか、太陽へともどる──


　ぽつり、と少女がつぶやいた。


「あたし、……きっと、いま見たものを、忘れません──」


　そうだ、と、あたしもうなずく。


　──あたしだって、忘れない。


　いま、ここで目にした、黄金色の輝かがやきを──








『流る転てん』の嵐あらしは影もなく消え、カレンは、吸きゆう血けつ鬼き探しを開始した。


　おそらく向こうも、こちらの接近に気づいていたのだろう。


　吸血鬼はすぐに見つかった。








　　　　◆








「まったく。わざわざたずねてくれなくても、こちらから迎えに行ったのに」


　森の奥から突とつ如じよひとりで現れた、みずからをナイトウォーカー卿きようと名乗った怪かい人じんは、黒色のマントに身を包むといういかにも吸血鬼のような恰かつ好こうをして、黒いヘルメットをかぶり、骸がい骨こつを模もしていると思われる、日本の甲かつ冑ちゆうによくあるような面めん頰ぽお（これがペルソナだろうか？）をつけていた。


　面頰の奥からの、アリーとカレンを嘗なめ回まわす『男』の視線におぞ気が走る。


　長い牙きばの見える口から大おお仰ぎような呼吸音を吐き散らしつつ、吸血鬼は、笑った。


「それにしても、……驚おどろいたな。ぼくのカード・サーチを以もつてしても、きみのレベルがわからない。ジャマー・スキルを用いているのか、純じゆん粋すいにレベルが違いすぎるのか、……おそらく名のある戦士だろうが、……きみはいったい、何者だ？」


「ゆきずりの出会いに告げる名前はないわ。吸血鬼」


「ぼくのことはナイトウォーカー卿と呼べ！」


　一方で、カレンのサーチスキルは相手の情報を得ている。


　レベル49、カードスロットは五つ──基本スロットがすべてひらいている、人間系／魔ま法ほう使つかい系／魔法使い職──


《魔法使い系魔法使い職？　吸きゆう血けつ鬼きって、──怪かい物ぶつ系じゃ、ないの？》


「吸血鬼という怪物系はいないわ。自分の身体からだを改造し、怪物になった人間系がいるだけ」


《……そんな……》


　とくに魔法使い系に、自分の身体に平然と改造をほどこす者が多いという。


　なにしろ魔法使い系は、手から炎や氷を出したり、空を飛んだりと、現実世界ではありえないフィクションのような超ちよう常じようの力を操あやつれる。そのためか、あるいは『魔法使い』というイメージに引っ張られるのか（戦士として『シフト』してきた住人プレイヤーが、それまでケンカすらしたことがないにもかかわらず、あっさりと戦いという暴力に身を浸ひたせるように）、自分という存在が常じよう軌きを逸いつしていくことにそれほど禁きん忌きを感じないらしい。


　それにしても、これまでにもパンク気分でひたいに目を増やしたり、耳を尖とがらせたりしている魔法使いに出会ったことはあったが、まさか、吸血鬼という怪物にまで自分を改造するなんて──


《……なんで、わざわざ、そんなことを……？》


「さぁね。人によって大事なものって違うから。たとえ人であることを捨ててでも、どうしても吸血鬼になりたかったんじゃない？」


《そんな──》


　あたしには、わからない──わかるはずもない。


　しょせんは他人、大事なことは──優ゆう先せん順位は、人それぞれなのだろうから。


　でもだからといってこの場合、認めるわけにはいかないが──


　不気味な呼吸音を規則的に響ひびかせつつ、吸血鬼が、いった。


「さて。今日きようはやることがいっぱいあってね。新しいプリンセスをお迎むかえしなければならないし、──きみのような助けを呼んだあの町のやつらにも、思い知らせてあげないといけない。だから手早くすませよう」


「あたしに助けを求めたのは、あの町のだれでもなくて、アリー本人よ？」


「関係ない。大事なのは、助けを得る、という行こう為い自体がぼくの逆げき鱗りんに触ふれる、ということを、町のみんなに理解させることだ。そうすれば彼らも学び、次からはもっと穏おだやかにいくことだろう。見て見ぬふりをするだけでなく、だれかに助けを求めるなんてこと自体、許さないようになるだろう。……とはいえ、残念だよ、マイプリンセス。きみがぼくに対してそんな裏切り行為を働くなんて──」


　カレンの後ろに隠かくれるようにしていたアリーの身体が、ぴくり、とはねる。


　それを目撃したのか満足げに唇くちびるを曲げ、牙きばを強調させると、吸血鬼は、いった。


「でもぼくは寛かん大だいだ。強い心で、マイプリンセス、きみを許し、迎むかえよう。すべては運命の導きのままに。──だから、さぁ、定めに従い、こちらにおいで──」


　一いつ瞬しゆん、黒いマントが広がって、空気中に溶けたように見えた。


　まさに漆しつ黒こくのプレッシャーとでもいうべきものが、吸きゆう血けつ鬼きから噴ふき出だしてくる。


　それに押されたかのように、アリーがカレンの横に出る。身体からだをがたがた震ふるわせて。


「……ほら、おいで。どうせぼくからは逃のがれられない。すでにぼくの牙きばを受けている、きみにできるのは下げ僕ぼくとなって誠せい心しん誠せい意い、ぼくに仕つかえることだけ。それが運命──いまみずからの非を悔くいるなら、きみを許し、姫の待たい遇ぐうを与えよう。だが、──なに？」


　吸血鬼が言葉を止めた。


　アリーが、話が終わるのを待たず、首を振るのを目もく撃げきしたから。


　吸血鬼のプレッシャーに、アリーは一歩下がったが、それでも必死に首を振り、拒否の意思を示す。


「……ぼくを恐れないのか？」吸血鬼の、感情を感じられない問いに。


「……こわ、いよ。……すごく。……こわくて、……おしっこ、もらしそう、だけど」


　つぶやくように答えると、アリーは背中から、竹の筒を取り出した。


　一瞬カレンと目を合わせ、竹筒から栓せんを抜き、口をつける。


　ごくごくとなかの竹水を飲み干したのち、竹の筒を、まるで棍こん棒ぼうのようにかまえる──


「──たとえおしっこもらしても、あたしはあたし！　運命なんて知ったことか！　あんたの思うとおりになんて、絶対に──なるもんか！」


　カレンの口もとが、笑みの形をかたちづくった。


「……よく、いったわ。アリー」


　一方で、吸血鬼の雰ふん囲い気きが、さらに黒く染まっていく──


　吸血鬼の目線が、カレンに向いた。


「……たとえおしっ……もらしても、か。──マイプリンセスが、なんと下品な、……いいだろう。その竹の筒、なにを吹き込んだか知らないが、どうせきみの仕込みだろう。きみを倒してもう一度、彼女に運命を教えてやろう」


「できるのかしら？　一対一で、レベル差はあなたにもわかっているんでしょう？」


　周囲に敵がいないのは、すでに『オド』で確認済み。


　相手もそれなりにレベルが高いようだが、一対一ならこの世界に、カレンに勝てる相手なんてそうそうは──


「──くうっ？」


　突然カレンが、うめいた。


　同時にあたしに痛みが伝わる。


　──ただの痛みではない、カレンがカードスロットを使ったときに感じる鈍どん痛つう。


　それもカレンの基本スロット五つ、全部から──これは？


《カレン！》


　次の瞬しゆん間かん。


　カレンが前もって装着していた、武器カードをはじめとする五枚のカードが、次々に肌から飛び出し落ちた。カレンの意思に逆らって。


　カードを押し出してなお、スロットは、鈍どん痛つうをもたらす脈みやく動どうを止めない──


　吸きゆう血けつ鬼きが、笑った。


「できるのか、だと？　あいにくと、そんな心配はいらないよ。女戦士。なぜならぼくは、すでに勝っているのだからね。あとは、勝利の果実を収しゆう穫かくするだけさ。ほら！」


　言葉とともに、吸血鬼がマントを開き、そこにあるものを見て、アリーがひっと声をもらした。


　正確には、そこにはなにもなかった。


　マントの下には身体からだがなく、黒い霧きりのようなものが渦を巻き、周囲の空気に溶けている。


　──まさか、さっきプレッシャーだと思ったものは、そもそもプレッシャーなんかではなく、本当の霧だったのか──


「どうだ？　まったく気がつかなかっただろう？　本当に少しずつ、ばらまいていたからな。──そう、会ったときから空気のなかに、ぼくの『身オ体ド』を霧に変え、忍ばせておいた。つまり、きみたちはぼくの身体に包まれて、ぼくを呼吸していたのさ」


　カレンの身体がぐらりとゆれる。


　感じる。カレンの基本スロット、五つ全部に、コウモリ柄の黒いカードが形成されていく痛みを──


「残念だったな。女戦士。ぼくも少しは戦わないといけないかなと思っていたけれど、どうやらきみは、すでに、どこかに傷を負っていたみたいだね。おかげでぼくは楽できた。わざわざ新たな傷をこしらえなくても、ぼくの『オド』はその傷口から簡単に、きみの体内に侵しん入にゆうできた。労せずに──これも日ごろの行いっていうやつかな？」


　──傷？


　アリーの顔が蒼そう白はくになったのを見て、そうだ、と思い出す。


　確かにカレンは昨夜、傷を負っていた。


　アリーの強引なキスで、唇くちびるに。


　その程度の傷、いつもなら、眠って『シフト』してしまえば痕あとも残さず直るのだが、昨夜は徹てつ夜やをしたため、まだふさがっていなかったのか──


「……いっていることがわかるかい？　マイプリンセス。そして勇ゆう敢かんな女戦士よ。たとえどれだけレベルが高くても、きみはもはや、ぼくの下げ僕ぼくになるしかないということ──」


《──カレン！》


　カレンは、空を見上げた。


　敵の前で目をつぶり、いまや完全に生成され自分の基本スロットを埋め尽くしている『感染インフエクシヨン』カードを、確かめるように『オド』をめぐらせる。


　カードはそれぞれ反応するが、取り出すことも消し去ることもできない──


　目を開けて、カレンは微笑ほほえんだ。


「……ええ。あなたのいうとおり、ね。日ごろの行いってやつかしら」


《……カレン？》


「よくわかっているじゃないか。さぁ、どうする？　もはやカードは使えまい？　おとなしく運命に従うか、それともなんだ？　なじんだスキルだけを頼りに戦ってみるか？　もっともその場合、ぼくは逃げるという手もあるが──？」


　吸きゆう血けつ鬼きの言葉に、カレンはうんうんとうなずいた。


「……そうね。わざと傷つけられるのはムカつくけど、しかたないかなってあきらめてたんだけど──、これでわざと嚙まれる必要は、なくなった。ぶっちゃけ、あなたタイプじゃないのよね？　ああ、本当に、よかったぁ──」


「………………なにを、いってる？」


「……なにって、……ええと、なんだっけ？　──逃げる手もある？　そうそう、いいわよ？　逃げてもね。──もう、あなたのカードは手に入れたから。


　この『感染』カードは呪いではなく毒素系、それを確かめられたから。


　毒素系なら、カードさえあればあなたを倒さなくても『血けつ清せい』をつくれる。そして『血清』さえあれば、あたしじゃなくてもパーティーを組めば、あんたぐらいは倒せるでしょうし。かまわないわよ？　ここで逃げても」


　場に、沈ちん黙もくが、降りた。


　立ち尽くしている吸血鬼などもはや眼中になく、耳みみ障ざわりな呼吸音が響ひびくなか、カレンはひざをつき、体内からはじき出された自分のカードを拾い集める。


　カードをベルトポーチにしまうのを見て、ようやく、吸血鬼が、つぶやいた。


「……ぼくのカードの正体を確かめるために、わざと『オド』の侵しん入にゆうを許したのか？」


「そうでなければ、あなた程度の『オド』を受け入れるはずがないでしょう？」


「……ぼくの、カードを、返せ」


「むちゃいわないで？　たとえ取り出したところで、すぐに自動生成されるんだし。──そういうものだっていうことは、あなたがいちばん知っているんじゃない？」


「……『血けつ清せい』なんか、つくらせるわけにはいかない！」


「それなら、あたしと戦うしかないわねぇ。──だったらもう一度、聞くわ？　できるの？　一対一で、あたしと戦い勝つなんて。レベル差はわかっているんでしょう？」


「いまのおまえはカードを使えない！　なじませられる程度のスキルでなにができる！　そしてぼくは、最強の、吸きゆう血けつ鬼きだぞ！」


「そうね。あなたは吸血鬼──カードを使える怪かい物ぶつで、レベル49の魔ま法ほう使つかい。アリーの命も懸かかっているし、だから油断はしてあげない。全力でいく」


　カレンはベルトポーチから、一枚のカードを取り出した。


　先ほどはじき出された、ハルバードの武器カード。


　それをゆっくり、グローブの手首部分に空あいたスリットに当てる。


　たちまちカードが吸い込まれる──


「そんな？」カードを発動させ、武器をその手につくりだしたカレンを見て、吸血鬼が叫さけんだ。「どうしてカードを使える！　ぼくの『感染インフエクシヨン』カードは、おまえのスロットを全部埋め尽くしているはずだ！　だからカードを使えるはずが──」


　それに取り合わず、カレンはまるで独ひとり言ごとのように、あたしに向けて、ささやいた。


「今日のトウデイズ、──前の復習ね。ソラ。


　まず、こちらの世界に『シフト』してきた初期状態では、あたしたちは二つのカードスロットを持っている。そして、５～10レベルまでに一つ、20レベルまでに一つ、30レベルまでに一つ、──合計五つのスロットが、レベルに応じてつくられる──この五つのスロットを、基本スロットと呼ぶんだけれど──


　スロットには、まだ先がある。


　──レベルではなく、特とく殊しゆイベントで覚かく醒せいしていくスロットが」


「……なに？」


　目を見開いた吸血鬼にかまわず、カレンは続ける。


「これを『上位スロット』と呼び、『上位カード』は『上位スロット』でしか使えない。そして、ナイトウォーカー卿きよう？　あなた程度の『感かん染せん』スキルでは、基本スロットは埋め尽くせても上位スロットは支配できない──上位スロットを支配できるのもまた、上位カードだけだから。だからあなたはあたしのスロットを全部埋めることはできず、そしてあたしはこうやって、カードを使うことができる。


　ちなみに、男なら四つ、女なら五つまで、上位スロットはひらくわ。つまり男性なら最大九つ、女なら全部で十個のスロットを持つことができる。──そこまでいって、ようやく魔ま王おうを迎むかえる戦場に立てる。ナイトウォーカー卿？　レベルはそれなりみたいだけれど、スロット五つで満足しているようじゃ、器が知れるというものよ？」


「……魔、王、だと？」


　しばらくのあいだ、吸血鬼は、ただただ呼吸音だけを響ひびかせていた。


　やがて、はじかれたような笑い声を上げた。


「──そうか！　魔王！　聞いたことがあるぞ！　くだらない伝説フオークロアだと思っていたが、──本当だったか！」


「……」


「ああ、聞いているぞ！　もっとも勇ゆう者しやに近いといわれる『都みやこ』のとあるパーティーに、魔ま王おうすら一目置いている、カードスロットを十も持つ怪かい物ぶつのような戦士がいると！　そいつは十のスロットであらゆるカードを使いこなすために、ちまたではこう呼ばれているという──


『カードマスター』！　それがきさまの正体だな！」


「──正体って、……まぁ。そうね。さすがにレベルが49もあれば、知っているか。あたしのこと。で、どうする？」


「知れたこと！　どうせカードをそのままにはできない！　血けつ清せいなど、つくらせるわけにはいかないし、それに、ここできさまを倒せれば、ぼくは晴れて、魔王に近づくことができる！　パーティーを組まれているならともかく、──ひとり相手なら、──たとえカードマスター相手だろうと、もしかして──ああ、やってみる価値はある！　これも運命──」


「そう、それがあなたの結論なの。だったらあたしも容よう赦しやはしない。それでは見せてもらいましょうか？　あなたが運命はどうとかのたまう根こん拠きよを。──あなたが人間であることを捨てて手に入れた、吸きゆう血けつ鬼きの、力を──」


　──ごめんね、ソラ。カードバリバリ使っちゃうから。痛いだろうけど許してね？　いくら叫さけんでもかまわないから──


　そうつぶやくと、カレンはハルバードに炎をまとわせ、黒いマントに向かって突進していった。


　吸血鬼を相手にするために、カレンが選んだデッキは『ミストウォーカー』。


　迫りくる痛みにそなえ、あたしは身構えた。








　　　　◆








　戦いは、これまでに見たもの以上に人知を超こえていた。


　吸血鬼は全身を霧きりに変え、炎に変え、いかずちに変えた。


　黒い霧からコウモリを生み、狼おおかみを呼び、周囲に潜ひそませていた『下げ僕ぼく』たちを使って攻こう撃げきしてきた──それでも、あたしはカレンが負けるとは思わなかった。


　雲うん霞かの如ごとくに迫った霧が、たちまち大きなあぎとに変わり、カレンに食らいつく。


　しかし嚙かみつかれた瞬しゆん間かん、カードスキルが発動、カレンの身体からだを霧と化す。


　ハルバードを持つ霧へと変じ、カレンは逆に吸血鬼の霧を侵しん食しよくしていく。相手に身体を奪うばわれまいと、吸血鬼は百のコウモリになる。それぞれ風をまとってはばたいて、カレンの霧を吹き散らそうとするけれど、カレンの本体はすでに霧のなかにはない。


　拳けん銃じゆうの意い匠しように飾られたハルバードの一振りで、コウモリたちが爆ばく発はつしていく。


　吸きゆう血けつ鬼きの腕だけが、宙に現れ、こちらに向けられ、周囲の『オド』を集めて発はつ放ぽう紋もんから魔ま法ほうを放とうとするが、それよりも先にハルバードの生む旋せん風ぷうが、周囲の『オド』を奪うばっていく。吸血鬼はまた霧きりと化し、呼び寄せた下げ僕ぼくたちへと乗り移り、下僕たちがいっせいに、発放紋のある手を伸ばし、魔法を詠えい唱しようしはじめる──


　そうした戦いのすべてを、あたしはカレンの視点で見ていた。


　カードを使われる痛みに低くうめきつつ。


　でもなぜだろう、叫さけぶほどの痛みはない。


　かつてのように、叫びたいとも思わない。


　あたしはどこか冷めた気持ちで、吸血鬼とカレンの戦いを見ている。カレンの視界は大きく広く、常にアリーの様子をとらえていて、だからあたしもアリーをながめる。人質に取ろうと寄ってくるゾンビのような下僕たちから逃げ回りつつ、それでも逃げ出そうとせず、アリーは顔を蒼そう白はくにしてカレンと吸血鬼の戦いを見つめている。


　吸血鬼が狼おおかみとなり、アリー目がけて突っ込んだ。


　が、間かん一いつ髪ぱつ、本当に危ないところで、カレンにぎりぎり助け出される。


　そんな危険な目に遭あいながら、それでもアリーは、逃げようとしない。


　怖くないのだろうか。いや、怖くないはずがない。それでも──


（──アリーは、飲んだんだ、アレを──）


　利り尿によう作用があることを──またおもらししてしまうかもしれないことを承知で、あるいは野ションしなければならないことをわかってて、それでも。


　いやな笑い声とともに、目の前を鋭するどい爪つめが横切る。


　恐ろしいだろうか。


　もちろん、恐ろしい。


　だけど、きっとアリーは知っている。迫ってくる牙きばよりももっと恐ろしいものを。アリーは理解している。直接的な危険よりも、もっと考えたくないものを。それにくらべれば、ここで吸血鬼に襲おそわれおしっこをもらすことなどなんということもないのだろう。だから逃げ出さないでいる。だからここで、戦っている。そしてあたしは知っている。きっとあたしも知っている。本当に恐ろしいものを──忘れたふりをしていても、決して忘れることなどできない、なによりも恐ろしいものを──


　──そうだ、とあたしは思い出す。


　吸血鬼の放ついかずちを、目の前でかわしながら。


　──あの日、あたしは自分の日記に、書いた覚えのない記述を見つけた。


　そしてそれがきっかけで、赤あか松まつの──ひとり暮らしの男の部屋の扉とびらをたたいた。


　だけどそうした本当の理由は、日記に不気味な記述を見つけたからではなかった。


　赤あか松まつにはそう伝え、自分でもそう信じていたが──思い出す。


　心の奥底にしまいこんでいた、あのときの記き憶おくがよみがえる。


　本当に、怖いのは──


　──いつからか、あたしは叫さけびながら目を覚ますようになった。


　はじめのうちは、両親が部屋まで駆かけつけてくれた。


　ベッドに寄より添そい、だいじょうぶかと声をかけてくれた。


　三回ほどそれが続いて、病院に行くことになった。


　母が付き添ってくれて、ＭＲＩ検査を受けた。結果は良好。異常はないといわれた。


　そして四回目からは、それが日常になった。


　あたしがどんなに声を上げても、絶ぜつ叫きようしても、もう二人がベッドまで駆けつけてくれることはなくなった。朝の食卓でだいじょうぶかとたずねられることもなくなった。当然だろう？　身体からだに異常はないのだから。医者がそう、太たい鼓こ判ばんを押してくれたのだから。なにも気にする必要はない。あたしが叫ぶたびにいちいち飛び起き駆けつけていては、日常生活がおぼつかなくなる。だからうちではだれも、そのことを話さないようになった。あたしが水泳をやめてから、その話題が家からいっさいなくなったときのように、──鷹たか生おが事故に遭あい水泳から遠ざかってから、鷹生についてまったく触ふれられなくなったときのように、二人はなにもいわなくなり、そして、あたしがどれだけ声を上げても、もう、二人は気にしない。まるでなにも起きていないように。そういうふうに振ふる舞まっていれば、いずれ過ぎ去りなかったことになるだろうとでも信じているかのように──


　たとえあたしがどれだけ苦しんでも、叫んでも、この家の静けさは、崩くずせない──


　あたしは突然、恐ろしくなった。


　二人が気にしない、それはつまり二人の迷めい惑わくにならないということで、いいことであるはずなのに。


　二人の迷惑にならない、それを望んでいたはずなのに。


　なのに、なぜか、あたしはとてつもなく、怖い──


　だからあたしは、その不安から逃のがれるために、眠らないようになった。眠らなければ、悲鳴を上げることはない。悲鳴が上がらなければ、二人が駆けつけてくることはない。もちろん悲鳴を上げてしまっても、二人は駆けつけてこないけれども、とにかく、それでも、悲鳴を上げさえしなければ、なにかがうまくいくような、きっと自分をごまかせて、気づきたくないなにかを無視し、自分を安心させられるような──


　そしてあたしは、日記の記述を見つける。


　もっとも、そのときのあたしは本当に寝不足で、思考できる状況ではなく、だから日記の言葉を見ても、ただ混乱しただけだった。


　怖いとも、不ふ思し議ぎだとも思わなかった。


　これなんだろう？　そう思い、しばらく考え、あきらめて気にするのをやめ、いつもの日課でもある翌日のお弁当の準備をしに、キッチンへと向かった。


　母親がとっておいてくれた夕食の残り物を使って、首尾よく弁当をつくり。


　──そして気がつくと、そのお弁当をトイレに捨てていた。


　ぼちゃぼちゃと落ちていくおかずをながめ、弁当箱が空からになったのを確認し、水を流そうとしたとき手を滑すべらせて、箸はしをトイレに落とした。


　あちゃ、汚いなと思いつつ、しかたなく便器に手を突っ込んで箸を回収し、水洗ボタンを押して──


　タオルで拭ふいた手を、まじまじと見つめたそのときになって、ようやくあたしは、自分がせっかくつくったお弁当を、捨ててしまったことに気づいた。


　あれ？　と疑問を感じて。もう一回つくり直さなきゃ、と思い。


　そしてあたしは、思い出す。


　昨日きのうも自分は、学校に持っていったお弁当を、そのまま捨てていたことを。


　一昨日おとといも、やはり、学校のトイレに。


　その前も──


　恐ろしいのは、なぜそんなことをしたのかわからないことだ。恐ろしいのは、そんな自分に戸惑いを感じていることだ。罪ざい悪あく感でも不安でもなく、戸惑い。──あれ？　あたし、どうしたんだろう？　なんでそんなことしたんだろう。どうなっているんだろう？　いったいなにをしているんだろう──


　気がつくと、一個目のお弁当などまるで最初からなかったかのように、あたしは二個目のお弁当をつくりはじめていて。


　そしてようやく、悟さとった。


　──よくわからないけれど、あたしは壊こわれかけている。


　間違いなく、どこかおかしくなっている。


　このままじゃ、あたしはあたしでなくなる──


　頭がおかしい人間は、自分ではそのことに気づけないというが、あれはうそ、あたしはわかった。自分が壊れかけているのが。ただ、どこが壊れているのかわからないだけで、なにがおかしいのかわからないだけで、それでもおかしいということがわかるだけで──


　とにかく、このままじゃやばい、そう思い、ぐっすりと眠れる場所を探して、あたしは赤あか松まつに頼った。


　そして、はっきりとは断言できないけれど、その夜から、あたしはカレンに『シフト』するようになった。


　あるいは、『シフト』していることを覚えていられるようになった。


　おかげで、自己申告だけれども、そのころよりはだいぶ落ち着いてきたと思うのだけど──


　──そう、なによりも恐ろしいのは、自分が壊こわれてしまうこと。


　自分が自分でなくなること。


　本当に怖いのは、『シフト』することでもなく、痛みでも、叫さけぶことでもなく、──その結果、あたしがあたしでなくなること。


　それがいちばん怖くて、それがなによりも大事で、だから、あたしは、赤あか松まつに──


　ああそうか、と自分を笑う。


（──そうか。あたしは、赤松に、このことを──いちばん大切なことを、まだ伝えていなかった）


　それどころか、


（懸かかっているのはあたしの『大切なこと』であるはずなのに、それなのに、赤松に、無理をするなとかいってしまった。まるでそれが価値のないものであるかのように──赤松のがんばりを、無む為いに思っているみたいに──）


　そりゃ赤松が、怒るわけだ。


　赤松と、すれ違っているように感じるわけだ──








　勝負は、十分足らずでついていた。


　途中、吸きゆう血けつ鬼きは逃げようとしたが、カレンがそういう中ちゆう途と半はん端ぱを許すはずもない。


　──いいや、認めなければならないだろう。相手の絶望する顔を、カレンが楽しんでいたことは。


　異形の力を駆く使しして、圧倒的に敵を殲せん滅めつする快感。暴力に酔よう心地ここちよさ。虚きよ脱だつのなかに確かに混じる、じんじんとしびれるような満足感──


　身体からだをぼろぼろ崩くずしつつ、吸血鬼が、笑った。


「さす、がは、……カードマスターと、いわれるだけの、ことはあるな。まさか、こんな……戦い方を、するとは、思って、いなかった」


「……どうも」


「ああ、褒ほめてやる。見ろよ、ぼくを、──なにが……魔ま王おうだよ。なにが勇ゆう者しやの、一員だ！　いったいどちらが怪かい物ぶつだ？　確かにぼくは、吸血鬼になりたくて、自分の身体を改造した。身も心も怪物だ。……だが、そんなぼくを、あんな戦い、方で、ここまで追いつめられる、おまえだって──いったいどちらが──」


「ええ。そうね。いいたいこと、わかるわ。じゃあね」


　ハルバードが振り下ろされて、あっさりと、『オド』を失った灰が舞まう。


　巻き起こった風のままに吹き散っていく塵ちりをながめて、カレンはどこか自じ虐ぎやく的に、笑った。


「……そうね、ソラ。今日のトウデイズレッスン」


《え？》


「──ええ、こいつのいうとおり。──怪かい物ぶつ系はレベルが上がれば上がるほど人間っぽくなるけれど、逆に人間系は、レベルが上がれば上がるほど、怪物に近づいていく──」


《そんな！　カレンは！》


「あなたは怪物なんかじゃありません！　……あたしを助けてくれました！」


　後ろから抱きついてきたアリーに、カレンは微笑ほほえんで、彼女の頭を抱きしめた。


「ううん。いいのよ、あたしは。自分が怪物だろうが人間だろうが、あたしは──あたしがあたしでありさえすれば、それでいい」


　──ああ、きっと、それこそが、彼女のなかの『大切なもの』。


　それがわかっているからこそ、カレンは自分を見失わない。たとえ戦いに酔よっても、恥をさらすようなことをしても、そのことで、自分を否定したりはしない。自分のいちばん大事なものを、ちゃんとわかっているから──


　……いつか、あたしもそうなりたいと、思った。





　──こうして。


　運命を連呼し少女をいいなりにしようとした、吸きゆう血けつ鬼きの退治は終了した。








　　　　◆








　痛みとともに目を覚まし、あたしは勢いきおいよく、飛び起きた。


　今回は、なかなか長く『向こう』にいられ、最後までアリーとカレンに付き合えたためか、満足感の余よ韻いんが尾を引いていて、思わず枕まくらを抱きしめもう一度、横たわる。


　やっぱりハッピー・エンドがいい。


　あのあと、アリーとともに町にもどったカレンは、体内で『オド』をめぐらせ自分に『感かん染せん』しているカードから見事『血けつ清せい』カードをつくりだし（上位スロットでも基本カードは使えるし、つくることも可か能のう）、それをもとにクリエイターが『飲み薬』を作成し、アリーのスロットを占せん拠きよしていた『感染インフエクシヨン』カードは何事もなく除去された。


　カレンに『カードマスター』という二つ名があることは知らなかったが（上位カードをよく使うため、上位スロットのことは知っていた）、あっさり『血清』とかつくれるなんて、カレンのカードを操あやつる腕前はすごいなぁ、と感心すること、しきり。


　そしてカレンは、自分の旅へともどった。


　町を離はなれる前に、『テンション竹タケ』の筒をアリーから受け取り、あらためて、アリーに手渡して。


　まだ得意属ぞく性せいが決まっていないなら、この竹は『種』になるから育てられるか試してみたら、といわれてうなずいた、アリーの子供のような顔が、うれしさだけではなく、なにかを勝ち取ったような誇ほこらしげな表情に輝かがやいているのが、とても、かわいらしくて──


「……ええと、もしもし？　だいじょうぶ？」


　え？


　パチリ、と部屋の明かりがつけられ。


　そこでようやくあたしは気づく。ここは赤あか松まつの部屋で、あたしは赤松のベッドの上で足をバタバタさせていたことに。


　うわ、いまの、見られただろうか。


　この部屋に慣なれてしまっているせいか、ときどき無む警けい戒かいでいてしまう──


「え？　あ？　うん？　だいじょうぶ！」


「そう？　まぁ、いいことがあったんだったらべつにいいけど──」


　赤松は、家であるにもかかわらず、眼帯をつけたままでいた。


　おまじない──あたしのための。


　あたしは起き上がり、じっ、と赤松を見み据すえる。


　赤松が顔をそらしたので、急いで寝巻きの乱れを整える。


　とにかく、この気分が消えてしまわないうちに（夢と同じで、急速に冷めていくだろう）、赤松に、はっきり伝えておきたい。この気分が抜けてしまえば、あたしはまた、迷めい惑わくかも、とか考えて、なにもいえなくなるだろうから。……あまりいったことがないから、どう切り出せばいいかわからないけれど、だから、とにかく、いまのうちに──


　赤松が口を開きかけたのを見て、それを制するようにして、あたしはようやく、いった。


「あのさ、赤松。……その、朝の、学校での、ことだけど」


「いや、だからもう口を出すなって」


「ううん！　そうじゃないの！　そうじゃなくて！　その、なんていうか、……ほら！　赤松！　いってたよね？　赤松のしていることが、あたしを助けることになるのかわからない、って」


「ああ。いった」


「うん！　で、それってさ、当然だよね！　だってあたし、よく考えたらなにもいっていないもの！　赤松がさ、あたしの現状を見かねて救いの手を差し伸べてくれた、っていうのがいまの状じよう態たいで、だから、つまり、あたし、ちゃんといわないとって、思って──いうね？


　あの、──赤松。その、……お願いします！　……あたしを助けて、ください」


　そうだ、これをまず、いっておかなければならなかった。


　助けなんて、求め慣なれていないけど。それでも。


　なにもいわずに、でもちゃかしたような感じもなく、こちらを見ている赤あか松まつに、あたしは言葉を続ける。


「あのね、『シフト』がどうとか、死ぬのがどうとかじゃないの。……あたしは、その、あたしはね、赤松に部屋を貸してくれって頼んだとき、正直、──壊こわれかけていたの。そしてね、いまはだいじょうぶだと思うんだけど──


　──もう、あんなふうになりたくない。


　死ぬとか生きるとかの前に、あんな状じよう態たいになりたくない。あたしはもう、壊れたくない。絶対に。あたしはあたしであり続けたい。──だから、赤松に、助けて、ほしい」


「……」


「そう、あたしは壊れたくなくて、あたし自身でい続けたくて、だから、そのためだったらがんばれる。赤松が口を出すなっていうんだったら出さないし、できる限り『眠り』に来いっていうならそうするし、──とにかく、あたしもできる限り、精いっぱい、がんばるから、優ゆう先せん順位で後回しにされたって、我が慢まんするから、──だから、朝はあたし、赤松に、無理しないでっていったけど……」いったんそこで言葉を切り。


　迷ったけれど、はっきりと。


　あたしはそれを、伝えた。


「──やっぱりあたし、赤松に、あたしのことで、目いっぱい、無理、してほしい」


「……ほほう？」


「……だって、あたしの『大事なこと』だから。──うん。勝手なこと、いっているかもしれないけれど、それでもやっぱりあたしはもう、迷めい惑わくかけたくない、なんていえない。もう二度と、あんなふうになりたくないから、だからそのためだったら、なんだって、がんばれると思うから。だからできれば、赤松も──」


「約束する。優先順位は──ともかくも、できる限り、がんばるって」


「……え？　あ、その──」


　間を置かない返事に思わずしどろもどろになったあたしに、赤松は、笑った。


「そしておれも、胸を張るよ。おれがやろうとしていることは、委員長の助けになるかわからない、なんてあやふやなものじゃなくって、確かにやる価値のあることなんだって。委員長も、それを望んでくれているんだって。だから、あらためて断言しておく。おれは目いっぱいがんばって、必ず委員長を、助けてみせるから。だから安心してくれていい」


　──どこかで見たような、はにかんだ、でもそれだけではない誇ほこらしげな笑顔に、あたしは思わず、泣きそうになる。


　そして思う。


　──よかった。ここに答えがあった。


　あたしが伝えなければと思ったことは、決して間違っていなかった。きちんと話してよかった。こういう笑顔を引き出せたなら──


　これでもう、すれ違ってはいないだろう。








　夕食代わりにコンビニで買ってきてもらったお弁当を、つつく。


　テスト期間中は午前で学校が終わるため、昼から赤あか松まつの家で睡すい眠みんを取って『シフト』したのち、夜起きて、家に帰るようにしている。期末テストの最中だというのに赤松には申し訳ないが（ああ、ここでも無理をさせている）、あたし自身はもともとテスト勉強なんてしたことないので問題はない。問題はテスト期間後だが──まぁどうにかなる、と思う。


　それにしても、と赤松がいった。


「……委員長、『向こう』でいい旅をしているんだな」


「え？　なんで？」


「さっきの委員長、学校とは………………いや、その、……うん。というよりさっき、うれしそうにしてたから」


　うわ、やっぱり、足バタバタを見られていたか。


「いや、アレは違うのよ？　あたしさ、ほら、昔水泳やっていたから、バタ足が癖くせになっているというか、無む意い識しきに出るのよね？　貧乏ゆすりとかしちゃうし」


「べつに恥ずかしがらなくてもいいけどな？　いい旅をできているって、とても価値あることだから。『こちら』での一日以上に『向こう』の一日は成長できる。むしろ誇ほこっていいと思うけど？　……ただし、カレンちゃんとどんな旅をしてようと、おれには話さないように」


「はいはい。わかっています」


　答えながら、ふと思い出す。


　もちろん、赤松にいうつもりはないけれど、でも、と思う。


　もしも教えたら、どんなリアクションを取るだろう？


　カレンがじつはけっこう有名人で、カードマスターなんて二つ名を持ち、『都みやこ』という場所で有名な勇ゆう者しやパーティーの一員だということを知ったら。そして──


「……なにをにやにやしているわけ？」


「いいえぇ？　なんでもありません？」


　話すつもりはないけれど、でももしも話したら、どんな反応をするだろう。きっとびっくりするだろうなぁ──なんてことを考えつつ、あたしはただもくもくと、のり弁当を食べ続ける。


　カレンと、その旅の、スケールの大きさに、驚おどろく赤松を想そう像ぞうしつつ──








　──もしも、その『いい旅』の目的地が、『魔ま王おうの城』だと知ったら──？
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　　　　◆








　赤あか松まつ祐ゆう樹きはどういう人物かと問われれば、あたしは迷うことなく先日の、赤松と鷹たか生おの水泳対決について話すだろう。


　すなわち、気になる女子の口くち車ぐるまに乗せられて、かつて（いや、いまだに）水泳界のホープであった日ひ野の鷹生と水泳で対決し、勝つ必要などなかったのに文字どおり死力を尽くして勝ってしまったオオバカモノ──


　少し主観が混じっているかもしれないが、それは勘かん弁べんしてほしい。


　あの対決については、あたしのなかでもいまだに整理がついていないのだから。いまでも思い出すたびに、まざまざとまぶたに浮かんできて、大きく心をざわめかせる。──どうして赤松は、あんなバカなことをしたのか？　いったいなにを考えていたのか？　どうしてあそこまでやれたのか──


　本当に、対決後の赤松は、無理をしたのが一いち目もく瞭りよう然ぜん、とんでもない顔色をしていた。


　すぐに間ま藤とう先生が駆かけつけたためよく見ることはできなかったが、唇くちびるは黒く腫はれ上あがり、手足がふくれ、皮ひ膚ふのあちこちにうろこっぽい湿しつ疹しんが浮かんでいたように見えた。あたかも十年も二十年分も年を取ったような感じで、それぐらい、ただ泳いだだけとは思えないほど一戦を経へた赤あか松まつの憔しよう悴すいぶりはすごかった。


　──当然だろう、そこまで無理をしなければ、鷹たか生おには勝てなかっただろうから。


　たとえ事故後の長いブランク明けとはいえ、『日ひ野の鷹生』は『天才』といわれた人間であり、泳ぎこそしていなかったが鍛たん錬れんは怠おこたらなかったようで、それは身体からだの仕上がり具合からも見て取れて、対して赤松は体格もそれほど大きくなく、だからあたしは、赤松が勝つなんて、まったく予想していなかった。


《だいたい、赤松は、あそこまでして勝つ必要なかったのよ》カレンに向かって張り上げた声は、われながら、少々愚ぐ痴ちっぽかった。《──鷹生をプールに引っ張り出した時点で、あの一年の狙ねらいは成功していたんだから。踏ふん切ぎりのつかない鷹生を泳がせるために、あの一年は赤松を利用して、つまり当て馬にして、赤松だってそれはわかっていたはずなのに──》


「……ソラって、そのミヤサーっていうの、嫌きらいなんだ？」


《……それは、……うん。正直、嫌い。偏へん見けんかもしれないけれど、なんか合わない。けど、いいたいのはそういうことじゃなくって》


「まぁそれは置いといて、……あなたの話によると、ミヤサーはタカヲのことを気にかけている、と。でもアカマツは、そのミヤサーが好きなのかもしれないんでしょ？　だったら話は簡単じゃない？　好きな子のために対決することにした。でもその子は対決相手のほうが好きらしく、だからこそ、せめてそいつにだけは、絶対負けたくなかった」


《……やっぱり、そういうことなのかな》


　確かに、そう考えればしっくりくるのだが、でも、なんていうか、──正直いえば──


　認めたくない？


　──カレンに赤松の人となりを聞かれたとき、あたしはさっそく、水泳対決の話をした。


　そのとき一緒に、プールで赤松に話してしまったことも、伝えた。


　それは、だれにもいったことがなかった、あたしの心に淀よどむもの。


　あたしは赤松に話した。あたしが、鷹生の水泳の才能に、コンプレックスを持っていることを（こんなひとことでいい表せるようなものではないが）。その結果、鷹生を好きであるにもかかわらず、鷹生を裏切ってしまったことを。そしてそのことで、鷹生に引け目を感じていることを──


　いったん赤松に話してしまったせいか、カレンに話すことに抵抗はなかった。


　むしろ聞いてもらいたかった。


　あたしという人間を、カレンに知ってもらいたかった。そして。


　──正直にいえば、カレンがいってくれないかなぁ、と期待していた部分もある。


　もしかして、あたしの話を聞いた赤松は、……あたしのコンプレックスを吹き飛ばすために、命を懸かけて鷹たか生おに勝とうとしてくれたのではないか？　とか。


　それはさすがに、あらためて考えると恥ずかしすぎる妄もう想そうで、カレンに話すことが恥ずかしくて、だから、その可か能のう性せいについてカレンのほうから指し摘てきしてくれないかなぁ、なんて思っていたのだが──


　もっとも、カレンのほうから指摘してくれたからって、なにが変わるわけでもないけれど。


「ま、男の子なら単純に、負けたくなかったってだけかもしれないけどね。だいたい、本当のところなんて本人に聞いてみないとわからないもの。ただ、そういう可能性もあるってだけ。それより、──それでどうなの？　ソラは」


《──なにが？》


「だからぁ、タカヲが負けたのを見て、ソラのなかの、タカヲの神格化は解とけた？　完かん璧ぺきな才能なんてなく、絶対に勝てない相手などおらず、あなたが心しん酔すいしているタカヲだって負けることがあるってこと」


《……べべべ、べつにあたしは、鷹生は絶対負けない、なんて思っていたわけじゃ──》


　──でもやっぱり、そうなのかな？　赤あか松まつも、そんなふうに感じたのかな？


　思わず考え込んだあたしに、じゃあ、とカレンは笑って、聞いた。


「もしもあたしが戦士から水泳選手に転向したら、あたしはタカヲに勝てると思う？」


　あたしは即座に答えた。


《カレンがすごいの知っているけど、でも、水泳だったら、いくらカレンでも鷹生には、勝てないわ》


「そう？」


《……そりゃ、カレンはすごいと思うけど、でもあいつ、それこそオリンピックを目指すようなやつなのよ？　だいたい、赤松が勝てたのも鷹生がブランク明けだったからなわけで、そういう状じよう態たいの鷹生なら、赤松が勝てたぐらいだし、カレンも勝てるかもしれないけれど、『本当の鷹生』が相手なら、赤松はもちろんカレンにだって、まず無理ね》


「ほほう。だったら、その逆は？　もしもタカヲが『この世界』に来て、戦士になってあたしと戦うことになったら？」


《……え？》


　立場を替えただけの問いに、今度は即答できなかった。


　あたしが最強の戦士だと思っている、カレンが勝つ、ということが、できなかった。


　戦う手段は水泳ではなく、戦士カレンのデタラメな強さは知っているのに、それでも──


　へぇ、とカレンが息を吐く。


「あーあ。ソラはあたしのファンだと思っていたのに、ちょっとショック。ていうかあたしの力を知っているソラがそんなに迷うなんて、──なるほど、確かに、それはすごい才能だ。カリスマっていうやつかな？」


《いや、その、……ええと、ほら、あたしの場合、あいつのことが好きだから、やっぱり欲目とかあって……》


　いいつつも、あたしには、やっぱり想そう像ぞうできない。


　戦士となった鷹たか生おが、カレンに負ける姿が。


　カレンだけじゃない、だれが相手であろうとも、あの鷹生が負けるイメージなんて、いやもちろん、鷹生だって負けることはあるんだろうけど（実際赤あか松まつに負けているし）、でも『本当の鷹生』なら、最終的にはどんな相手でも──


「……あなたにそこまで思わせるんだから、ある意味怪かい物ぶつなのね。そいつも」


《……うん》少なくとも、あたしにとっては。


　なぜだか罪ざい悪あく感が湧わき上あがってきて、そこであたしは、ようやく、気がついた。


　死力を尽くして、赤松が、鷹生に勝利してみせたのに。


　──それなのに、あたしは心の奥底で、それをまったく認めていないことに。


　依い然ぜんとして、鷹生の才能が絶対のものとしてあたしのなかにあることに。


　たとえ赤松がなにを考え鷹生と戦い、そして勝ったのだとしても、あれほどがんばったにもかかわらず、結局、それはあたしに対してなんの影えい響きようもなくて、そして、そう考えることは、なんだかとても悲しくて──


　ぽつり、とカレンがいった。


「……悲しいけれど、世のなかには、絶対に、どうにもできないことがある」


《…………うん》


「でも、あたしはそれを認めない。ええそう。絶対に。──認めたら、あたしはあたしでなくなるから。だから絶対、認めない。……アカマツだって、きっとそういうこと、じゃない？」


　あたしはあたしでなくなる？


　──カレンのいう言葉の本意はわからなかったが、そうはっきりといえることを、うらやましいと思った。


　あたしには、いえないから。


　カレンと、──そして泳げた赤松を、うらやましいと、思った。








　　　　◆








「──あれ？　ソラ？　来てるんじゃないの？」


　その日、痛みとともに『シフト』して、そしてそのまま固まっていたあたしは、カレンの言葉にあわてて返事しようとして、思わずつばを飲み込んだ（もちろんあたしはカレンの身体からだに宿やどっているわけだから、実際にではなく、イメージ的な話だが）。


《……カカカカレン！　げ、元気？　よよよかった今日きようはお日ひ柄がらもよく？　調子はどう？　よさそうね？》


　くすり、と笑うカレン。


「……落ち着いてよ。どうしたの？」


　それはこちらのセリフでしょう？　わかってるくせに意地が悪い──あたしは恥ずかしくてたまらなくなる。


　みっともなく動転してしまったが、想そう像ぞうしてほしい。


『シフト』してきていきなり、すごい美人の裸ら体たいに直面などしたら。


　目の前にはスタンドミラーが立ててあり、そこに映ったカレンは、頭にかぶらず首の後ろに回した帽子型のペルソナとショーツしか身につけていなかった。


　すでに伝えたかもしれないが、彼女は美人という言葉を辞書で引いたらカレンの名前が載のっていた、なんていわれても納得してしまいかねないほどの美人で、しかも、あたしは──カレンの目でしかものを見られないのだから、当然といえば当然なのだが──その顔をあまり見る機き会かいがない。


　ときどきハルバードの刃や建物の窓に反射した顔を目にすることができるくらいで、だから慣なれることができない。


　そんな美人を、はっきりと映る鏡で、しかも裸のところを見てしまったら、だれだって動どう揺ようしてしまうのではないか？


　しかも、あたしの視界はカレンに依い存ぞんしているわけだから、カレンがそうしようとしない限り、あたしには視線をそらすのはおろか瞬まばたきすら許されない。カレンが目にしているものを──つまりカレンの裸を──強制的に見せられて、しかもドキドキしている気持ちは相手に筒抜けなのだから、これはほとんど拷ごう問もんだ。


《…………そんな恰かつ好こうで、いったいなにをしてるわけ？》


「このへん気温が高くてさ、服を新調しようかと」


　言葉とともにカレンが首をめぐらせたおかげで、ようやく周囲を確かめることができた。


　どうやら、どこかの洋品店にいるらしい。


　それほど広くない、木の香りが漂う店内に、見本品の飾られたディスプレイがところ狭せましと並べられ、それぞれにさまざまなデザインのなされたカードがちりばめられている。


　見本品の多くは水着のようだが、ここは水着が主なのだろうか。『シフト世界』で水着は珍しい。


　ディスプレイの合間合間から店員らしき少女たちが興きよう味み津しん々しん、カレンの様子をうかがっていて、──カレンの裸、見放題？　よく見ると、スタンドミラーの隣となりにちゃんと試着室が設置されているのだが、なぜだかカレンは店の真ん中で堂々と──？


《──なんで、試着室を使わないわけ？》


「だって、そんなもんのなかに入って着替えてたら、襲おそわれたり、いざというときになにもできないでしょう？」


　なるほど、とあたしは感心した。


　まさに常じよう在ざい戦せん場じようの心得──だからこそ、カレンはここまで強くなれたのか。そういえば鷹たか生おも小中学生のころは、生活のすべてを水泳と結びつけていたなぁ、一芸に秀でるというのはこういうことなのか──だけどそのぶん一般常識がおかしくなってない？　いくらなんでもお店のなかを裸でまかりとおるなんて──


「ねぇ、ソラ、こんなのどう？」


　いいながら、カレンはディスプレイに置かれたカードを一枚手に取って、自分の肌に押し当てた。


　たちまちカードはスロットに消え、そして発動による鈍にぶい──もっとも最近は声を上げるほどではなくなった──痛みが走り、次の瞬しゆん間かん、カレンの身体からだが服に覆おおわれている。


　ほんのりと青く染め上げられたワンピース。カードのそばに置かれていた見本と同じ型。


　ただし、カレンが着ているものには、見本にはない、西せい部ぶ劇げきに出てくる服装によく見受けられるような、カウボーイっぽい飾りやデザインがついている。


　──こちらの世界では、衣装もカードでつくられる。


　サイズを合わせる必要もない。たとえばスカートならば、ただスカートのカードをスロットに入れて発動させるだけで、体型に合わせたスカートが身体上に『具現化』する。


　その際、具現化したスカートには、使用者の『イメージ』が付与される。


　たとえばカレンの場合、カレンの『ペルソナ』は西部劇に見られるようなカウボーイハットであり、カレンは『こちらの世界』にカウボーイハットのペルソナをつけ、カウボーイのような恰かつ好こうで『シフト』してきた。すなわち『カウガール』がカレンのイメージであり、よってカレンの武器『ハルバード』には拳けん銃じゆうの意い匠しようがほどこされ、カレンの生み出すカードには二丁拳銃とカウボーイハットをシンプルにしたような模も様ようが描かれる、というように、カレンのつくるものには必ずそのイメージがデザインされる。


　服飾もやはり例外ではなく、服自体はクリエイターがつくったものであっても、カレンが具現化する際は、必ずカレンのイメージが付与されるのだ（なお、基本的には、物質を生み出せるのはクリエイターだけであり、他ほかの職系はそれを具現化できるだけである）。


　だからそうしたデザインが気に入らない場合、いったん具現化したものに手を加えるか、カードを使わずいちから製作するしかない。


　ちなみに、『衣服』はいったん具現化したらクリエイターの固有スキルでしかカードにもどすことはできないが、『防具』は自由に『具現化』←→『カード化』が可能。


　ただし、『防具』は『武器』と同じく戦士系しか装備できないうえに、着用中は少しずつ『オド』を消費する。


　カレンの場合、シャツとズボンは『衣服』だが、グローブとブーツは『防具』であり、カレンぐらいにレベルが高くなると、『オド』の自然回復量で『防具』による具現時消費量をまかなえるらしい。


　おとずれた町々で服を買い、デザインを直させるのがカレンの楽しみのひとつであるのだが。


《……うーん。この手のワンピースは、カレンのペルソナに合わないような……》


「……………………やっぱりそう？　難しいなぁ」


　はぁ、とため息をつくと、カレンはあっさりワンピースを脱ぎ捨てた。


　すかさず店員が回収していく。


　カードにもどすのかと思いきや、きゃあきゃあわぁわぁ店員同士で奪うばい合あいをはじめたが、それを気にする様子もなくカレンは次のカードを選び、あたしもようやく落ち着いて、鏡に映ったカレンの着せ替えを鑑かん賞しようする。


　あらためて見ると、美人なのはいうまでもないが、カレンはスタイルも抜ばつ群ぐんだ。


　胸は──残念ながら、あたしのほうが大きいが、とても形がいい。


　つん、と尖とがったトップは男性にはたまらないものなのではなかろうか。さらにウエストもきれいにくびれ、腰から足へのラインも整い、足首も引き締まっている。こちらの世界は魔ま法ほうやカードが万ばん能のうなので、戦士でありながら白い肌には傷ひとつなくて、まさに眼がん福ぷく、思わずため息がもれる。


　たぶん男性以上に女性のほうが、女性の裸に癒いやされると思う。


　いやもちろん男性のほうが、いろいろと、楽しかったりするのだろうけど。


　それにしても、やっぱりカレンは美人だ──


《……はぁ》


「なに？　さっきから、ため息ついて」


《……なんていうか、世のなかって不公平。──カレンの恋人って、きっとすっごいしあわせだよね。こんな美人さんが恋人で……》


「そうよね。あの子のためにすっごくがんばったんだから。……ソラも、普通に『シフト』できるようになったら、うらやましがるばかりじゃなくってがんばりなさい？」


《がんばりなさいって、なにをどうすればいいのよ。それとも、それもやっぱりカードでどうにかできるわけ？》


　カレンは新たに服を脱ぎ散らかしつつ、笑った。


「確かにそういうカードもあるけど、──あれ？　まだ教えていなかったっけ？　だったらさっそく今日のトウデイズレッスン。いい？　こちらの世界では、──ええと、なんていったらいいのかな──生まれついてのブサイク、というものは存在しないのよ」


《へぇ？》


「『ペルソナ』については教えたでしょう？」


　──こちらの世界の住人プレイヤーは、怪かい物ぶつ系をのぞいた全員が、ペルソナをつけて『シフト』してくる。


『ペルソナ』の役割は、『素す顔がお』を認にん識しきさせないこと。


　たとえば、あたしはカレンを美人だと思う。


　目をつぶれば、しっかりその顔を思い出せる。


　ところが『シフト』し現実世界にもどると、とたんにカレンの顔を思おもい描えがけなくなるのだ。美人なのは覚えている。カウガールの恰かつ好こうをしているのも。どんな顔をしているのかも、覚えている──にもかかわらず、わからなくなる。あれほど美人だと目に焼き付けていたにもかかわらず、髪かみがどんな感じだったか、瞳ひとみの色は何色だったか、覚えているのに確信できなくなる。


　おかげで、『シフト世界』での知り合いに現実世界で会ったとしても、同一存在だと認識できないし、その逆もまた同様。


　──一方で、ペルソナを外はずした『素顔』を見てしまえば現実世界でも『わかる』ため、この世界の住人プレイヤーは、ペルソナで『素顔』を隠かくして『真ま名な』を伏せ、自分を守っているのだ。


「ペルソナは、自分の素顔を認識させない、けれども自分を認識させられる──つまり、ソラはあたしを見るとき、素顔のあたしじゃなくってペルソナで守られたあたしの本質、──いや、その『イメージ』を見ているわけ。さらに突っ込んで説明すると、あたしが見せたいと思っているイメージを見ている、ともいえるかな」


《……それってつまり、カレンが自分を美人に見せたい、と思っているから、あたしには美人に見えている、ってこと？》


「ある意味そうなんだけど、世のなかそうそううまくはいかないわけで──結論からいっちゃうとね、『こちらの世界』での『魅力』は、生まれついてのもの以上に『レベル』で決まる。レベルが高くなればなるほど魅力的になり、逆にレベルアップを怠おこたっている住人プレイヤーは醜みにくく感じられる。つまりあたしが美女に見えるのは、あたしのレベルが高いからなの」


《でも、この前会ったアリーちゃん、新人なのにすっごくかわいかったけど？》


「……あれは、本当にもとがいいんでしょうね。神さまって不公平だわ。──もちろん、『魅力』っていろいろな種類があって、さまざまな要因が組み合わさっているものだから、いちがいにレベルの高さだけで決まるってわけでもないんだけれど、それが大きなファクターのひとつなのは間違いない。もとがどんなにブサイクでも、レベルが高いと魅力的に見えるし、どんなに美形だったとしても、レベルアップをサボっていると魅力的に思えなくなる。……とにかくそういうわけで、ぶっちゃけるとね、あたしはけっこう早い時点でそのことに気づいて、それで必死になったの」


《……レベル上げに？》


「そう。なにしろ努力次第でいくらでもきれいになれるわけだから、そりゃやりがいがあるわけよ。あたしはとってもがんばった。だれよりも早くレベルを上げて、だれよりも美人になろうとした。だれにも負けないくらいにきれいになって、だれよりも、あの子にふさわしい相手になろうって、そうすれば、あの子は必ずあたしを選ぶ、って──そうやってがんばってきて、──気づいてみたら、カードマスター、とか呼ばれるようになっちゃったわけ」


　自分の言葉にくすくすと笑うカレンに、なるほど、と納得できた。


　口ではあっさりいっているが、やさしい道のりではなかっただろう。


　だからこそ、カレンの態たい度どには自信があふれている。


　カレンの持つ美しさは、カレンがみずから勝ち取ってきたものだから。


　やっぱり、カレンの恋人はしあわせものだ──


　──気がつくと、あたしは聞いてしまっていた。


《……いったい、どんな男性なわけ？　その人。カードマスター・カレンをそこまで夢中にさせるなんて》


　カレンは一人旅をしていて、そして『シフト世界』はとても厳しい。


　だからこれまでは、なんとなく遠えん慮りよしていたのだが、しかしカレンの恋人について話す口調には不幸の雰ふん囲い気きが感じられず、あたしのほうも好きな男性──鷹たか生おについていろいろ話していたため、ちょっと気安くなっていたのかもしれない。


　カレンが考え込んだため、やっぱり不幸が遭あって別れたのだろうか、聞かないほうがよかったか、と後こう悔かいしかけたが、やがてカレンは笑って答えた。


「そうね……あの子は、純じゆん粋すいで、あたし以上に、あたしに夢中。……一いち途ずに、純粋に、だれよりもあたしに尽くしてくれて、そしてだれよりもあたしのことを愛してくれている」


　しあわせそうな言葉とは裏うら腹はらに、鏡に映ったその顔はどこか愁うれいを帯びていて、だからあたしは、ずっと気になっていたことを、やっぱり、聞けなかった。


　──どうして、そんな大事な人がいるのに、カレンは一人で旅をしているんだろう、と。








　結局、カレンはパレオ付きのビキニとワンピースを買った。


　カウボーイ風に変化したビキニはそのまま着ていくつもりらしく、迷った末、合わせてサンダルを購入（サンダルはカレンが具現化したとたん、『拍はく車しや』っぽい飾りがついた）。


　ワンピースについてはリフォームの注文をして店員に渡す。


「確かに承うけたまわりました。それでは、明あ日す朝、宿やどのほうにお届けします」


「…………そう？　宿ね。じゃあ、お願い。ところで代金は？」


「とんでもない！　サービスさせていただきますので」


「それは悪いから、ツケってことにしておいて？」


「では、店の者が宿まで案内いたします。──キャン、お願い」


「はい」


　キャン、と呼ばれた薄うす手でのワンピースに麦わら帽子をかぶった店員が、一礼し、こちらです、とドアに向かって歩き出した。


　はいはい、とうなずいて、ベルトポーチをナップザックに収納したカレンに、まさかビキニとパレオだけで出て行くとは思っていなかったあたしはぎょっとする。


《カレン？　その恰かつ好こうで外に出るの？　いくらなんでも──》


　ただ女が歩いているというだけで襲おそわれるような世界を、こんな、下着同然の姿で出歩くなんて──


「いや、だって暑いし──ああそうか。ソラはまだ見ていなかったっけ？　だいじょうぶ。この町治安がいいらしいから」


《──だいじょうぶって、ちょっ──》


　扉とびらが開くと同時に、焼けるような熱ねつ気きが襲ってきた。


　どうやら店内には、なんらかの冷房処置が取られていたらしく、店から出たとたんたちまち暑しよ気きに包まれて、身体からだがじんわり汗をにじませはじめる。


　しかしあたしの言葉を止めたのは、外の暑さではなかった。


「よぉ、キャン。おつかいか？」


「うん。──ああ、飲み物の配達だったらいまは担当が出かけているから、裏に回って──」


　先に店を出ていたキャンに声をかけてきたのは、大きな、牛。


　ただの牛ではなく、背中には大きな箱を載せていて、その箱を尻尾のあるべき箇所から伸びた人間の上半身が支えていて、そこにある顔がしゃべっている──


《……カ、カレン……？》


「ん？　ソラ。見てる？　ほら、あれ──」


　カレンの言葉に、あたしは人の上半身を生やした牛から、やっとのことで意い識しきをそらした。


　そして、カレンにいわれるままに見た、牛の向こうに広がる町には、──カレンのように水着を着た女の子たちが歩いていた。しゃべりだべっていた。楽しそうに、きゃらきゃらと。


　でも見えるのは女の子たちだけじゃなく、パッと見普通の町並みに、──タコがいる。


　──タコのようななにかがいる。


　──タコよりも足の多い生き物がいる。


　──タコ以外にもカニとかナマコとか、いろいろな異い形ぎようが歩いていて、そして──


「ちょっと？　見てる？　ソラ。ほら、あれが『大だい王おう城じよう』」


　カレンが手を伸ばし、遠くにかすんで見えている、巨大な巻貝？　のようなシルエットを指差した。


《──だ、だいおうじょう？》


「──そう。あたしの旅の目的地、魔ま王おうの居きよ城じよう──」


　──魔王の、居城──


　あたしは、思わず息を呑のみ込んだ。


　たくさんの、怪かい物ぶつ系。そして、──城。


　ああ、カレンが試着室を使わなかったのは、本当に、冗談ではなかったんだ。


　ここはもう、敵の領りよう域いきなんだ。


　──この近くに、魔王がいる。


　やがて勇ゆう者しやに倒されて、世界がクリアされるとうわさされている、魔王という存在が──








　　　　◆








　砂漠のど真ん中にぽつんとそびえる、鋭えい角かくに尖とがった三角形に棘きよくを生やした巻貝のような城──魔王の別荘、『大だい王おう城じよう』。


『ハーミットクラッブ・タウン』は、『大王城』から少し離はなれたところにつくられた、いわば城下町だった。


　町でいちばん立派な宿やど屋やの（といっても二軒しかなかったが）、いちばん上等な部屋に通されて、カレンはナップザックを上等なソファに放り投げると、そのままベッドに横になった。


　プロペラのような飾りシーリングフアンがくるくると回っている天井を見上げ、なにやら黙もつ考こうしているカレンに付き合い、あたしも羽根の回転をながめつつ、思考をめぐらせる。


　……あたしは、四年前、好きな人──鷹たか生おのことを、『裏切った』。


　そのことがトラウマのようになっているのか、あたしは人と深く付き合うことが苦手だった。だれからも頼られる優ゆう等とう生せいの『委員長』、その役割をそつなくこなし、立ち回ってきたから、お昼休みや体育の時間にひとりぼっちになることもなく、赤あか松まつの家に泊まるときアリバイ工作を頼めるような友人だっているのだが、たとえば悩みを相談できるような相手はいなかった。恋の話をするような相手も。だからあたしは、自分のことを話すのはもちろん相手のことを聞くのも苦手で、踏ふみ込こんだ会話を避さける傾けい向こうがあって、だから赤松の「聞くな話すな」は正直ありがたくて、カレンにその手の質問をしたこともほとんどなかった。


　だから、こんなに近くでそれなりの時間を一緒に過ごしながらも、カレンのことを、断片的にしか知らない。


　一緒に旅をしていれば自然といろいろわかってくるが、それにはやはり限度があって、あたしが知っているのは、カレンがカードマスター、と呼ばれるほど多彩なカードを使いこなし、『都みやこ』という場所でもっとも勇ゆう者しやに近いといわれるパーティーに所属し、目的を持って魔王に会うため一人旅をしているということ、そして、なによりも大事にしている恋人がいるということぐらいで──


　でも、本当に、あたしはこのままでいいのか。


　カレンはなにを考えているのか──もっとカレンを知るべきではないのか。


　なぜ、カレンはそれほど大切に思っている人と一緒にいないのか。


　なぜ、それほどカレンに一いち途ずだという人が、カレンをひとりにしているのか──


　──あたしにも、なにかカレンのためにしてあげられることがあるんじゃないか？


　あたしは思い返してみる。宿やどまで案内してくれた、キャン、という少女との会話を。








「あ、キャン！　この前は、ありがとな」


「いえいえ。こちらこそ」


「よぉ！　キャン。あれ？　えらい美人を連れてるじゃん。ようこそ！　ハーミットクラッブ・タウンへ！」


「こら、大事なお客さまなんだから、失礼なまねをしないでよ？」


　気さくに声をかけてくる異い形ぎようたちと、親しげに普通に受け答えしているキャンという少女。


　最初のうちは、はじめて見た怪かい物ぶつ系＋魔ま王おうの本ほん拠きよということもあって緊きん張ちようしていたあたしだったが、しばらく歩いているうちに、カレンがリラックスしていることと（もっともカレンが切せつ羽ぱ詰まっているところなんて、どんなときでも見たことない）、そして周囲があまりにのどかなことに拍子抜けしたこともあって、普通に観光をしている気分になっていた。


　そうした視点で冷静になって観察してみると、顕けん著ちよにわかることがある。


　魔王が支配する町とは思えないほど、雰ふん囲い気きがいい。


　なによりも、見かけられる女の子たちが明るい。


　恰かつ好こうもそうだが、雰囲気に、なにかに怯おびえている様子がない。


　砂漠の中に位置するだけあり空気は熱く乾燥していて、だからほとんどの子が水着のような薄うす着ぎで、だからビキニにパレオというカレンの姿もまったく周囲から浮いておらず、なかにはタオルを胸にかけているだけの、トップレスの子もいた（頭に鉢はち巻まきを巻いて怒ど鳴なりながらお店の準備をしていたから、色っぽくはまったくなかったが）。


　正直、信じられなかった。


　これまで通ってきた町では、ほとんどの女性が肌を隠かくしていた。


　体型をわからないようにして、そうすることで、よけいなトラブルを避さけていた。


　けれども、ここの女性たちにはそういう様子がない。


　異形の怪物たちの間で臆おくすることもなく、健康的な肌を惜おしげもなくさらして汗を光らせて、歩き、話し、労働し、楽しそうに笑っている。


　法も警察もなく、暴力が蔓まん延えんしているこの世界で、こんな扇せん情じよう的な恰かつ好こう（生活感にあふれているためあまりそうは感じないけど、男性にとっては肌が露ろ出しゆつしているだけで情欲をあおるものではないか？）をしていてだいじょうぶなのか？


　あたしの疑問が伝わったのか、カレンが先を行くキャンに話しかけた。


「それにしても、本当に治安がいいようね。……女の子たち、あんな恰好していてだいじょうぶなの？　襲おそわれたりとか、ないの？」


「だいじょうぶですよ。ここら辺に、そんなバカはいません。──なにしろここは魔ま王おうの別荘地であり、この町の女性はみんな、『魔王さま』のものですから」


《……え？》


「なるほど、魔王の女に手を出すようなバカはいないか」


「……まぁ、たまに外から来た人間が勘かん違ちがいしたりもしますけど、この町の住人は結束が固いですからね。悲鳴を上げれば、すぐに助けてもらえます。だからこの町では、その手の事件はめったに起こりません」


　いやその前に、──なんといった？


　魔王の、女？　……全員が？


　その言葉にびっくりして、あらためて町をながめて、あたしはようやく気がついた。


　──この町には、確かに、人間系の男の姿がない。


　女の子と、性別のわからない怪かい物ぶつ系はいるけれど、人間の男性が見当たらない──


「……ということは、キャンっていったっけ？　あなたも魔王の相手をしたことあるの？」


　ものすごくぶしつけな質問だったが、予測していたのか、キャンはあっさり答えた。


「まさか。あたしには恋人がいますから。魔王は恋人がいる子に手を出したりはしないんです」


「──ただし、あなたの恋人は、怪物系──そうでしょ？」


「……ええ、そうです」


　うなずいて、キャンは立ち止まると振り返り、どこか挑ちよう戦せんするようなまなざしを向けた。「ところで知っていますか？　怪物系、と呼ばれていますけれど、中身はあたしたちと同じ、普通の人間だってこと」


　カレンもうなずいた。「……そうね。確かに、そのとおり」


　再び歩き出しながら、キャンは続ける。


「それに魔王は、たとえ恋人がいなくても、女の子を強引に連れて行くようなことはしません。お城で働いているのは自分から希望した人ばかりですし──少なくともあたしがこの町に来てから、無理やり連れて行かれた女の子はいません。……まぁ、──確かに、昔はすごかったそうですけど──」


「……ええ。本当に、すごかった。外見のせいかしらね、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』のなかでも群を抜いてた。ついたあだ名がコウショク大王だもの」


「──そのコウは紅くれないの、──でもそれはまだ『魔ま王おう』と名乗っていないころのことで、『発情期』を抑おさえるすべを身につけて、魔王と名乗るようになってからは、そういうことはなくなった、と聞いています。とはいえここが魔王の別荘地であり、手を出されていなくてもあたしたちが『魔王の女』であることには変わりなく、この町に変なちょっかいを出すと魔王の報ほう復ふくが待っています。というわけで、──たぶんこの町は、『こちらの世界』でいちばん平へい穏おんなんじゃないでしょうか」


「皮肉なものね。魔王に支配されている町が、世界でいちばん平和だなんて」


　しばらくの間、キャンはなにもいわなかった。


　すれ違う女の子たちと、怪かい物ぶつ系と、挨あい拶さつし、歩いていく。


　からっと晴れた空気が、しかしどこか、重い──


　広い通りの遠く向こうに、大きな建物が見えてきたところで、キャンが振り返り、いった。


「……怪物系には、王さまが──魔王が必要なんです。だれよりも強い王さまが」


「そう」


「勘かん違ちがいしないでください。怪物系にとって力がすべて、という意味ではありません。怪物系こそ力を忌いみ嫌きらっていて、だから王さまがいるんです。あなただって知っているでしょう？　こちらの世界では、イメージに、引きずられる。だから怪物系は、怪物の姿に引きずられ──『発情期』に、振り回されること」


「……」


「だれもが魔王のように『発情期』を抑えられるわけではありません。ほとんどの怪物系が『発情期』に苦しめられます。普段は理性を持って行動できていても、『発情期』には、自制が利かなくなる。暴ぼう走そうし、本ほん能のうを抑えられなくなり、目に映るものすべてを壊こわし、殺し、襲おそわなければ気がすまなくなる──目に映った相手が、たとえ自分がいちばん大切にしている人であっても、──いや、愛している相手だからこそ、止められなくなり──


　──だから、怪物系は恐れられます。


　──だから、怪物系には強い王さまが必要なんです。


　ひと目見ただけで本能が、こいつには勝てない、と判断するような存在が。


　目の前にいる相手が自分よりも圧倒的に強い格上の存在だということを、『群れのリーダー』であることを本能レベルで知らしめる存在だけが、『発情期』の暴走を止めることができるんです。そういう存在に支配され、監かん督とくしてもらってはじめて、怪物系は『発情期』でも暴走しないですむんです。この町にいる怪物系たちが『発情期』に入っても暴走しないでいられるのは、魔王が『群れのリーダー』として君くん臨りんし、本能を抑えているからなんです。魔王が存在しなければ、『発情』による暴走は、止められない──


　……怪物系には、魔王が必要なんです。だれよりも圧倒的な強さを誇ほこる、王さまが」


「……そういう立場があることは、認めるわ。でも、違う立場だってある」


　淡々としたカレンの言葉に、キャンの顔が一いつ瞬しゆんゆがんだ。


　こみ上げてくる激げき情じようを食い止めんとするかのように、自分の唇くちびるを嚙かみしめたのち、いった。


「……そうですね。あたしとあなたは、立場が違い、交まじわらない──


　……あなたはいったいなにをしに、この町にやってきたんですか？」


　キャンの言葉に、それが意味するものに遅まきながら気がついて、あたしは息を呑のみ込んだ。


　もしかして──いや、もしかしなくても、キャンは知っているのだ。


　さっきの店の店長も、知っていたのだ。カレンがただの旅人ではないことを。『都みやこ』の勇ゆう者しやパーティーに所属する、カードマスターと呼ばれる最強の存在であることを。だから妙にサービスがよくて、そしてキャンはこんな話をはじめて──


　おそらくわかっていたのだろう、カレンは少女の責めるような口調にも動じることなく、答えた。


「……魔ま王おうを、見み極きわめに」


「見極めて、どうするんですか」


「……」


「──店長には、なにもいうなといわれました。けど、これだけはいわせてください。──この町は、平和です。『こちらの世界』のどこよりも、平和です。ただ水着を着ていただけでレイプされるようなことはなく、たとえ襲おそわれたって見て見ぬふりをするような住人はいません。みんなが助けてくれます。みんなで助け合っています。この町は、とても平和に暮らせているんです！　だから──


　──見極める、というのなら、──あたしたちにとっては、この町の平和を踏ふみにじろうとしているあなたたちこそ『魔王』と『魔王の軍ぐん勢ぜい』です。


　あなたたちは、決して勇者なんかじゃない、あなたたちだって怪かい物ぶつです」


　カレンはかすかに笑みを浮かべただけで、なにもいい返さなかった。








『魔王』とは、いったいどういう存在だろう。


　怪物系の異い形ぎようもまた、一種のペルソナのようなもので、中身はあたしたちと同じ人間、現実世界では普通の子供──魔王だってそうだろう。


　ならばなぜ、魔王は悪とされているのか。


　世界はクリアを待っているという。そのために魔王が勇者に倒されなければならないのなら、その魔王とは、いったいどういう存在を指すのか？　魔王であるというだけで、中身など関係なく倒されなければならないのか？　ただこちらの世界に『魔王』として『シフト』させられているだけで──


《ねぇ、カレン》


　あたしはベッドに横たわり、天井を見上げているカレンに話しかけた。《──魔ま王おう、ってどんな──ひとなの？》


「正確には、魔王候補、ね。この世界には、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』と呼ばれる、それぞれ『地・水・火・風』を司つかさどる四体の魔王候補がいるの。……もしかして、さらに『無』を司る存在もいて、そいつこそが真の『魔王』になるのではないか？　って説もあるけど、いまのところ『無を司る存在』は確認されていないから、いまはこの四体が、魔王の有力候補」


　──だから、見み極きわめる、ということなのか。


　その四体から一体を選ぼうとしているだけなのか、それとも見極めて──カレンの眼力なら間違えることなど万が一にもありえないだろう──魔王が悪い相手じゃなかったら、戦わないですむのか？　そういう選せん択たく肢しもあるのか？　それとも──そういうことはまったく関係なく、魔王というだけで戦い、倒さなければならないのか？


「──かつて、『蠱こ毒どくの時代』と呼ばれた、怪かい物ぶつ系がただただ殺し合っていただけの時代があって、彼らはその生き残り。激はげしい生存競争を勝ち抜いたことによって、彼らは単なる怪物系から、『地・水・火・風』を司る、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』と呼ばれる存在に昇しよう華かした。専門的な話は省くけど、『オド』は寒・熱・乾・湿の割合によって地水火風無、『四つの属ぞく性せい』と『属性のない状じよう態たい』に分類できて、そして『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』は、怪物系であると同時に、ある意味、その『四つの属性』が形になった存在といえる。つまり、彼らはこの世界を成なり立たたせている要素そのものでもあり、ゆえに絶大な力を誇ほこり、──だからこそ、魔王の候補と思われている」


《……悪いことをしたから魔王、ってわけじゃないのね》


「……善悪を判断する法はこの世界にはない。でもこういうことならできる。『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』は、他ほかのどんな存在よりも、この世界から生命を奪うばっている」


　立場が違えば、また異なる意見がある。それもまた世界の真実。


《──そんな存在、いくらカレンでも、倒せるの？》


「まさか。無理。いまのあたしが十人いたって彼らの一体も倒せない。──でも、世界はクリアを待っているそうだし、彼らが魔王であるのなら、──いつかは倒せるんじゃない？」


《だったら魔王じゃなかったら？　そしたら戦う必要もなくて》


「……難しいところよね。結局、怪物系と人間系はいつかぶつかることになる。だからこそ、最強の怪物系である彼らは依い然ぜんとして人間系にとって最大の障しよう害がいであり、だからこそ、魔王になるんだろうっていわれてるんだから」


　──立場は違い、交わらない──


《……じゃあ、カレンは、魔王を見極めて、どうするの？》


「……」


《……だいたい、どうやって、見極めるの？　そんなことができるの？　これって、結局カレンにだって決められないことじゃないの？　カレンは、いったい、どうやって──》


「そうね。どうしようかなぁ──」つぶやくようにそういったのち。


　身体からだを起こすと、ぽん、と手をたたき、カレンは続けた。「……ね。ソラ。あたしのロケットのこと、知りたい？」


　……え？　《……ロケット？》


「ああ、まだ教えてなかったっけ。あたしのカレシ、ロケットって名前なの。……ねぇ、あたしの恋人のこと、知りたくない？」


　いいながら、カレンはいきなりの話題転てん換かんについていけないでいるあたしを気にせずベッドから手を伸ばし、ソファに置かれたナップザックを取り寄せた。


　ベルトポーチを取り出し、開き、なかからそっと、大事そうに、カードの束を取り出す。


　二丁拳けん銃じゆうとカウボーイハットをシンプル化したデザインの裏地──カレンのオリジナル・カード。


　そのなかから、なにやら抽ちゆう象しよう的な絵が描かれたものを一枚取り出し、ほおずりし、カレンはささやいた。


「……ソラにだけ、特別サービス！　だから痛いのは我が慢まんするように」


《……え？　あ、うん。我慢するけど、でも、いったいなにを──》


　カレンがカードをビキニで包んだ胸に抱き、再びベッドに寝転んだ。


　──次の瞬しゆん間かん、光を発してカードが肌に吸い込まれていった。


　カードが発動する、鈍にぶい──とはいえ以前ほどではなくなった──痛み。


　そして──


《……え？　わ、わ、わ、な、なに？　これ──あ、ああ》


　あたしは突然、胸がいっぱいになるのを感じた。


　泣きたくなった。


　走りたくなった。


　こみ上げてくるなにかに、カレンの身体を借りている目から涙があふれそうになる。


　それは、──カレンの、恋人への思い。


　切なさと、いとおしさ、ありとあらゆるしあわせと、──このひとのためになるのなら、生命だって惜しまないと本気で思っている気持ち──


「……これはね、あたしが、ある夜、あの子に感じた、思い」


　ああ。わかる。伝わってくる。カレンの、恋人に抱いた思いが。


　自分の隣となりでしあわせそうに眠っている、恋人の寝顔を見つめて心に感じた気持ち、それがカードから伝わってくる。カード化された気持ちが、いま、あたしのなかでよみがえり、そのときのままにリアルな気持ちを伝えてくる。まるでカレン自身になったかのように、あたしはそれを自分の思いとして受け取って、胸の奥からこんこんと、湧わき上あがってやまない思いに全身が強くゆさぶられる──


　──泣きたい思いが止まらない──


《……こんなの、まで、この世界ではカードにできるわけ？》


「ええ。この手のカードは『共感エンパシー』カードっていわれてる。超貴重なカードなのよ？　だれにでもつくれるわけじゃないし、狙ねらってつくれるわけでもない。それだけに、非常に高価に取引されるカード。このカードのためだけに人を殺したりもする、まるでドラッグのような──実際、脳内麻薬を引き出しているわけだしね。……ともかく、どう、伝わったでしょう？　あたしの思い──


　──あたしはあの子のためだったら、なんだって、できる」


　その言葉に、うそはない。


　実感として、わかった。


　カレンが恋人に向ける気持ちを、自分のものとして味わった。


　カレンがなんのために、ひとりで旅をしていたのかはわからない。


　どうして魔ま王おうを見み極きわめようとしているのかも、わからない。


　それでも、──これほどの思いがあるのなら、カレンは、これからなにがあろうとも、だれに止められようとも、きっと、それを、やりとげるだろう。


　カレンは本当に、恋人のことが好きなんだ──


《……それにしても、さすがというか、本当に、──カードマスターっていわれるわけね》


　ようやくカードの発動が終わり、──余よ韻いんにぼぅっと酔よっていたあたしは、ついつい聞かずにはいられなかった。《………………他ほかにもあるの？　こういうの》


「あるけど……繰り返すけど、きちんと理解してよ？　さっきもいったけど、本当に扱いの難しいカードなんだから。もしも手に入れたり、自分でつくれるようになっても、絶対だれにもいっちゃダメ。というわけで──」


　顔こそ見えなかったが、カレンがにやりと笑ったのが感じられ、いやな予感がした。


　カレンがこういうふうに笑うときは、気をつけるに越こしたことはない。


　いったいなにをする気か知らないが──絶対に──なにかやばい──


　カードをスロットから取り出し、新たなカードを胸に抱いたカレンに、あたしはあわてていった。


《待って？　カレン？　あたしべつに、ただ聞いただけで》


「いいって遠えん慮りよしなくても。──それでは、リクエストにお応こたえしまして大サービス！　これから見せますカードはぁ、あたしがぁ、あの子と『愛を確かめ合っている』ときの、文字どおり、『愛の記録』──！」


《…………ま、待って？　それってまさか、いや？　ちょっと、カレンそんなのまでカードにしているわけ？　いくらなんでも、それは──》


「だからぁ、意い識しきしてつくれるものじゃないんだって。思わずぽろっと生まれちゃう？　それだけに、すごいよ？　ソラちゃんにはちょぉぉぉぉぉっと刺し激げきが強いかもしれないけれど、まぁ、将来の予習だと思って、あたしのあの子への愛を、存分に、味わって？」


《いや、待って、やめて──》


　身体からだ中に光線が走り、カードが発動されて──


　──それからあとのことは、話したくない。


　とにかく、──その後、カレンはヒジョウにいい顔で、眠りについた。


　同時に、意い識しきもうろうとしていたあたしもたちまち、暗くら闇やみに、引きずり込まれる──








　いつもなら、激げき痛つうに襲おそわれて『シフト』するはずなのだが。


　その夜は、なぜか痛みを感じず、あたしは『シフト』することなく、はじめて『シフト』しない眠りにつき、カレンとともに、目を覚ました。


　徹てつ夜やに付き合ったことはあるけれど、こういうのははじめてで、──はじめて一緒に迎むかえる朝は、微び妙みように、恥ずかしかった。けれどまぁそれはともかくとして。


　その朝、あたしたちは、ついに、魔ま王おう候補と対面した。





　──『火』を司つかさどりみずから魔王を名乗る候補は、『サラマンデル』といった。








　　　　◆








　扉とびらを通り抜けると、そこは、森のなかだった。


　寸前まで宿やど屋やの部屋内だったのが瞬しゆん時じに森のなかへと変わったことで、あたしの思考は停止したが、カレンは冷静に、ナップザックのポケットからデッキを取り出しカードを肌に吸い込ませた。


　たちまち具現化するハルバード。


　うっすらと拳けん銃じゆうの線画が浮いている鋭利な刃にカレンは自分の背後を映し見る。


　が、たったいま通り抜けてきたばかりのはずの扉は消え、うっそうとした森が広がっているのみ。


　それを確認してやっと、あたしの脳みそも活動を再開──あれ？　あたしたちついさっきまで、宿屋の二階のいちばんいい部屋にいたはずなのに？　扉を抜ける寸前までは、確かに目の前には控ひかえめに花の飾られた吹き抜けの廊下があったのに？　扉を抜けたら、──どうしていきなり森に出ているの？　廊下は、あたしたちの部屋はどこに？　扉はどこにいったの──？


　カレンがハルバードをカードにもどし、肌から取り出してポーチのなかにしまいつつ、前方の空間を、仰あおぎ見た。


　その動作で、あたしは気がついた。


　──ここは、森じゃない。


　森だと思ったのは、視界に樹じゆ木もくが映ったからで、床が地面だからで、下生えが茂っていたからだが、──ここは、よく見ると、森じゃない。


　森というにはあまりにも、樹木のない空間が広い。


　木々の並びに規則性がある。柱の代わりに樹木が支え、壁かべの代わりに樹木が茂って組み合わさり、アーチをつくって天井となり、巨大なホールをつくっている。


　ここは、木々が壁になった部屋──大広間。


　ここは、生い茂る木々をそのまま壁や柱や天井にした、森の宮きゆう殿でん──





「──驚おどろいてもらえたか？」





　低い声が、轟とどろいた。


　壁は木や葉でできているにもかかわらず、その声は吸い込まれずに部屋を反はん響きようしていった。


　こだまに呼応するかのようにざわざわと、周囲から葉の擦こすれる音。


　宮殿を象かたどる森がゆれている。木と木の合間の暗がりが、なにかの潜ひそむ気配をはらむ。ぽつ、ぽつと、闇やみの中に小さな光が灯ともつ。それは瞳ひとみ。夜にたゆたう蛍ほたるのようにかそけき光は異い形ぎようのものの意思が宿やどる眼。増えていく。増えていく。囲まれていく。ぽつぽつと。周囲に展開されていく。まるで夜空に輝かがやく星のように──しかしなにより恐ろしいのは、前方の大きな闇から感じる圧倒的な気配──


「すまないな。せっかく遠いところから訪問してきてくれたのに、出で迎むかえられなくて。そうしたいのはやまやまだったのだが、おれが動くといろいろと刺し激げきしてしまうのでな。だから、こういう方法を取らせてもらった」


　突とつ如じよ、炎が燃え上がった。


　巨大な炎が赤々と、宮殿の森を照らし出す──その中心に、それはいた。


　──ドラゴン？


　山のようにひときわ高く盛り上がった台地の上に、巨木がそびえ、その太い木の根がつくった自然の玉ぎよく座ざの上に、それはこちらに腹を見せるようにして、だらしなく横たわっていた（その姿は人間からかけ離はなれたものであるにもかかわらず、一いつ瞬しゆん、手て枕まくらをして横になった寝ね釈しや迦か像を連想した）。


　──いや、あれはドラゴンではない。


　燃えているかのように部屋を照らし出す真っ赤な胴体。長く伸びた首。細長い頭にはうろこととげと角が生え、コウモリのような皮ひ膜まくを持つ翼つばさは大きく広がりライオンのたてがみのようにおのれを誇こ示じし、尻尾しつぽを玉ぎよく座ざから下に垂らしている──その姿はまさしく悪あく魔ま的な西洋風のドラゴンだったが、しかしなにかが違った。


　かつて、この世界でドラゴンを見たことがあるからわかる。


　そのとき見たのは水玉模も様ように覆おおわれた冗談のような柄のドラゴンだったが、それでもドラゴンはドラゴンだった。まったく疑いようがなかった。


　それと同じで、わかる。


　あれは、ドラゴンではない。


　あれは、並なみ外はずれて大きいだけの、四本足のトカゲ。


　ドラゴンにあこがれて、大きくなってみたけれど、それでもやっぱり、トカゲはトカゲ──


　もっとも、迫力がないわけではない。


　むしろ、ドラゴンとは違った凄すごみがある。まるでドラゴンから気高さを取り払い、代わりに邪じや悪あくさを加え、ちょっとした狂気で味つけをしたような。赤く輝かがやくうろこは、まるでその下に千もの万もの傷を抱えてそのにじみ出る血で赤く染まっているようで、どこか背筋の寒くなるような、──しかし明らかな、魅み力りよく。


　見ていると吸い込まれてしまいそうな、底の見えない湖をのぞきこむのにも似た、正体の計り知れない魅力──


　これが、『火』の魔ま王おう候補、サラマンデルという怪かい物ぶつか。


　サラマンデルが尻尾を一振りしたとたん、その身体からだがさらに赤く輝いて、周囲を照らし、まるで舞台に登場するかのように、カレンは木々の闇やみからゆっくりと、その光の中へ歩を進めた。


　サラマンデルに近づくにつれ、だんだん寒くなってくる。


　日なたから木こ陰かげに入ったときのような、ひんやりとした感じ。


　──それは、奇妙な感覚だった。


　サラマンデルの身体は燃えている。うろこが赤色なだけではなく、実際に、燃えている。赤々と、うろこがそれぞれ火を発し、全身を火炎で包んでいて、その光がホールを照らし出している。


　にもかかわらず熱ねつ気きは伝わってこない。


　むしろ、こちらの熱を奪うばわれているような──


　ちくっとした痛みが走り──カレンがカードを使っていた──カレンの身体が厚手のマントに包まれた。


『衣服』ではなく『防具』のマントが、たちまち肌寒さを取り払う。


　大きなトカゲは首を持ち上げ、こちらに見せた腹を前足で搔かきつつ（腹を見せるのは動物にとって恭きよう順じゆんの証あかし、と聞いたことがあるが、そんな雰ふん囲い気きはまったくなかった）、詫わびた。


「……ああ、これは失礼したな」


「いいえ。暑くされるよりずっといいわ。なにしろこの下ビキニだから、これ以上は脱げないもの。……ところで、他ほかにも服を買ったんだけど──」


「ああ。こちらに届けさせよう」


「あと、宿やど代だいと服代、ツケにしてもらったから、そちらのほうもお願いね？　宿まで手配してくれて、いい対応してもらえたから、うんと奮ふん発ぱつしてあげて」


「約束しよう」


　大きなトカゲは、愉ゆ快かいそうに目を細めた。


　トカゲの顔であるにもかかわらず、表情がわかった。


　縦たて長ながの瞳どう孔こうには明らかに、知性がある。当然だ、どんなに人間とは違う存在に思えても、中身はあたしたちと同じ、せいぜい中学生か高校生──


　体たい勢せいはそのまま、長い首だけをこちらに向けて、怪かい物ぶつはずらりと牙きばの並んだ口内を見せる。


「さて、それでは──」


「その前に、ひとつよろしいかしら」


　なにかいいかけたサラマンデルを慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに差し止めて、カレンがたずねた。「さっきのあれ──『瞬間移動テレポート』じゃないわよね？　いったいどうやったの？　そもそも術じゆつ者しやが感じ取れなかったけれど、魔ま法ほうなの？　新しい怪物仲間の新スキル──ってわけでもなさそうだけど、教えてくれる？」


「ほほう。さすがに気づいたか。次におまえらと遊ぶときの隠かくし手てにするつもりだったのだが、そう素す直なおに聞かれては、答えざるを得ないなぁ。……ああ、あれは既き存ぞんのスキルや魔法とはまったく別ものさ。……これだ」


　言葉と同時に、マントに包まれていないほおが、気温の低下を感じた。


　サラマンデルの身体からだがさらに赤く発光し、口こう吻ふんの長い顔が天井を向く。


　その口がぱかりと開いて、伸び出てきた二ふた股またの舌には、なにやら緑色に光る、宝石のようなものが載のっていた。


　首を曲げ、器用に舌から前足（うろこに包まれてはいたが、まるで人間の手のようだった）へとその石を移し、サラマンデルは告げた。


「さっきのあれは、この石の力によるものだ」


「……石？」


「正しくは、『種』かな。おれのスキルをヒントに、つくってみた。この『種』が、カードもスキルも使わぬ力を発動させる。この『種』自体がカードであり、スキルであり、こいつを使えばカードスロットを使わずともスキルを使用できる──おれたちは、こいつを『Ｓ系魔法』と名づけることにした。Ｓは種ＳＥＥＤのＳってな」


「……『Ｓ系魔ま法ほう』」


「ああそうだ。Ｓ系魔法──カードも魔法も使えない、おれたちの、カードや魔法に代わる手段だよ。とはいえカードほど万ばん能のうではないし、もっとも残念なことに──そちらにとってはいいニュースだろうが、どうやら怪かい物ぶつ系の独占手段、というわけにはいかないようだな。魔法使い系にも、こいつはどうやらつくれるらしい。そう簡単ではないが──」


　カレンはしばらく『種』を凝ぎよう視ししていたが、やがてため息をつき、マントの下で肩をすくめて、笑った。


「……さすがというか、皮肉よね、サラマンデル。『Ｂ系魔法』も『Ｆ系魔法』も、あなたたち『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』が体系づけたもの。さらには新しい魔法系統までつくり出し──魔法を使えないあなたたちが、だれよりも魔法にくわしいなんて？」


「それは逆だよ、カードマスター。魔法を使えないからこそ、魔法を使いたいと思い、魔法もカードも使えないからこそ、あえてそこに立ち向かうことを選せん択たくする。あきらめて、尻尾しつぽを巻いて逃げるのなんてまっぴらごめん、だれが決めたか知らないが、てめえの思いどおりになるもんか、とな。──ああ、おれたちは、認めるのではなく反逆することを選ぶ。──反逆者、というわけだ」


「あら？　目指しているのは魔ま王おうじゃないの？　魔王って、どちらかといえば反逆される側ってイメージなんじゃない？」


「そうだなぁ、そのへんのイメージ違いをどう擦すり合あわせるか迷っていたが、もう悩まなくてもよさそうだ。聞いたぞ？　『魔王を見み極きわめに』来た、らしいな？」


「ええ。そのために、あなたに会いに来てあげた」


「なら存分に、おれを見極めてもらおうじゃないか。せいぜい魔王と認めてもらえるように、つつしんで接待させてもらおう。──ああ、遠い『都みやこ』からわざわざひとりで来てくれたんだ。その度胸と才能に敬意を表して二つ名で呼ぼう、カードマスター。『都』最強の勇ゆう者しやパーティー、『Ｌ・Ｌ・ロケッツ』の副長にして、裏のリーダー、もっとも尊そん敬けいできる我が敵よ──我が城はあなたを敬して歓かん待たいしよう」


「あらそう？　それじゃあ遠えん慮りよなく。しばらくお世話に──」


　いいつつ、胸に手を当て、気取ったお辞じ儀ぎをしようとしたとき──


「待ってください！　師し匠しよう！」


　突然、森の木がつくるホールのなかに、大きな声が響ひびき渡わたった。


　サラマンデルが顔を上げ、カレンも振り返り、星のように暗くら闇やみのなかで光っていた眼も、ざざざと声が聞こえたほうに──天井に──向けられる。


　──人間？


　神父を思わせるきっちりとした黒服で身を固め、カラーを首に巻き、めがね──ペルソナ？──をかけた少年が、一見冷静そうな顔にわずかに朱を差して、天井から、ツタを伝って降りてくる。


　少年は適当なところでツタから飛び降り着地すると、早足で近づいてきて、曲げた中指の節でめがねをくいと押し上げ（癖くせなのだろうか、まるで猫ねこが招いているような動作がちょっとかわいかった）カレンをにらみつけたのち、サラマンデルに向き直り、いった。


「勇ゆう者しや側の人間に見み極きわめてもらう必要なんてありません！　師し匠しようは最強の魔ま王おうです！」


「……見ない顔だけど、どなた？」


「こいつの名前はザン、おれのいちばん新しい弟子だ。なかなかおもしろいやつでな、次におまえらと戦うときは、こいつが活かつ躍やくしてくれるだろう。──ほら、ザン。挨あい拶さつしろ。こちらは『Ｌ・Ｌ・ロケッツ』の真のリーダーさんだ」


　サラマンデルにうながされ、不ふ承しよう不ぶ承しよう、少年は頭を下げる。


「……………………どうも」


　カレンは手を振った。


「はいどうも。ところでサラマンデル、その真のリーダー呼ばわりムカつくからやめてくれない？　真とか裏とかないから。『Ｌ・Ｌ・ロケッツ』のリーダーはロケットただひとりだから」


「あいつは嫌きらいだ。陰いん湿しつすぎる」


「もう一度いってみなさいよ。ぶっとばすわよ」


「て、てめ、人間のくせに、師匠になんて口利きやがる！　この、……この、真リーダーの裏リーダー！」


「…………頭いいんだか悪いんだか、わからない子ね」


「なかなかおもしろいだろう？　ところでザン、いきなり割り込んできて、なにか用事があったんじゃないのか？」


　サラマンデルの言葉に、ですから！　と憮ぶ然ぜんとしていた少年──ザンというらしい──が声を張り上げた。


「ナニサマだかは知りませんけれど、師匠が勇者候補のやつらごときに見極められる必要なんてありません！　だいたいこいつは敵なんです！　どうして歓かん迎げいするんです！　師匠は意味なく遊びすぎる──敵の主力である以上、ここで倒してしまうべきです！」


　いいじゃないかめんどうくさい、どうせ暇ひまなんだし、とサラマンデルは身じろぎし、うつぶせになると、口を開いておくびをもらし、ついでに小さな炎を吐き出した。


「そうはいうがな、ザン。はっきりいって、たとえ彼女が百人大たい挙きよし押し寄せてこようと、おれの敵にはならないんだぞ？　そういう存在があえてひとりでたずねてきてくれたというのに、それを称たたえずむしろチャンスと殺してしまうのは、魔王を目指す者として、あまりにかっこ悪くないか？」


　一いつ瞬しゆんの間。そして。


「──だったら、おれにやらせてください！」


　沈ちん黙もくを破るかのようにさらに大きく響ひびいた声に、ほお、とサラマンデルは目を丸くして、──サラマンデルの言葉に意外と気分を害していたらしい、カレンが尖とがった口調でいった。


「……ザン、だっけ？　魔ま王おうの弟子だかなんだか知らないけれど、あたしも安く見られたものね。サラマンデルの百分の一にも劣おとると思われているようだけど、こう見えて、カードマスターって呼ばれているのは伊だ達てじゃないのよ？　『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』本体ならともかく、あんた程度があたしの相手をできるわけ？」


「やってみなけりゃわからない！」


「……ジャマースキルを使っているようだけど、雰ふん囲い気きで、わかるわ。あなたまだ、上位スロット一つも開いていないでしょ？　あたしの相手をしたいなら、お師し匠しようさんに穴を一つでも開通してもらってからにしなさいな？」


「……まぁ、確かにいまのおまえじゃなあ──」


　サラマンデルにまでいわれ、ザンは、しばらく激げきした様子でカレンをにらみつけていた。


　動じる様子のないカレンに、ふと、真顔にもどると（口を閉じていると、きっちりした恰かつ好こうも相まって、先ほどまでのやり取りとは裏うら腹はらの、非常に冷静な人物に見える）、サラマンデルを見上げ、いった。


「……師匠、おれたちは、──反逆するものです」


「……身内の口からいわれると少し恥ずかしいが、……ああ、そうだ」


「ならば、この女より弱いおれには、反逆する権利がある。カードマスターが強敵だからこそ、反逆を挑いどむ価値がある！　違いますか？　──反逆は、勝ち目があるからするものじゃなく、反逆は、譲ゆずれぬもののためにあり、反逆するのに理り屈くつとか、道理なんて必要ない。そしておれは、戦い方だけでなく、生き方でも師匠の弟子でありたい！　だから反逆させてください！　お願いします！」


　大きなトカゲはようやく、考え込む素そ振ぶりを見せた。


「…………と、いっているが、どうかな？」


　サラマンデルに視線を送られ、カレンは肩をすくめる。


「……そちらこそ、いいの？　大事な弟子を殺してしまうかもしれないわよ？　それでもいいならあたしはべつにかまわない。見み所どころのある子のようだから、──敵の戦力を減らせる機き会かいを断る理由なんてないし」


「そうか。ならすまないが、しばらくお付き合いしてもらおうか──」


　ぷっ、と、サラマンデルが、口から火球を吹き出した。


　火球はホールの一角に落ち、そこからぼぼぼと両りよう脇わきに、炎が広がっていく。


　火球から生まれた炎の線は、左右に延びて大きく弧こを描えがき、たちまち暗いホールの中央に、炎で描かれた円が描き上がる──


「──なによ、舞台を限定する気？」


「きみの得意な三次元戦せん闘とうで城を壊こわされてはかなわん。地味にやってくれ、地味に。……その代わり、もしもきみが勝利したら、──この城のなかにいる限り、おれたちのだれもきみに手を出さぬことを約束しよう。たとえきみがなにをしようとも──城内限定で、だがな」


「……負けたら？」


「好きにしろ。興味ない。……ただ、ザンには、もしも負けたらきみが城にいる間中、きみの世話係をしてもらうかな？　もちろん、ザンが生きていればの話だが……どうだ？　ザン」


「……かまいません」


　カレンににやりと笑いかけられ、ザンはいやそうにそっぽを向きつつ、うなずいた。


　そして二人は、炎の輪のなかへ踏み入った。


　ためらうことなくあっさりと、生死の懸かかった炎の線をまたぎ、円の中心で向かい合い──


　鷹おう揚ように、玉ぎよく座ざに座りなおしたサラマンデルが、口を開く。


「いちおう、助言しておこうか。カードマスター」


「──弟子にじゃなくってあたしに？　なによ」


「ザンはおれの弟子であり、──おれの問いであり、答えでもある。……実力差ははっきりしているが、あまり油断していると、足をすくわれるぞ？」


　サラマンデルの言葉に感かん極きわまったかのようなザンに、カレンはへぇ、と息を吐き──


「はいはい。じゃあとっととはじめましょ？」


「──ザンの初撃に、用心しろよ？」


　最後の言葉だけは、カレンの耳もとから聞こえた。


　カレンにしか聞こえないようなささやき声が、ぼそっと、耳じ朶だを打った瞬しゆん間かん。


　──戦いは、号令もなくはじまった。








　　　　◆








　サラマンデルは巨木の根っこがつくった玉座から一歩も出ていなかったが、にもかかわらず、用心をうながす小さな声は耳のすぐ近くから聞こえた。


　同時にザンが長剣を具現化させ、突進してくる。


　いきなり聞こえた助言か気をそらす罠わななのかわからぬ声に、あたしはすぐにパニックになったが、カレンの心はまったく動どう揺ようしていなかった。


　──最初の一撃を見るまでは。


　助走をつけて上段から大きく剣を振り下ろそうとしてくるザンに、『ハルバード』カードを肌に吸い込ませつつ、カレンは眉まゆをひそめる。──あんなに大振りで攻撃してきて、よけられたらどうするつもりなのだろうかと。当然こちらはよけるけど。


　デタラメなこの世界でも慣かん性せいの法則は適てき用ようされており、大きくて重い剣の軌き道どうは簡単に変えられるものではない。あれほどの勢いきおいで幅広の長剣を振り下ろしたら、なにかにぶつかり勢いをそがれるまで止まらないだろう。軌道の変更はできないだろう。そしていったんこちらがよけてしまえば、剣が地面に突き刺さるまでに最低三回は攻撃できる。それで勝負は終了──？　自信満々に挑ちよう戦せんしてきてそんな茶番はいくらなんでもないだろうが──


　なにかスキルを使っているのか？　怪かい力りきを得られる『剛ごう力りき』とか、そのへんの？


　カレンのほうがレベルが高いにもかかわらず、サーチスキルの効果は妨ぼう害がいされていて、ザンの職系やレベルやスロット数、使用しているカードはわからない。ザンの走り方からは、腕力強化や重量増加スキルの発動は感じられないが──


　結局、カレンは様子を見ることにした。


　武器ハルバードは出さず、ザンの長剣を右によけつつ、パレオの上に結わえたベルトポーチから、デッキ『緊きん急きゆう回かい避ひ』を準備しいつでも使えるようにする。


『シフト世界』には多種多様のスキルを持ったカードがあり、カードを持っていれば持っているほど戦い方の幅が広がり、戦局を有利に運べる。


　が、一方で、所持しているカードが多ければ多いほど、見つけ取り出しにくくなる。


　必要なスキルカードをたくさんのカードの中から探している間に殺されたのでは意味がない。だから、いざというときすぐに必要なカードを取り出し使えるよう、あらかじめカードの枚数をしぼって束にしたものを『デッキ』といい、作成には使用者のセンスが問われる。デッキをつくるカードの枚数を増やせば増やすほど、使えるスキルは増えるが必要なカードを取り出しにくくなり、少なくすればカード自体は見つけやすくなるだろうが、使えるスキルが減ることになる。


　カレンのデッキ『緊急回避』を形成しているカードは、わずか三枚。


　いざというとき迷わず選び使えるよう。


　それをすぐに使えるようにしつつ、油断なく、よけた剣の軌き跡せきとザンの動作を観察し──


「──な？」


　次の瞬しゆん間かん。ものすごい勢いきおいで振り下ろされ、ただただ地面に向かっていたはずの長剣が、軌道を、九十度変えた。


　まったく勢いを減じることなく、縦たてから横へと軌道を変えた長剣がカレンの胴をなぎ払おうとする。


　間かん一いつ髪ぱつ、手首から吸い込まれたスキルカード『軽けい身しん功こう』──六ろく神しん功こうの一、だがカレンは上位カード『六神功』より下位カードである『軽身功』を単体で使うことが多い──が発動、カレンは木の葉のように軽やかな動きで後ろに跳とんで刃やいばをよけた。


　と思った瞬間、横なぎの刃が速度をまったく変えることなく、今度は突きへと転じてカレンを追った。


　さらにカレンは目もく撃げきする。


　信じられない長剣の軌道変更を、ザンが剣を持つ左手一本で行っているのを。


　しかも空あいた右手はすでに、神父然とした服の胸部に目立たないようあつらわれたポケットから、新たなカードを取り出している──


「くっ！」伝わってくる。カレンの強い焦しよう燥そうが。


　これは、カレンが追い込まれているということだろうか──正直、あたしにはなにがなんだかわからない。なにが起きているのかも、どうしてカレンが焦あせっているかもわからない。一心同体とはいえカレンの心が読めるわけではなく、ただ、感じている気持ちが伝わってくるだけだから。


　カレンは『緊きん急きゆう回かい避ひ』デッキから、二枚目を取り出し肌に当て、スロットへと送った。


　ザンの長剣が胴をつらぬくその瞬しゆん間かん、カード『ウェアミスト』が発動、カレンの身体からだが、霧きりと化した。


　が、動どう揺ようすることなく、ザンは肌に光の線を走らせつつそのまま霧をつらぬき、剣を薙なぐ。


　とたん、霧からカードが四枚飛び出す──ザンが『カードイジェクト』を使ったか。


　たちまち霧が凝ぎよう結けつし、実体にもどりはじめる。


　そこに向かって、いまだ勢いきおいの衰おとろえない長剣が迫り──


「っ！」今度はザンが声をもらした。


　霧から実体にもどったカレンは、ハルバードをすでに具現化させていた。


　違う、ハルバードをかまえるために、その隙すきをキャンセルするために、カレンは自分を霧に変えたのだ。


　振りかぶった体たい勢せいから渾こん身しんの力をこめて振り下ろされたハルバードの斧ふ頭とうが、長剣の切っ先を迎むかえ撃うつ。


　乾いた音が高く響ひびいて、ハルバードはそのまま地面にたたきつけられ小さなクレーターをつくり、ザンの長剣は、折れるのではなく粉々になる──


　ザンは刃を失った剣の柄つかをカレンに投げつけつつ、後ろに跳とんで、距きよ離りを取った。


　新たなカードが挿入され、再び長剣が現れる──


「……まさか、霧になるとは思わなかった。カードマスター。だが、もう油断はしない。次からはそれも想定ずみで行くから──」





「……あなた、『魔ま法ほう使つかい系』でしょう？　どうして戦士の真似をしてるの？」





　ザンの身体がぴくりと震ふるえ、サラマンデルが笑い声を上げた。


「ほう、さすがはカードマスター。たったあれだけの立ち回りで、気づいたか？　魔ま王おうを見み極きわめる、なんて口にするだけあって、なかなかたいした眼力だ。……それにしても、ザン、真似だとさ」


「真似じゃねぇ！」


　ザンが叫さけび、新たに一枚、カードを体内へと送った。


　左手から霧きりが噴ふん出しゆつし、長剣へとからんで赤く輝かがやき出だす。


　不気味に光る剣をかまえて、ザンは声を張り上げた。


「訂てい正せいしろ！　おれは戦士だ！　真似じゃねぇ！」


「なにいっているの？　あなた、『発はつ放ぽう紋もん』を持っているでしょ？　その剣だって、戦士スキルがつくった剣じゃないでしょ？　いまだってＦ系魔ま法ほうを使って──」


「──ああ！　確かにおれは魔法使い系としてこの世界に『シフト』させられた！　それは認める！　だがな、それがどうした？　なぜたったそれだけのことで魔法使いにならなきゃならねぇ！　勝手に決めるなってんだ！」


「……へぇ」


「勝手に『シフト』させられて、さらに『在あり方』まで決めるだと？　ふざけるな！　どこのだれだか知らないが、そこまでいいようにされてたまるか！　──ああ、魔法使い系は魔法使い職にしかなれないというんなら、おれはそれに『反逆』する。だったらおれは戦士を目指す。魔法使い系のおれが、だれよりも強い戦士になって、この世界に『おれ』を認めさせてやる！　だれかの思いどおりになんかならないと──それがおれの『反逆』であり──


　──おれは『魔法使い系戦士職』、だ」


　強い輝きを瞳ひとみにともし、剣をかまえるザンを、カレンは無表情に見ていた。


　ふと、手に持っているものに気づいたとでもいうように、ハルバードを持ち上げて、首を振った。


「……悪いことはいわないわ。──ザン。あたしに勝ちたいのなら、少しでも勝ち目がほしいなら、魔法使いとして攻こう撃げき魔法を使いなさい」


「──おれは戦士だと、いったはずだ」


「あなたがそれなりに強いのはわかる。さっきの戦いも──あなたにはレベル差を埋められるだけの機き転てんがある。工夫がある。──だからあたしはいってるの。悪いことはいわないから、魔法使いにもどりなさい？　魔法使いなら、あなたは強くなれる。でも戦士は──自分がそれなりに戦士をやれていると思うなら、それは錯さつ覚かくに過ぎないから」


「ふざけるな！」


　一いつ喝かつと同時に、ザンは左手にある発放紋──魔法使い固有の器官、利き手に生じるものなので、ザンは左利きらしい──から霧を噴出させて、そのなかに、飛び込んだ。


　──とたん、ザンの身体からだがかき消える。


　いや、霧のなかに消えた、と思った瞬しゆん間かんカレンの背後に霧が発生し、そこからザンが、剣を腰だめにかまえて飛び出してきた。


　が、たとえ背後からの急きゆう襲しゆうであっても『オド』で相手の動きを探れるカレンにとっては死角にならず、不意打ちにならず、突きはあっさりハルバードの柄つかに受け止められて──


「──なに？」


　ザンの剣が、再び粉々に舞まい散ちった。


　またも武器を失い、あわてて距きよ離りを取ろうとするザンにかまうことなく、カレンはサラマンデルに視線を送り、口を開く。


「……サラマンデル。あなたらしくないミスね。……それとも、怪かい物ぶつ系だからこそ思い当たらなかったのかしら？」ザンを見て、ため息をつく。「それなりに自信があったみたいだけど、どうせ、仲間の怪物系としか修行していなかったんでしょう？　格上の怪物系はともかく、同じ戦士となんか、戦ったことないんでしょう？」


「どういう意味だ！　なにがいいたい！」


「戦士の武器には、──生命が宿やどる。それは戦士の固有スキルであり、戦士であることの証明であり、だから戦士はいつだって、断言できる。矜きよう持じを持って、今日のトウデイズレッスン──


　──たとえどれほど強くても、どんな力を持とうとも、生命を持っていない武器は、生命を持っている武器にかなわない。


　文字どおり、こめられた気迫が違う。


　──どんな武器も生きた武器には勝てなくて、そして、生命を宿す武器を持てない魔ま法ほう使つかい系のあなたは、──だから決して、『戦士』になれない」


　ふざけるな！　とザンは叫さけんだ。


「たかが武器の優ゆう劣れつで、おれの意思まで否定されてたまるか！」


　ザンの言葉にカレンもまた、めったに上げない怒ど鳴なり声ごえを返した。


「ふざけているのはあなたよ！　戦士にとって武器はおのれの半身にして、無二の相棒。戦士の誇ほこりは武器とともに育はぐくまれ、戦士の精神は、武器によって鍛きたえられる。だからこそ、武器を育てられないあなたには戦士の心がわからない！　だから『たかが』とかいえる！　おのれの相棒に向かって『たかが』なんていうやつに、──相棒を二度も砕くだかれて、それでも平然としているやつに、戦士を名乗る資格はない！」


　激げきしたカレンの叱しつ責せきに、ザンは言葉を返せなかった。


　唇くちびるを嚙かみ、すでに取り出していた三本目の剣を見つめる。


　蒼そう白はくになったザンを無視して、カレンはあらためて、サラマンデルに向き直った。


「……いったわね。サラマンデル。彼は、あなたの問いにして、答えだと」


「……ああ、いったな」


「じゃあ、これで答えは出たわけね？　──問い、魔法使いは戦士になれるのか？　──答えは、いいえ。魔法使いとして生まれた者は、決して戦士には、なれない。それが現実──」


　──言葉を途中で止めて、カレンは振り返った。


　こちらに向かって三度目の剣をかまえた、ザンをにらむ。


「いったはずよ──わからないの？　ただの武器では何本あっても生きた武器にはかなわない。そしてあなたは魔ま法ほう使つかい系、生命を持つ武器をつくれない。その剣は、決してあたしに届かない──それはどうしようもない現実」


「……それが、どうした」


「どうしても、というのなら、魔法使いとして戦いなさい？　補助だけじゃなく、攻こう撃げき魔法を使って──それならまだ、やりようも──」


「──おれは戦士だといった──いいや、おれは、戦士に、なるんだ！」


　聞く耳を持たない子供のような、しかしはっきりとした、『宣戦布告』。


「…………なら、いいわ」


　ぼそり、とつぶやくと。


　カレンはあらためて、ハルバードをかまえ、──いつの間にセットしていたのか──スキル『メタモルウェポン／ツイン』を発動させた。


　気がつくと、上位スロット四つがすでに埋まっている。


　カードの発動を示す光の線を肌の上に走らせつつ、カレンは、二丁の片かた手て斧おのへと変化した武器を、腰のベルトに引っかけて、両手をその脇わきに垂らす。


　まるで西せい部ぶ劇げきの抜ぬき撃うちのような恰かつ好こう──カレンが本気のときに見せる、独特の戦せん闘とう体たい勢せい。


　カレンから伝わってくる激はげしい感情に、気がつくと、あたしは怯おびえていた。


　突然膨ふくれ上あがったのを感じた、それは、──殺意。


　殺してやる、という明確な意思。


　さらなる怒りと、悲しみと、失望と、そして──羨せん望ぼう？　憧しよう憬けい？　──期待？


　カレンの『オド』が激しく体内をめぐり、オーラとなって体外まであふれだし、ザンが思わず一歩退く。


　周囲の闇やみから一いつ瞬しゆん悲鳴のような喧けん騒そうが上がり、たちまちに、静まり返る。


　場が緊きん張ちようにぴきぴきと凍こおりついていくなかで、カードマスターとまで呼ばれた、魔ま王おうの候補であるサラマンデルが一目置くほどのカレンの力、その一いつ端たんが、いま現れようとしている──


　ああ、とあたしは思った。


　カレンは、本当にザンを殺す気だ。


　さっきまでは、いろいろいっても殺す気まではなかったのに、いまのカレンは本気で、戦うためではなく、殺すために武器を握にぎっている。


　おそらくこの場の全員が、それを肌で感じている。


　にもかかわらず、カレンが背後に感じている『オド』──サラマンデルは、まったく動こうとしない──


　カレンは歌うように、告げた。


「──運命に、──現実に、──絶対勝ち目のないものに、それでも挑いどむというのなら、見せてもらうわ。あなたの力を──その資格があるのかどうか」


「……くっ」


「勝つ心しん算さんがないのなら、結局あなたのその意思は、妄もう想そう以外の何物でもない。口ではなんとでもいえる。だから本気で思っているのなら、見せなさい。その力を。本気でやり遂とげる気でいるのなら……さぁ、──これから死ぬという結末を、せいぜい変えてみせなさい！」


　次の瞬しゆん間かん。


　闇やみをかき消し、白光が広がり──





　──すさまじい爆ばく発はつ音おんが、轟とどろいた。








　　　　◆








　森の宮きゆう殿でんは、半はん壊かいしていた。


　カレンの背後──大きな木とサラマンデルの玉ぎよく座ざがある方向──は何事もなかったが、カレンが突とつ撃げきした地点から先は、床も木々もぼろぼろになり、壁かべに穴が開いていた。


　穴の向こうは青空で、日光がさんさんとふりそそいでいる。


　かなり高所であるのか視点が高く、空と雲しか見えない──


　どうやら森の宮殿かと思ったものは、本当に森のなかにあったわけではなく、『大だい王おう城じよう』の上階に位置する広間につくられたものだったらしい。


　それまで闇に隠かくれていた怪かい物ぶつ系たちが、あわててまだ闇の残っている玉座側へと避ひ難なんしていく、騒さわがしい移動の音が聞こえる。


　けれどもそれを気にすることもなく、光に目をくらませることもなく、カレンの瞳ひとみは、ただただ自分が二丁の斧おのをたたきつけた地点を見つめていた。


　やがて。


　ぱちぱちという、拍手の音が聞こえてきた。


　それに合わせて、笑い声も。


　あっはっはっはと、いかにもおかしそうに尻尾しつぽを振りながら、サラマンデルが翼つばさをバタバタとさせ、前足を打ち合わせつつ、笑っている──


「──おい！　おまえら見たか！　ザンのやつ！　逃げたぞ！　大きいことをいっていながら逃げやがった！　尻尾を巻いて隠かくれやがった！　さすがだ！　それでこそおれの弟子！　ああちくしょう！　やりやがった！　ああそうだ！　大事なのはそれだ──みんな！　見たか！　あれこそが、おれの誇ほこるいちばんの弟子──！」


　ひとしきり笑い、前足と翼を打ち鳴らし、尻尾を回して喜んだのち、ようやく大きなトカゲの怪かい物ぶつは、カレンのほうに向き直った。


「…………ああ、失礼、みっともないところを見せたな」


「……いいえ」


「……さて、勝負の結果だが、あいつが生きている以上、決着はまだついていない──といいたいところだが、それはさすがにひいきだろうな。……きみの勝ちだ。カードマスター。約束どおり、きみの命は保証しよう。この城のなかにいる限り、きみは安全、かつ自由。──もちろん敗者のザンには世話をさせよう。あの恥さらしをせいぜいいじめてやってくれ。他ほかにもなにか、入いり用ようなものがあったらいつでもおれにいうといい。──ところで──」


「……なに？」


　いかにも機き嫌げんよさそうに、サラマンデルは、聞いた。


「好きに過ごしてくれていいが──どうやって、見み極きわめるんだ？　おれが魔ま王おうかそうでないか」


「……」


「勇ゆう者しやなら、魔王を倒せば勇者と認められるのだろうな。だが魔王は？　人間系を殺しまくればいいのか？　それともやはり、勇者に倒されるまでは魔王と認めてもらえないのか？　それなら残念な話だが、おれが魔王と認められることはないな。なぜならおれは、負けないために魔王になるのだから。──おれにとってはそれ以外に、魔王であることの価値はない」


「……」


「ああ、そうだ。世界はクリアを待っていて、そして『魔王』が『勇者』に倒されたとき、世界はクリアされるというのなら、──おれは決して倒されないまま魔王として君くん臨りんしてやる。他に理由は要いらない、そう運命が定められているというだけで、おれが戦う理由になる。怪物系として『シフト』させられているおれが、おれの運命を否定してやる。そのために、おれはたとえ茶番だとしても、みずから魔王を演じて、運命にケンカを売ってやる。──生きている限り、それがどうしたとつぶやき続けて──


　──さっきいったな、魔王は反逆者とはいえないのではないか、と。


　──逆だ。反逆者であるために、おれは魔ま王おうを演じるのであり、おれの敵はそもそもおまえらなどではなく、この世界そのものであり──


　──依い然ぜんとして、あいつは、──ザンは、おれの問いであり、……答え、だよ。そしておれの、いちばんの弟子だ」


　ふん、とカレンは顔をしかめて吐き捨てた。


「……あたしを、試し金きん石せきにしたわけね？」


「いやいや、結果的に、だよ。それでもまぁ、意図していたわけではないが、役に立ってくれたのは事実。おかげでおれは気分がいい。だから心から歓かん迎げいしよう、勇ゆう者しや軍でもっとも恐るべき、最強の女戦士よ──


　ようこそ、我が別荘にして憩いこいの地、『大だい王おう城じよう』へ」


　部屋の準備はしてあるから、すぐに迎むかえをよこそう、そういって、大きなトカゲの怪かい物ぶつは機き嫌げんよさげにうなずくと、翼つばさを広げて、飛び立った。


　激はげしい風を巻き起こし、カレンの髪かみを乱れさせ、大きく開いた広間の壁かべから空へと飛び出していく──








　──姿が完全に見えなくなったあとも、森のホールには、しばらくの間、大きなトカゲの楽しそうな笑い声が、響ひびいていた。


　憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべたままの、カレンをその場に残して。


　でもあたしには、わかる。


　カレンがその表情の半分も、気を悪くしていないことが。むしろ、顔をほころばせまいとしていることが、──とても喜んでいることが、伝わってくる。


　どうしてカレンは、そんなにも、うれしそうにしているのか──








　　　　◆








　こうして、ついにカレンは、──最大の魔王候補と、接せつ触しよくを、果たした。





　──旅は、終わりに近づいていた。
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　　　　◆








「この世界は、なんのために存在するのだと思う？　あたしたちは、なぜ『シフト』させられるのか」


「……おいおい、確かにおれは人語を解するトカゲだが、なんでも知っているわけではないぜ？　わからないことなどいくらでもある」


「でも、考えたことはあるでしょう？　ぜひ聞きたいわ。魔ま王おう候補のお考えを」


　たいていの場合、会話はカレンの唐突な質問からはじまり、トカゲの魔王候補は問われるままに答えた（たとえばカレンが「あなたの弱点はなに？」と聞いたとき、サラマンデルはあっさりと、寒さに弱いことを告白した。水の属ぞく性せい──厳げん密みつには、寒・湿の性質が苦手だと。もっともそれは、カレンもすでに承知のことだったようだが）。『大だい王おう城じよう』の屋上にしつらえられた天てん蓋がいのない『謁えつ見けんの間ま』では大きなトカゲとして、『謁見の間』の裏にこっそりつくられた『資料室』では小さなトカゲあるいは炎の玉に身を変えて、サラマンデルはカレンの話し相手となった。そういう様子を見ていると、サラマンデルとカレンが、かたや魔王を目指すもの、かたや魔ま王おうを倒す勇ゆう者しやの候補であるとはとても思えなかった。


　かつて二人は戦って、いろいろなものを奪うばい合あい、奪われて、そしてそれはこれからも変わらないのだとお互いにわかっていて、それでもこうして一緒の時間を過ごしている──そのことが、あたしには不ふ思し議ぎでたまらなかった。


　実際、カレンのサラマンデルへの評価はかなり高い。


　だからこそ、まずサラマンデルを見み極きわめに来たわけであり──他ほかの『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』はスライムだったりゴーレムだったり植物だったり、魔王っぽくない、というのも理由のひとつらしいが──サラマンデルは、世界を考察することが好きだった。


「そうだな。根こん拠きよがあるわけじゃないけど──ではないが──」サラマンデルはときどき、口調が子供っぽく──あるいは現実世界の年相応に──なる。「直感的なものだが、こうではないか、と推すい測そくしていることはある。──カードマスター、きみにだって当然ながら、新人のころはあっただろうと思うのだが──『こちらの世界』になんとか慣なれて、生きるためだけに必死にならなくてもすむようになったとき、まず、なにをしたいと思った？」


　そうね、とカレンは手をあごにやり、考えたのち、おもむろに答えた。


「セックス？」


《──セ、セッ、え？》


　あたしは動どう揺ようしてしまったが、日光を取り入れるための天窓がある資料室の机の上で、ぽかぽかと日光浴をしていた赤色の小さなトカゲは驚おどろいた様子もなく、愉ゆ快かいそうにうなずいた。


「忌き憚たんなき答えをありがとう。そうだな。青少年の──いや、人間のスケベ心はあなどれない。ビデオやパソコン、ネットの普及にも一役買っているそうだし。若者がこんな世界に来てしまえば、そして余裕ができてしまえば、まずそれを考えるのは自然だな。……そしておれは、──それこそが、きみの問いへの答えになるのではないかと思う」


「──つまり、──だれにはばかることもなく『セックス』するためにこの世界はあって、そのためにあたしたちは『シフト』していると？」


「なんのために、だれが──まではわからないがな。直感以上の根拠はないが、おれは意外と、シンプルに、それが正解ではないかと考えている。──ただ、まぁ、きみも女性なんだし、もう少し、言葉をオブラートに包んでみてもいいかもしれない」


「たとえば？」


「たとえば──この世界は『恋』をするためにあって、『恋する』ために、おれたちは『シフト』している──、とか？」


「……意外とロマンチストなのね」


「でなければ魔王なんて名乗れない。おれはトカゲ界一のロマン主義者さ」


　──この世界に『シフト』するとき、聞こえてくる言葉がある。


　世界はクリアを待っている、と。


　その言葉が示すものは、この世界が自然に発生したものではなく、何者かがなんらかの目的を持ってつくったものではないかという可か能のう性せい、そして、その意い図とによって自分たちは『シフト』させられているのではないかという疑問。


「……じゃあ、世界はクリアを待っている、というのは、だれかの『恋の成じよう就じゆ』を意味していると？」


「突拍子もない話に聞こえるかもしれないが、案外、それが正解かもしれないぞ？　──もちろん、『そのものずばり』ではなく『象しよう徴ちよう的なもの』かもしれない。たとえば、とある魔ま術じゆつの世界では、物質は『火』や『水』といった元素が『愛』で結ばれているもの、と考える。ここでいう『恋』とは、そういう類たぐいの象徴かもしれない。


　おれは、ここでいう『クリア』には二種の定義──個人的なものと世界的なものがあると考えている。個人的なものは人それぞれ違うだろうが、世界的には──」


「……」


「……失礼。自己完結していたな。だがまぁ、考えているとおもしろいよ。もしもこの世界が『恋するため』にあり、『その成就』がクリアを意味するのなら、──なにを以もつて『恋の成就』とするのだろうな？　愛もそうだが、恋はもっとあいまいだ。──恋とは続けるものであり、恋の終わりとはむしろ否定的な意味合いが強い。恋が、やがて愛へと変わるものなら、それが成就ということか？　それとも両者は別物なのか？　──いや、もっと即物的に考えてみよう。たとえば、恋のゴールが『結婚』なら、──『結婚』とはなにを意味するものなのか？　戸こ籍せきなどないこの世界で、ただ一緒に暮らすだけでは同どう棲せいと変わらないし、家庭をつくるにしたところで、きみも知ってのとおり、ここには家系などないし、こちらの世界では子供をつくることができない。──本質的にはそれでいいのか？　それとも、いや、むしろ──そう、つまりこの世界は万ばん能のうでありながら不自然であり、ならば『恋の成就』というのは、その欠けている部分を──」


　途中から、まるで独ひとり言ごとのように話し続けるサラマンデルに、カレンはまたか、とでもいうような顔をして、椅い子すの背にぐたっともたれかかった。


　サラマンデルはどうやら説明好きのようなのだが、ときどき、自分の思考に没ぼつ頭とうしだれかに説明していたことを忘れてしまう。


「……ところでさ、サラマンデル」


「──無ではなく空、グノムスのいう『第五元素』とは、もしかしてそれを──え？　あ、ああ。──なんだ？」


「恋するためにこの世界があるのなら、あなたもだれかに恋してるわけ？」


　──縦たて長ながの瞳どう孔こうが、一いつ瞬しゆん、ここではないどこか遠くを見る。


　が、すぐに焦しよう点てんはもどり、サラマンデルは笑っていった。


「忘れたのか？　勇ゆう者しやが魔ま王おうを倒したとき、世界はクリアされるんだぞ？　クリアが『恋の成じよう就じゆ』を指すのなら、魔ま王おうの役目は、さしずめ恋する二人の邪じや魔まをすることだろうさ。この世界が恋するためにあるのなら、世界の敵であるおれは恋を妨ぼう害がいする側であり、──ならば勇ゆう者しやの役割は、恋を応援することか」


「むしろ、恋をすることかも」


「なるほど、そういう考え方もあるな。それならば、恋する者はみんな勇者になれる可か能のう性せいがあり、それを邪魔するやつこそ魔王というわけだ。……ならばせいぜい、勇者の恋人には気をつけよう」


「……そうね。最大限に注意しなさい？　本当に」


『大だい王おう城じよう』に来てから、カレンはほぼ毎日サラマンデルに会い、いろいろな会話をしていたが、あたしの記き憶おくにいちばん残ったのが、この会話だった。


　それはカレンも同じだったらしく、まだ午前中だったが珍しくその日はそれ以上会話を続けることもなく、用意された自室に引き上げて、しばらく考え込んでいた。


　あたしが話しかけても、ほとんど上の空だった。








『大王城』に滞在するようになってからは、ずっと、サラマンデルと話す←→部屋にもどる、の繰り返しで、カレンは城から出ようとしなかった。


　活発で退たい屈くつ嫌ぎらいなカレンだとは思えないくらい、単調な毎日で、基本的に、サラマンデルと、そしてザン以外とは会わなかった。


　怪かい物ぶつ系も、そして少数の人間系女性たちも、カレンを忌き避ひしていた。


　当然だろう、敵同士、こうして同じ城のなかにいることのほうがおかしいのだから。


　それでもサラマンデルが認めているため、どういう態たい度どを取っていいのかわからなかったのだろう。だから用事を持たない怪物系たちはカレンと出会うことを極きよく力りよく避さけた。必要があって──日常の雑ざつ事じや、サラマンデルの予定を聞いたり、取り次いでもらったり、など──接せつ触しよくする人間系たちも、最低限の会話しかしようとしなかった（カレンを避ける人間系の女性のなかには、恋人の怪物系を人間系のパーティーに殺された者もいる、そうザンがいっていた）。だからカレンの話し相手はサラマンデルとザンしかおらず、町に出ればまた違ったのだろうが、カレンは城から出ようとしなかった。


　ザンは約束を守り、ときには執しつ事じの服装、ときにはメイドの服を着て──どんな恰かつ好こうのときでもめがねとカラーはつけていたが──まさしく罰ばつゲームのていで、カレンの世話をした。


　カレンに心身ともに倒され、ついには逃げ出してしまったにもかかわらず、カレンに接する態度には陰いんにこもったものがなく、むしろ開き直って堂々としていて、それをいうならサラマンデルだって外見以外はまったく怪物らしくなく、彼らが敵であることに──魔王の軍団だということに、あたしはどうしても、慣なれることができなかった。


　──カレンはどう感じていたのだろうか。


　あたしとカレンの会話は、全体的に少なくなっていた。


　今日のトウデイズレッスンもなくなって──それは、毎日代わり映えのしない生活で新たな刺し激げきが少なく、そのためもともと会話の苦手なあたしが話題を探せないせいもあったが、カレンが内にこもるようになってきたからでもある。


　なにか聞いても、当初竹を割ったような性格を見せていたカレンとは思えないくらいに歯切れが悪くなり、答えをはぐらかされることも多かった。


　──それはむしろ、あたしの質問のせいかもしれなかったが。


　あたしはがんばっていた。手を替え品を替え、カレンの考えていることを吐き出させようとした。どうにかして、カレンの目的を知りたかった。魔ま王おうを見み極きわめる、そういったカレンの真の目的を。


　見極めるだけ、のはずがなかった。


　もしもそうなら、カレンがこんなに思いつめた様子を見せるはずがない。


　いったいなにをする気なのか。あたしに手伝えることはないのか。あたしはカレンのことを、友だちだと思っているのに、どうして助けにならせてくれないのか──


　もっとも、純じゆん粋すいにカレンのことだけを考えているのかと聞かれると、そうだ、とは断言できない。


　あたしの場合、カレンの助けになりたい、と思う気持ちのどこかに、強迫観念がないとはいいきれないから。


　かつて、あたしは、鷹たか生おを──好きな男の子を、裏切った。


　孤こ独どくを恐れる鷹生を、──彼の気持ちがわかっていて、冷たいプールのなかにひとり置き去りにして、逃げた。


　そのことは、いまだにあたしの心の奥底に澱おりとなって沈ちん殿でんし、心がゆれ動かされるたびに、表面へと浮き上がってくる。


　そのことは自覚している──


　それでも、たとえ強迫観念のせいだとしても、彼女を友だちだと思っていることに間違いはなく、あたしはカレンのためになにかしてあげたかった。


　カレンは連日、謁えつ見けんの間まか資料室に赴おもむいてはサラマンデルと話をし、サラマンデルがいないときにはザンと話し、そして自室にもどっては、『共感エンパシー』カードを使い、あたしがいるのにもかまわずに、恋人との愛の記録に耽ふけった。


　カレンのいうとおり、『共感エンパシー』カードはドラッグに似ていた。


　カレンは、追いつめられていた。


　このときは知る由よしもなかったが、──のちに、あたしは知ることになる。


　ある時点から、カレンが一度も『眠って』いなかったことを。


　あたしたち、『シフト世界』の住人プレイヤーには、二種類の『眠り』がある。


『シフト』しない睡すい眠みんと、そのまま『シフト』してしまうもの。


　カレンは意い図として、『シフト』しない睡眠ばかりを取っていた（普通は意図して行えるものではないのだが、カードマスター・カレンにはそれが可か能のうだった）。そうやってずっと『眠らず』、『シフト』して現実世界にもどろうとせず、『こちらの世界』にい続けていたのだ。


　すべてが終わってしまうまで、あたしはそれに、気づけなかった。








　いまにして思えば、あたしは心の──いいかえよう、身体からだの──どこかで知っていたのだろう。別れが近づいていたことを。


　サラマンデルとの謁えつ見けんをすませたころには、『シフト』をしたり、カードを使われたりしたときに感じていた激げき痛つうが、はっきりとわかるほどに軽くなっていた。


　痛みで目を覚ますのは相変わらずだったが、痛みのあまり叫さけぶことはなくなった。


　カードについては、発動する瞬しゆん間かんにちくりと刺激を感じるだけ。


　なによりも、──あたしとカレンの『シフト』で生じる時間差が、なくなった。


　あたしの一日後がカレンの一ヶ月後だったり──それほどあった時間差が、いつの間にか二、三日ほど間が空あいた程度になって、気がつくと、その間すらなくなって、あたしはカレンと同じ毎日に『シフト』するようになっていた。あたしとカレンの『毎日』が重なり、時間が飛ばなくなっていた。同じ時間を過ごせるようになっていた。


　──それはある意味正常であり、痛みのことも合わせて、赤あか松まつは、それでいいのだといった。


　やがて痛みが完全になくなったとき、あたしに起きている『異常シフト』は終わるだろうと。


　そのニュースを、あたしは正直、喜べなかった。


　死の危険を回かい避ひできたのはうれしい。


　が、──あたしはまた、やってしまうのか？


　また、友だちをひとりっきりにして、自分だけ逃げ出してしまうのか？


　だからあたしはおそるおそる、赤松に聞いてみた。いま、カレンが大変なことになっているから、せめてそちらの片がつくまで現げん状じよう維い持じを保てないか、と。


　赤松は答えず、困ったような顔をして、それであたしは、──なんとなくだが、悟さとったのだ。


　片がつくまで待つ意味は、ないのだと。


　おそらく、あたしの『異常シフト』が終わるとき──カレンのことも片がつくのだ。


　逆かもしれない。カレンがなにかを果たしたとき、あたしの異常も終わるのか。


　どういうつながりがあるのか知らないが、あたしの異常とカレンには、とにかくなにかのつながりがあって、だから、待っても意味がない──あたしたちは、それぞれの『終わり』を一緒に迎むかえることになっていて、それはもはやどうしようもない──


　なぜそう考えたかはわからない。赤あか松まつの表情に、そう感じたとしかいえない。


　──いや、どこかでわかっていたのかもしれない。


　この『終わり』は、不ふ可か避ひであるということを。


　あたしはきっと、知っていた。


　いつか──いや、この『異常』が終わったとき。


　カレンと、離はなれ離ばなれになることを。








　とにかく、──それがどういうかたちであるにせよ、終わりが近づいていることは確かに感じられて、だからこそ、あたしはカレンの力になりたかった。これまで助けられてきたぶん、恩返しをしたかった。


　カレンがいなければ、あたしはこの世界でやっていけなかった。


　カレンに受け入れてもらえなければ、あたしはおかしくなっていた。


　いきなり頭のなかで聞こえた声を、カレンは無視も邪じや険けんにもせず、友だちとして接してくれた。いろいろな経験を味わわせてくれて、「今日のトウデイズレッスン」として教えてくれた。この世界での生き方を。あたしがいま正常で、元気にいられるのは、赤松と、そしてカレンのおかげ──


　だから、あたしも、なにかしたい。


　なんでもいいから、カレンになにかしてあげたい。


　きっとなにか、あたしにも、──いいや、一緒にいるあたしだからこそできることがあるはず──でもそう考えれば考えるほど行動は空から回まわりして、カレンが話してくれないことへのもどかしさばかりが積もっていった。


　そういう日々が何日も続き──


　ついにあたしは、爆ばく発はつした。





　──それは、すべてが終わる日の、その前夜のことだった。








　　　　◆








　きっかけは、あたしが、いつものように──このころにはすでに定番となっていた──鷹たか生おへの愚ぐ痴ちをカレンに話したことだった。


　愚痴自体は話の接つぎ穂ほにするためのもので、本題ではなかったのだが（本題以外の話題が少なくなったため、この話をしてしまうことが多かった）、その日は少し、熱が入った。


　友人から、『現実世界』で赤あか松まつが、いまだに宮みや沢さわ沙すな緒おと鷹たか生おから水泳部に入るようしつこくいわれていることを聞いたから。


　目に眼帯をつけているため──あの日から、赤松は今日きようまでずっと眼帯をつけ続け、家にいるときも外はずさない、という徹てつ底ていぶりだった（そしてなぜかその恰かつ好こうが、宮沢沙緒に非常にウケていた）──強引にプールに引っ張られることはないようだが、脅おどされたりすかされたり、頼み込まれたり挑ちよう発はつされたり、いろいろやられているらしく、そのことを、あたしは赤松からではなくクラスの友人に教えてもらった。


　──ちなみに、かつて大きな事故に遭あい、それ以降水泳から遠ざかっていた鷹生がようやく水泳部に復帰したとき、なぜかあたしはクラスメイトや昔の友人から次々に「よかったね」との言葉をいただいた。


　どうしてあたしにいうのか？


　正直あたしには、鷹生の復活が本当によかったのかどうか判断できないのに。


　よかったね、といわれても、素直に返すことができないのに。


　そもそもなんであたしにいうのか？　そりゃ確かに鷹生は幼おさな馴な染じみで、家も隣となりではあるけれど、もうあたしは水泳部ではないのに。なんてことを赤松に愚ぐ痴ちってみたら、あっさり、「バレバレだからじゃん？」といわれた。


　知らぬは鷹生ばかりだろうし、──あるいは鷹生も、ああ見えて鋭するどい男だから気づいているかもしれないけれど──


　──そう、隠かくしてもしょうがないだろう。カレンにだって、ただ鷹生のことを愚痴っていただけで、好きだというのを知られてしまったぐらいだし。


　確かにあたしは、鷹生が、好きだ。


　子供のころから。ずっと、──裏切ってしまったいまでも──


　ともかくそういうわけで、鷹生への気持ちがバレバレらしいあたしには、友人から定期的に鷹生の情報がもたらされる。


　宮沢と鷹生が赤松を水泳部に入部させたがっている、というのも、そうした定期情報のひとつだった。


　その情報は、心のどこかで予測していたにもかかわらず、あたしを動どう揺ようさせた。


　とくに、宮沢だけならともかく、鷹生までが誘さそっている、というのを聞いて。


　そして二人とも、あたしが近くにいるときは赤松にそういう話はしないくせに、あたしがいないところではしつこいぐらいに勧かん誘ゆうしている、というのを確認させられて。


　さらに、赤松がそのことをあたしに隠していたことで──


《……確かにあたしは、──過か剰じよう反応するかもしれないからさ、こっそりしていたのはわかるけど、でもこっそりする前に、どうしてあたしが過剰反応するかを考えろっていうのよ》


　あたしの愚痴に、ベッドに寝転んで窓から月をながめていた、カレンは聞いた。


「どうして過か剰じよう反応するわけ？」


《どうしてって、そりゃ、宮みや沢さわは鷹たか生おのことしか考えていないし、──鷹生だって、本当はわかっているはずなのに、勧かん誘ゆうしたりなんかして。──赤あか松まつが鷹生に勝てたのは、今回だけで、どうせすぐにいい勝負なんかできなくなるって、だから入部なんてさせても意味ないって、鷹生だってわかっているはずなのに──》


「べつに部活って、勝負するためだけの場ってわけじゃないでしょ？　一緒に楽しみたいっていうだけじゃないの？」


《……普通はね。……鷹生だって、そう考えているだけかもしれない。……でも、本質は違う。鷹生は水泳そのものじゃなく、水泳での勝負が楽しいヒトだから。……ううん、楽しいとかじゃなくって、鷹生は、──そうすることしかできない》


　鷹生は、子供のころから、突出していた。


　才能はもちろん、水泳への熱意という点で。


　身体からだができあがっていないころの過度なトレーニングは成長を阻そ害がいしてしまうため、厳きびしく制限されていたが──そうでなければ一日中でもプールで泳いでいただろう──泳ぐことは禁止できても、鷹生の、だれよりも速くなりたい、という気持ちは止められなかった。


　プールに入っていられない時間、鷹生は自発的に『勉強』した。


　生活を水泳のためにした。


　鷹生にとって、食事とは泳ぐための肉体をつくることであり、身長とは泳ぐための燃料タンクのことであり、泳ぐ筋肉のために歩き、息いき継つぎのために呼吸した。──ああ、あたしと鷹生の両親は、見事に鷹生を育てた。鷹生にとっては水泳こそがすべての中心であり、友人との関係もまた、例外ではなかった。


《──あいつは、……本当に、ある意味、怪かい物ぶつなのよ……》


　それは、小学校の五年生くらいのころだった。


　いかに才能が突出していようと、身体のできあがっていない子供の時分のことであり、そのころはまだ、記録にはそれほどの差はつかなかった。五年生の鷹生は小柄で、子供の運動能力は体格に大きく左右されるため、そのころは、あたしと、もう一人、体格のいい男の子がいて、その三人で常に上位を争っていた。


　といっても僅きん差さで、常に鷹生には勝てなかったが。


　男の子は、鷹生のいちばん仲のいい、親友といってもいいくらいの友だちだった。


　その男の子は、ある内輪の大会に──水泳教室の記録会だったかもしれない──懸かけていた。


　理由はなんだったか、よく覚えていないが──確か親と賭かけをしていたのだったか──男の子は、人一倍練習するようになった。鷹生の普通ではないトレーニングに必死についていき、次の大会がそれほど自分にとって重要なものであることを示した。むしろ命を懸けているのだというくらいに、練習を激はげしくするだけでなく、男の子は、子供らしい愚ぐ直ちよくさで、周囲に──とくに鷹たか生おに──暗にアピールしさえした。次の大会はおれに負けてくれ、と。自分を勝たせてくれと。それくらい、自分にとって、次の大会は大事なものだから、と──


　それでも、優勝したのは鷹生だった。


　決勝で競うことになったが、男の子は、鷹生に勝てなかった。


　鷹生は、わざと手を抜くことを、勝ちを譲ゆずることを、しなかった。


《しなかったんじゃない。できないのよ、あいつは。たとえ本当に命が懸かかっていたって、──鷹生はもちろん、友だちの命を助けるためならなんだってするだろうけど、──それでも、わざと負けることだけは、できない》


　あたしはそれからしばらくの間、つねに鷹生と一緒にいるようにした。


　子供心に、思ったのだ。勝てなかった男の子が、鷹生を殺してしまうのではないか、と。


　それぐらい、男の子はその勝負に懸け、周囲もそれをわかっていた。


　結局、男の子は水泳教室を辞やめ、学校も転校していった。


　最後まで、鷹生を憎にくしむ目をやめず──鷹生もまた、そうなることを予想していて──きっとあの子はもう水泳を好きになれないだろう。負けた自分を思い出して、負けてくれ、とアピールまでしてしまった自分を忘れることができなくて──


　鷹生は決して、間違ったことはしていない。


　他人に、誇ほこれないことはしていない。けれども。


　しない、とできない、では、意味が大きく違っていて──


《──鷹生には、『怪かい物ぶつじみた部分』が確かにあって、──たとえあたしが殺されることになるのだとしても、鷹生はわざとは負けられない。あいつは決して聖せい人じん君くん子しってわけじゃなく、他ほかのことなら柔じゆう軟なんすぎるくらい柔軟に対応できるのに、こと水泳勝負になると、──怪物になる。孤こ独どくがいやで、どんなに友人を求めていても、鷹生はみずから求めたそれに、自分の手で、とどめを刺す。──そのことで苦しむのは自分だってわかっていながら──》


　それがわかっていながら、それでもやっぱり鷹生は、友だちである赤あか松まつを水泳部に誘さそうのか。


　事故に遭あい、プールから遠ざかっていたことで自分を見つめなおせたと思っていたのに、やはり変わっていないのか。変われないのか。結局どうにもできないのか──





「……やっぱり、ソラはタカヲに、告白するべきだと思う」





　──あたしは、カレンの言葉にきょとんとした。


《……え？　な、んで？》


「──だってやっぱり、ソラはどうしようもなく、タカヲのことが好きなんじゃない。だからそんなにわかっていて、心配しているんじゃない。そんな気持ちを、ずっと抑おさえておくなんて、不毛というか、──無理だよ。無理なことを無理にしたって、悲しいことになるだけで──」


《──できるわけがないでしょう！》あたしは思わず、叫さけんでいた。《──話したでしょう！　結局あいつは怪かい物ぶつで、だからあたしはついていけず、逃げ出してしまったんだって。裏切ってしまったんだって。そんなあたしが──》


「怪物怪物って連呼するけど、でもそういうタカヲが好きなんでしょう？　そして、ソラは知っているんでしょう？　だれよりも。タカヲがそういう自分に苦しんでいることを」


　──もちろん知っている。


　友人との勝負だって、ぎりぎりまで、鷹たか生おは迷っていた。


　あたしに匂におわせさえした。負けてやろうかな、と。そうするのが友だちだよな、と（きっと同意してほしかったのだろうけど、あたしは答えられなかった。友だちならこういう場合、負けてやるべきものなのか）。それでも鷹生は負けられず、だからこそ大会後、がんばって仲直りしようとして、その必死さはとても放っておけなくて──


「──だったら、そんなタカヲの心を守ってあげられるのは、タカヲのことを理解しているソラだけなんじゃないの？　なのにいいの？　裏切ったとか、そんなことを気にしていて」


《──そんなことって──》


「いわせてもらうけど、逃げ出した、とか裏切った、とか──ただ悲ひ劇げきの主人公を気取っているだけだと思う。──本当に悪いと思っているのなら、つらくても、謝あやまるべきだよ。正直に話して、そして、お互いにチャンスを与える。許しのチャンス、告白のチャンス、理解を得ることのチャンス。それができないのは自分のプライドを優ゆう先せんさせているからで、そんな理由でソラばっかり完結してたら、タカヲがかわいそう。タカヲにだってチャンスをあげなきゃ。──それともソラは、タカヲを本物の怪物に、したいわけ？　そんな自分についには迷わなくなるような、本物の、怪物に──」


　あたしは、しばらく言葉が出なかった。


　きっと、カレンのいうとおりなのだろう。


　あたしは自分を悲劇の主人公だと思い、そんな境きよう遇ぐうに酔よっているだけなのかもしれない。


　でも、たとえそうだとしても、あたしにはどうにもできないのだ。自分がどうにもならないのだ。


　ならばあたしも怪物なのか。


　──そう、あたしもまた、ある意味怪物で、罪ざい人にんで、──この手はまだ、あのときの感触を覚えていて、『シフト』するようになる前から、夢の内容で目を覚ますことなどしょっちゅうで──


　──気がつくと、あたしは口を開いていた。


《……鷹生についていけなくて、逃げ出した、だけじゃ、ないの──》


「え？」


《六年生の、終わりごろ、──あたし、飛び込みに、転向しようと、思ったの》


　そのころには、水泳教室は機き能のうしなくなっていた。


　鷹たか生おの才能にだれもがついていけなくなり、辞やめていったから。


　──そのころには、鷹生はもうあきらめていて、友人を引き止めることはしなくなり、だからこそ、あたしだけは最後まで、鷹生と一緒に泳いでいようと思っていた。


　けれど、あたしも限界だった。


　だれもが──親まで──鷹生ばかりを見ていて、自分を見てもらえないことが。


　自分という存在に、気づいてもらえないことが。


　だからあたしは、鷹生と種目を変えようと思った。泳ぐ速さで競うのではなく回転やポーズの美しさで優ゆう劣れつを決める、高飛び込みに。親が経営している水泳教室のジムは大きくて、飛び込み競技に対応しているプールもあって、──もっとも高飛び込みは人気がなく、大学生ばかりが使っていて小学生でやろうという者はいなかったが、だからこそ、あたしは中学に上がるのを機に高飛び込みに転向しようと思い、こっそり練習していた。


　水とは決して柔やわらかいものではなかったが、身体からだをいじめるのは気持ちよかったから、自分に向いている、と思った。


　向いていなくてもかまわなかった。


　べつになにかを目指しているわけではなく、水泳、という競技で鷹生とつながっていればそれでよかったから。


　でも、隠かくれて練習するのには限界があり。


　やがて鷹生に、見つかった。


　高飛び込みの練習をしているあたしを見て、寂さびしかったのか、それとも本当に興味がわいたのか、鷹生はわざわざコンクリート製の塔のような飛び込み台を上がってきた。こわごわと下をのぞきこみ、へぇ、と感心していた。──そのときまで、正直いえば、あたしは少し気分がよかったかもしれない。鷹生に、飛び込みがすごいとほめてもらえたから。


　でも──


《でも、そんなあたしに、鷹生はいったの。──おれも、飛び込みはじめてみようかな、って──》


　そういってプールをのぞきこんだ鷹生に、あたしの頭は真っ白になった。


　わかっていた。鷹生に悪わる気ぎがないのは。


　単なるリップサービスだったかもしれないし、そうでなくてもただ寂しくて、いってしまっただけかもしれない。六年生の鷹生には、それ以上の意い図とはなかったと思う。


　それでも、あたしは目の前がちかちかするのを感じた。


　あたしには、確かに見えたのだ。


　──たちまち、飛び込みがあたしよりもうまくなっていく、鷹生の姿が。


　そのことを喜び、──また、あたしを見向きもしなくなる、父と母の、姿が。


　またも見てもらえなくなる、ひとりぼっちのあたしが──


《──気がつくと、あたしの両手は、鷹たか生おを突き飛ばしていた──》


　鷹生は間ま際ぎわに身をひねり、あたしを見て、そのまま落ちていった。


　丸く見開かれた目には、純じゆん粋すいな驚きよう愕がくだけがあった。


　その瞳ひとみに映ったあたしの顔は、いったい、どんな表情を浮かべていただろう。


《──そう。あたしはね、鷹生を殺しかけたのよ。好きな人を、この手で》


　高飛び込みの競技人数が少ないのは、水に落ちるのが痛いからだ。


　怪け我がするからだ。


　──下へ手たすれば、死んでしまうかもしれないからだ。


　そのことを自分の身体からだで理解していながら、──たとえ発作的にとはいえ、あたしは、鷹生を、不安定な体たい勢せいのまま、五メートルの高さから下へ突き落とした。


　あのときの、鷹生の顔──


《さいわい鷹生は怪我をせず、大人は子供のいたずらだと思った。あたしは両親にすごくしかられて、結局飛び込みに転向するのもやめて、──事件はそれだけで、終わった》


　でも、あたしは知っている。


　あれは、子供のいたずらではなかったことを。


　あれからも、まるでなにもなかったように接してくれた鷹生だけど、はたして気づいていないのか。知っていて変わらないだけか。


　──あのときのあたしは、どんな顔をしていたのか──


《──あのときの、鷹生の顔が忘れられないの。あのときの手の感かん触しよくが、消えないの。──あたしはもう、鷹生の顔を見られなくなった。近くにいられなくなった。だからあたしは、水泳をやめた。鷹生が、──それでもやっぱり、あたしに残ってほしがっていたことを知りながら、でもどうしても、耐えられなくて──


　──ええ。こんなの、たいしたことじゃないかもしれない。あたしは、悲ひ劇げきの主人公を気取っているだけかもしれない。……そう思っても、それでも、ダメなの！　耐えられないの！　あんなことがあったのに、鷹生は普通でいてくれて、あたしはやっぱり鷹生が好きで、でも、だからこそ──》


　鷹生を殺しかけた自分を、許せるはずがない。


　それをしたのが自分じゃなかったら、どうだろう？　許せるだろうか？　認められるだろうか？　あたしだったら絶対に、そんな女、許せない。そんな女が鷹生に好きだと告白することなんて、認められるはずがない。なのにそれが自分だというだけで、認めて許せるはずがない──


　赤あか松まつにも話していない、あたしの、真実。


《──だからもう、お願いだから、告白しろとか、気持ちを伝えろとか、いわないで──》


　カレンはしばらく、黙だまっていた。


　あたしが──自分の実体はないけれど──泣きやむのを、落ち着くのを、待ってくれたのかもしれない。


　どれくらいの時間が経たったころだろう。


　ぽつり、とカレンがいった。


「……ねぇ、ソラ。この前、サラマンデルがいったこと。覚えてる？」


《……》


「サラマンデルはいってた。この世界は、恋をするためにあるんじゃないかって。だれにもはばかることなく『恋』をするために、あたしたちは『シフト』している──あたしはね、この言葉、かなり真実に近いんじゃないかと思ってる。……だって、あたしの恋は、現実では決してかなわないものだから」


《…………え？》


「生涯でただ一度だけだと思っていた恋に、あたしは二度目のチャンスをもらえた。……だからね、思うの。『シフト』は、偶然起こるものではなく、意味があるんじゃないかって。『シフト』する必要があるからこそ、あたしたちは『シフト』させられるんじゃないかって──


　──きっと、ソラもまた、もう一度『恋』をするために、この世界にいるんだと思う。


　もしかしたらあたしみたいに、タカヲもこの世界にいるのかもしれない。過去の出来事を乗のり越こえられるようななにかが待っているのかもしれないし、あるいは、タカヲ以上に好きになれる人と出会えるのかもしれない。だから、ソラ、あきらめないで、恐れないで、──逃げないで。あたしから離はなれてしまっても、がんばって、──この世界で、いっしょうけんめい恋をして」


《──カレン》


「──そしてね。ソラ。もしも好きな人ができたら、その人を、助けてあげて。


　サラマンデルはいったわ。恋する者はみんな勇ゆう者しやになれるって。


　それは逆にいうなら、だれだって、怪かい物ぶつに──魔ま王おうになってしまう可か能のう性せいがあるということ。


　だからソラはがんばって、その人を、『怪物』ではなく『恋する勇者』にしてあげて。──だいじょうぶ、そんなことがあったんだから、ソラならきっと、間違えない。もっとやさしく、強くなれる。あなたなら、あなたが好きになった人を、魔王なんかではなくて、きっと勇者にしてあげられるから──」


　言葉を切って。


　ふう、とカレンは大きく、息を吐いた。


　どこか満足げで、『大だい王おう城じよう』に来てから本当に、しばらくぶりに、憑つき物ものが落ちたような表情だった。


　ベッドの上で身体からだを回し、うつぶせになる。


　そして枕まくらの横においてあったポーチから、カードを取り出す。


　一いつ瞬しゆん『共感エンパシー』カードかと思ったが、それは裏にオリジナル・デザイン、表に『ハルバード』の描かれたカレンの武器カードだった。


　ハルバードに、カレンは自身の『こちらでの名前』にひっかけて、『グレィビィ』と名づけている（二丁に分けたときにはそれぞれ『ソース』『スープ』と呼んでいた）。


　どこか、決意とともにそのカードを見つめて、カレンは、いった。


「……ありがとう。ソラ」


《……え？》


「ソラが、あたしのことを心配してくれているのは知ってる。あたしの手助けがしたいと思ってくれているのも。その気持ちだけで、じゅうぶんうれしい。ソラがいなかったら、あたしはおたおたしちゃって決意が固まらなかったかもしれないから」


　それはきっと、あたしのことを思ってのうそで、あたしがいなくても結局決意していただろうけれど──カレンは鷹たか生おと似ていて、やる、と決めたらなにがあってもやりとおすだけの強さがある──でもその気持ちは、うれしかった。


《……カレン》


　カレンは、続けた。


「あたしはね、ソラの異常な『シフト』だって、偶然じゃないと思っている。ソラがあたしのなかにいることには、きっとなにかの意味がある──


　少なくとも、あたしは、あたしがしようとしていることを──だれにも伝えられないと思っていたことを、あなたに伝えられるから。


　あなたに、そしてあなたを通してべつのだれかに、あたしの思いを伝えられるから。


　だからね、ソラ。ソラは、ただそこにいてくれるだけでいい。そして、あたしがしようとしていることを、ただ目もく撃げきしてくれればいい。あたしの思いを、伝えられる相手がいる──それだけで、あたしはすごく、救われるから──


　──カレンが、あたしの代わりに叫さけんでいたとき、みたいにね」


　カレンの言葉に、あたしはようやく、そうか、と思えた。


　そもそもこの状じよう態たいのあたしに、やれることなどほとんどない。


　完全に受身の状態である、いまのあたしにできることは、──ただ、目撃するだけ。


　目撃したものを、受け取るだけ。


　あたしにはそれだけしかできず、そしてカレンは、それでいい、といってくれている。カレンはあたしのことを知り、あたしも、カレンの真実を受け取る。あたしが赤あか松まつにも話せなかったことを話せて、なにかが解放されたように感じているように、あたしがただ受け取ることで、カレンが楽になれるなら──


　うん、とあたしはうなずいた。


《──わかった。あたしは目をそらさずに、カレンと同じものを見る。そして、絶対、忘れない──》


「ええ。お願いね。……相棒」


　その言葉に、──今度こそ、あたしは救われた気分になった。








　その夜、あたしは──『シフト』している最中だろうか──不ふ思し議ぎな『夢』を見た。


　カレンがいうには、正確には夢ではなく、『フラッシュバック』というらしいが（なんでも『シフト』する人間は、夢を見られないらしい、けれどフラッシュバックと夢っていったいどう違うのだろう？）──そのなかで、あたしはどこまでも高くそびえる『柱』を前に、無数の女の子たちと対たい峙じしていた。


　顔はよく見えなかったが、それでもわかった。


　彼女たちには、好きな人がいるんだと。


　好きな人のため、彼女たちはこの『柱』の前に集つどっているのだと。


　最愛の人を勇ゆう者しやにするために。


　魔ま王おうになんか、させないために。


　なかでも一人、ずんずんと、『柱』に近づくやつがいる。


　そいつの前に、あたしは立ちはだかり、思う。


　ああ、こいつは気に食わない。こいつとだけは、合わない──


　だからあたしははっきりと、宣言する。


「あんたにだけは、負けない」と。


　相手も、不ふ敵てきに笑っていい返す。あたしだって同じだと。


　女の子たちが寄ってきて、あたしもあたしもと、口々に、宣言をはじめる──


　──一人だけ、『柱』から離はなれた遠くに立って、笑っている女の子がいた。


　やさしげに微笑ほほえんでいるその子が、──顔はやっぱりわからなかったが、あたしには、なぜだかカレンのように思えた。


　とても、とても、変な夢──








　──そして運命の朝は、振しん動どうとともにやってきた。








　　　　◆








　まだ外も暗い早朝。


「起きろ！」


　ザンがノックもそこそこに扉とびらを開けて入ってきたとき、すでにカレンは身支度を終え（以前購入したたビキニを着用）、ベルトポーチを締め、動ける体たい勢せいになっていた。


　──その一方、あたしは『シフト』してきたばっかりで、ずんずんと響ひびいてくる振しん動どうにあたふたしていたが。


「いったい何事？　このゆれはなに？」


「まだ目が覚めていないのか？　よく『オド』を探ってみろ」


　カレンはいわれたとおり集中し、それがあたしにも伝わり、驚おどろいた。


　城の下方からたくさんの『オド』と、それらを合わせたよりも大きく、強く、しかしあのカレンが集中しなければ感じ取れないほどにかすかな『オド』が感じられる。


　これは──この城自体のもの？


　ザンが誇ほこらしげな表情でいった。


「いままで気がつかなかったろ？　ビックラッブの穏おん形ぎようスキルは師し匠しようのお墨すみ付つきだ。付き合いの長いおれだって、移動しているときじゃないと感じ取れないんだからな」


「……この城、──ビックラッブ？　怪かい物ぶつ系の背中に建っていたわけ？」


「正確には、ビックラッブのヤドを城に造つくり替かえたんだ。ビックラッブは、いわば巨大ヤドカリの怪物系だからな」


　どうやらこのなにかを擦こすっているような振動は、ビックラッブという名の、『大だい王おう城じよう』を背に乗せた巨大な怪物系ヤドカリが移動していることにより生じているらしい。


　──この城がじつは怪物系の背中だっただなんて！　程度のことではもうパニックにならないあたしは、けっこうこちらの世界に慣なれてしまっているのだろう。


「で？　何事？」


「こういうとき、おれはシェヘラザ姉さんのところに行くことになってるんだ。だから」


「……いや、あんたじゃなくって、いったいなにが起こっているわけ？」


　ああ、とザンはうなずいた。


「まだ話していなかったか。今け朝さ方がた、襲しゆう撃げき予告があった。いま、ビックラッブはハーミットクラッブ・タウンの住人を収容している。それが済み次第、ビックラッブは地下にもぐって避ひ難なんする。だからいいな？　ここでおとなしくしていろよ？　おれはシェヘラザ姉さんのところに行くから。こういうとき、彼女の護ご衛えいがおれの任にん務むだ」


　任務といえば聞こえはいいが、彼の実力と、あと一見冷静そうに見えてじつは激げきしやすい性格を考えると、ていよく避ひ難なんさせられているのかもしれない。


「…………襲しゆう撃げきって、だれの？」


　カレンの問いに、ザンは心を静めるかのように、ゆっくりと呼吸したのち、おもむろに、いった。


「……攻めてきたのは、『緑』だ。『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』の一柱にして、いちばんの自由人、『息い吹ぶく緑のジルフィード』。……まったく、あの人ときたら……！　とにかく、これからこの城は地下にもぐるから、おとなしくしていろよ！　いいな！」


　いい終えると、すぐにザンは出て行って。


　カレンも部屋を出た。


　ザンの忠告を無視し、屋上──謁えつ見けんの間まへと走るカレンに、あたしはたずねる。


《襲撃してきた、って、──『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』って、仲が悪いの？》


「ううん。四柱の結束は固い。彼らにとって仲間とは、家族と同義だから。……でも、いかに『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』とはいえ『発情期』の呪のろいからは逃のがれられない。完全に抑おさえることはできなくて、だから彼らは定期的に、お互い殺し合うことで──といっても四柱とも不死身だけどね？　ガス抜きをしているの。……ただ、サラマンデルは、その時期はしばらく先だといっていたけど……」


　屋上に出るや、それが目についた。


　青いはずの朝の空、その一角が、不自然な緑色になっていた。


　玉ぎよく座ざでは大きなトカゲ──サラマンデルが四本の足で立ち、まだ遠いその一角をにらみつけている。


　あたしたちのほうを振り向きもせず、サラマンデルはいった。


「部屋にいろ、といわれなかったか。もうすぐこの城は地下へともぐる」


「自分の居場所は自分で決めるわ」


「……好きにしろ。ただし、約束は『城内』までだ。外に出るなら、巻き込まれてもおれは知らん」


　言葉が終わるや、地じ響ひびきの音が聞こえはじめた。


　城を覆おおうゆれが、激はげしくなり、やがて、全体が沈みはじめる。


　ビックラッブが地下にもぐりはじめたのか。


　立っていられないような振しん動どうだったが、しかしサラマンデルは微び動どうだにせず、カレンも平然としていて、そして、空に生まれた緑色の一角は、たちまち近づき、城の上空に広がった。


　サラマンデルが天に向かって、吠ほえる。


「久しぶりだな！　ジル！　──とはいえまだパープル・ブレイクを二回しか迎むかえていない。次の対決は紫破の七回後──『月の合』のあとと決めたはずだが？」


　緑色に染まった空の、中心部あたりが震ふるえた。


　よく見ると、そこだけ緑の色が濃こい。後方が見えないくらいに。


　そして『オド』の集まり具合がただごとではない──


　声は、まるでたくさんの口が四方八方から話し出したかのように、多重になって、しかしぼやけずはっきり聞こえた。


　……ちょっとイメージとは違ったが。


「「「それがですねぇ！　サラちゃん！　サラちゃんに教えていただいた？　Ｓ系魔ま法ほう、それの凝ぎよう縮しゆくに失敗しちゃったりしましてぇ！　ジルちゃんったらすっごい発情期？　とにかくムラムラしちゃってるんです！　もーなにもかもむっちゃくっちゃにしてしまいたい！　みたいな？」」」


　甲高い声はまるで子供のようだが、声が音節を区切るたび、大気がぐらぐら鳴めい動どうする。


「……いったい、なにをつくろうとしてたんだ？　おまえは」


　城が完全に地面にもぐりこむ前にカレンとともに飛び降りて、四本の足で砂漠に着地すると、サラマンデルはあきれたように首を振った。


　ちなみに城は、激はげしい振しん動どうだったわりにほとんど音もなく砂漠の中へと沈み、跡あともまったく残っていない。


　前もって知っていなければ、ここに城が建っていたことなどだれも気づかないだろう。


　ため息をつきつつ、サラマンデルは、ゆっくりと赤い翼つばさを広げていく。


「……だから、気をつけろといったろう？　おまえはソコツなんだから、グノムスに監かん督とくしてもらえ、と」


　大気が震えた。


「「「ソコツってなんですぅ！　ムツカしいコトバを使われて、ジルちゃんますますテンパップ！　さぁさぁサラちゃんったらハリーハリーハリーハリー！　戦いましょう！　サラちゃんだけですよういまのジルちゃん受け止められるのは！　ほら！　ちゃんと『いつもの賞品』も持ってきたんですからぁ！」」」


　言葉とともに、女性の嬌きよう声せいのようなものが聞こえた。


　はじかれたようにサラマンデルが、後ろ足だけで立ち上がり、あたかも一個の塔のように、ぴん、と首を伸ばして空を見上げた。


　雰ふん囲い気きが変わる。


　ゆれていた大気が息苦しいまでに張り詰め、だんだんと冷え込んでいくのを感じ、カレンはカードを取り出して、防具『王おう墓ぼのマント』──周囲の環境変化が装着者に及ぼす影えい響きようを極きよく力りよく抑おさえるスキルが付与されている──を具現化させた。


　間違いなく、サラマンデルが周囲の温度を吸い取っている。


　そして自分の力に変えている。


　これが、火の魔ま獣じゆうの力なのか。


　いったいそこになにがあるのか、『オド』の密度が濃こすぎてスキルを使わぬカレンの目では、濃い緑色をした粒子の向こう側までは見通せないが──


「「「どうですよぅ？　この子もカワイイですけれども、セーブしないと簡単にコワれちゃいますし、そのテンサラちゃんならエンリョは要いりませんもんね！　思いっきりコロしてオカしてクラっても、サラちゃんだったらぜんぜんヘイキ！」」」


　空には日が照りながら、大地は冷え込んでいた。


　見渡す限りの砂漠のはずが、まるで地下の氷ひ室むろにいるかのように、サラマンデルの周囲だけ、寒い。


　カレンの吐く息が白くなるほどに──マントを着ていなければ、身体からだ中が震ふるえに止まらなくなっていただろう。


　いまや身体を煌こう々こうと赤せき熱ねつ化させ、サラマンデルは、赤く輝かがやく翼つばさを広げた。


　次の瞬しゆん間かん、翼がはじけとび、まるでマグマのようにぎらぎらとした『オド』の噴ふん射しやにとって代わった。


　赤光の奔ほん流りゆうでつくられた柱が四つ、背中から飛び出し、まさしく翼のように、広がっていく。


　よく見ると、サラマンデルのおなかが、裂さけはじめていた。


　横に裂けた腹のなかに、白く尖とがったなにかが見えた。


　それは、牙きば。


　裂けているのではなく、腹に牙と舌を持つ口ができている。


　胸部にまぶたがひらこうとしている。おなかに新たな顔が生まれようとしている。


　それまでただ大きなトカゲだったはずのサラマンデルが、更なる異い形ぎようの怪かい物ぶつに、変化しようとしている──


　全身を赤いひび割れで満たし、変へん態たいを開始しながら、サラマンデルは頭の顔に、凄そう絶ぜつな笑みを浮かべた。


「いいだろう。──『大だい王おう洞どう』に音楽ディスクは置いてきてしまっていたからな。ちょうど、『大だい王おう城じよう』用に新しいのがほしいと思っていたところだ」


「「「てことは？　ジルちゃんったらぐっどたいみんぐ？」」」


「──そうだな。だから今日きようで彼女は返してもらおう。正式に、この戦いを受けてやる。──そして、ああ、おれもその順番が大好きだ。


　おまえの暴走を受け止めて、殺して犯して食らってやるよ、ジルフィード」


　一瞬、胸に生まれた目で、ぎょろり、とカレンに視線を送ったのち。


　赤いトカゲは、身体中を変形させつつ緑の空へと、跳とんだ。


　たちまち周囲の温度がもどったが、背中を伝わる汗の冷たさは変わらない──


　──魔ま王おう候補同士の戦いが、はじまった。





　──あたしは『大だい王おう城じよう』へ来て、ようやく、魔王という存在の桁けた外はずれさを、知った。








　　　　◆








　空は、いまや三色に塗ぬり分わけられていた。


　まず、元の色である青。


　そして、来訪してきた緑色。


　最後に、新たに加わった、血を思わせる赤い色。


　大地もまた、三種の様相を呈ていしていた。


　砂漠にいつのまにか、苔こけむした場所ができている。


　砂しかなかったはずの空間に、沼が生まれ、小さな木の芽が吹き出している。


　それは生まれたとたん苔に覆おおわれ、たちまちに枯れ、かと思ったら苔のなかから再び芽が出、今度は苔のほうが枯れだし──互いの領りよう域いきを侵しん犯ぱんしあっている。


　種類の違う森林と森林の戦い──それは空も同様で、赤の空間と緑の空間が互いに相手を侵食し、陣地を奪うばい合あっていた。


《……これが、魔王候補の、ハウスオーナー・スキルなの？》


　これまでカレンに付き合った旅で、いろいろなハウスオーナーに出会ったが、これほどの距きよ離りで、これほど簡単に環境をつくりかえるスキルの持ち主を見たことはなかった。


『大王城』にあった『森の間』も、この力でつくったものなのか。


　よほどの上空で戦っているのか、ちらりほらりとしか見えないが、赤と緑、それぞれの色の中心に、異い形ぎようの姿があった。


　手のひらを怪かい物ぶつ化したような姿で、長い炎の尾を引いて緑の空間を文字どおり引ひき裂さいているのが赤の中心、サラマンデル。


　胞子を振りまき自分の身体からだを分解したり再結集したりして、サラマンデルを取り込もうとしているのは、木の根っこをまるで巨大なタコの足のようにして、それを頭部にすえて首から下には龍りゆうの身体をくっつけたような植物の怪物、緑をまとったジルフィード。


　赤と緑がぶつかり合い混じり合い、炎と風と雷とを散らし、互いの空間を食い合っている。


　はるか上空──これだけ離はなれていてもわかる。


　これだけ離れているからこそわかる。


　あれは、人間がどうにかできるものではない。


　カレンはいつかの日、今日のトウデイズレッスンで、魔ま王おうとは必ず倒せるものだといったが、そんなのとても信じられない。これだけ空間がひらいていても、空がいまにも落ちてこようと軋きしみを上げているのが伝わるのだ。これだけ地上から遠くても、大地が震ふるえて悲鳴を上げているのだ。かつて吸きゆう血けつ鬼きとの戦いを見て、人知を超こえていると思ったが、これにくらべれは吸血鬼の戦いなんて児じ戯ぎに等しかった。少なくとも吸血鬼は、むしろ生物的な戦い方をしていた。けれど、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』のそれは、まったく違った。普通の生物にできるものではなかった。


　あれはもう、天災だ。


　人間が、狙ねらってどうにかできるものだとはとても思えない──


《……カレン？》


　──にもかかわらずカレンは二柱の戦いに、とくに圧倒されているようには見えなかった。


　どこかぼうっとしていて、時おり、戦う二つの空間とは反対側の、まったく違う方向を見る。そちらの方角は、空は青いまま、風景も砂漠のままで、しかし視線をもどすと赤と緑が青い空を乱れ合い、地面は砂漠に生まれた沼と苔こけと木の芽とツタが食い合っている（どれがどちらのスキルによるものか、わからない。ただただ森同士がお互いを奪うばい合っているのが伝わってくるのみ）。あまりのギャップにおかしくなりそうで、あたしはいまいち魔王候補の戦いに集中することができなかった。


　カレンは何度も何度も同じ方角を見て、なにかを確かめようとしている。


　なんの『オド』も感じ取ってはいない。その目はなにもとらえていない。


　それでもカレンの視線は、めまぐるしく変化している三色の空よりも、変わらぬ砂漠のほうを見つめている。


　いったい、なにを探しているのか──





「──なるほど、なんでサラが空中戦なんかをやっているんだろうと思っていたら、下の人間をかばっていたわけか。人間なんか相手に──相変わらず、甘いわね」





　声は、いきなり脇わきから聞こえた。


　それはまったくの不意打ちで──なにかを感じ取ろうと集中していたにもかかわらず、『オド』の動きはまったく感じられなかった──カレンはぱっと飛とび退のいた。


　その手はすでにハルバードを握にぎっている。


　が、相手の姿はどこにも見えない。『オド』も感じられない。


　用心しつつ、カレンはポーチに手を伸ばし──


　しかしカードを手にする前に、再び声が響ひびいた。


「──驚おどろいた。どこの女かと思ったら、あなた、『Ｌ・Ｌ・ロケッツ』のカードマスター？　──なるほどね。そういうこと」


　声は、地面の下から聞こえていた。


　見る間に、砂のなかからじわじわと、水が湧わき出だしてくる。


　湧き水？　いや、これは──


　明らかに普通ではない、妙に粘ねん性せいのある水が、湧き上がる形のままに広がり盛り上がっていく。引っ繰り返してお皿に載のせたゼリーのように──ただし大きさは段違い──プルプルと震ふるえる山をつくっていく。


　カレンがぽつりと、つぶやいた。


「……『青を湛たたえたウィンディネ』。久しぶり、ね」


　──ということは、これもまた、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』の一柱なのか？


　どうやら知り合いのようだが、さっきまでカレンが探していたのは、これなのか？


　青く染められた水の山は、ざわざわと、表面をさざなみ立たせて答えた。


「ええそうね、カードマスター。あなたとは、『王おう墓ぼ』でしてやられて以来かしら。まさかこんなところで会うとは思わなかったけど」


「そうね。あなたも、サラマンデルを殺して犯おかして食らいに来たの？」


「あたしの好きな順番だと、殺すのは最後になるかな。でも今日きようの用件はそれじゃなくてね。──だいたい、まずはサラより先にジルをやっつけてミュージィを取りもどさないと、サラは本気になってくれない──って、ジルのやつ、ミュージィも連れてきているじゃない。冗談じゃなくって本気の対決してるわけ？　まったく、それどころじゃないっていうのに」


　一いつ瞬しゆん、目などない水の塊かたまりから、強い視線のようなものを感じた。


　それを確かめる間もなく、水の山盛りが、変形をはじめた。


　伸びて、出て、引っ込んで──それはまるで粘土のようにみずからをこね、人の形をつくりはじめる。


　やがて、氷の彫ちよう像ぞうのような──とはいえ質感はいかにもプルプルしていたが──青く透き通った少女の姿が、できあがった。


　きらきらと日光を受けて輝かがやく、ただ人の形に凹凸しているだけのマネキンのような青色の少女は、まず自分の身体からだをつくると──大量の水が湧き上がったはずだが少女の姿はカレンと同じくらいの大きさだった──次に地面に手を当てた。


「さて、それじゃあ、転ばないよう気をつけなさい？　カードマスター」


　声が終わると同時に、大地が、ゆれはじめる。


　ご、ご、ご、と、なにかが固い地面を突き抜けのぼってくるような不気味な振しん動どう音が聞こえ、ブーツを履はいた足の下でなにかがうごめくのが感じられ、やがて、砂の大地が盛り上がりだす。


　まるで下からだれかが手を入れているかのごとく、あたしたちを乗せたまま、砂漠が一気に隆りゆう起きして、あっという間に、丘、というには鋭えい角かくな角度を持った砂丘ができあがった。


　視点が高くなり、周囲の様子を一望できる──


《……うわぁ……》


　それだけ高く上がっても、えんえんとして果ての見えない四方の砂漠の様子に、──日本では見ることが不ふ可か能のうそうなくらいにどこまでも続く地平線に、あらためて、あたしは世界の広さを思い知らされる。


　こうして高所から俯ふ瞰かんしてみると、赤色と緑色の争いに呼応して生まれていた沼地や森も、ほんの小さなものでしかない。


　そう考えて頭の上を見上げれば、空もやっぱり、四方まできちんと視野に入れると色が変化しているのはほんの一角だけでしかなかった。


　やっぱり世界は、大きい──


　あたしの心境を知ってか知らずか、カレンは空と大地をひととおり見回したのち、再びひとつの方向を見つめた。


　二柱の魔ま王おう候補が戦っている上空ではなく、ついさっきまで何度も気にしていた方角。


　やはり、なにも変わったものは見えないし、異常な『オド』も感じられないが──


「……へぇ。さすがね。あたしにさえ振しん動どうとかにおいとか、身体からだの感覚でしかわからないのに。……それが愛の力ってやつ？」


　ウィンディネは笑うと、はじかれたように彼女を見たカレンの視線を無視して空を見上げ、叫さけんだ。


「二人とも！　ひとまずやめて！　話があるの！」


　空で閃せん光こうが走った。


　しかし、激はげしい色の奪うばい合あいが止まる気配はない。


「──聞こえているでしょ！　降りてきて！」


　遠えん雷らいが響ひびき、それに続いて怪かい物ぶつたちの咆ほう哮こうが上がる。


　が、降りてくる様子はない。むしろ衝しよう突とつが激しくなる。まるでそれを返事に代えているかのように──「わかった！　だったらこいつを片付けて、いますぐ降りていくから！」とでもいわんばかりに。


「────まったく。ああなると本能ばっかり先走っちゃうんだから。まだまだよね。二人とも」


　青色の人形は、はぁ、とわざとらしく肩をすくめると、今度は、カレンが見ていた方角に、視線を送る。


　そのまま静かにカレンに近寄ると、人型となった全身をぶるんと震ふるわせて、いった。


「──と、いうわけだから、まずはあなたたちから姿を見せてもらおうかしら」


《え？》


「──ほら、いいかげん出てきてくれる？　さもないと──彼女を、殺しちゃうかも。いまならサラも止められないし」


　うっすら青い透明の手が平たく伸び、まるで剣のようになり、カレンへと、向けられる。


　しかしカレンはなにも答えず、抵抗もせず、握にぎっていた武器さえ消えており、妙な沈ちん黙もくが生まれ──


《……ええ？》


　どこからか、まるで牛が鳴いているかのような、法ほ螺ら貝がいを思わせる音色が聞こえた。


　それが合図だったのか。


　眼前の砂漠に、突とつ如じよ、黒い染みが無数に現れた。


　いいや、それは染みではない──高所から見た人の群れ。


　いったいどこに、どうやって隠かくれていたのか、簡単に見積もっても二千以上の人間──確かあたしの通っていた小学校の全校生徒数が千人くらいだったはずだが、この場には明らかにその倍以上集まっている──の集団が、思い思いの恰かつ好こうで武装して、まさに大軍となって砂漠の一角を覆おおっている。


《うわ？　うそ？　この人たち、いつの間に？》


　しかしカレンは驚おどろくこともなく、ざっとそれを見渡したのち、視線をただ一点へと、しぼりこんだ。


　集団の中央後方に、明らかにわかる規律正しい部分があり、そこに──『彼』はいた。


　金色の長ちよう髪はつ、頭に獅し子しを象かたどった白銀のひたい当てをつけ、同じく白銀の鎧よろいを身にまとった、いかにも御お伽とぎ噺ばなしに出てきそうな、王子さまのような、長身のりりしい騎き士し。


　一目見て、──カレンの心に湧わき上あがった思いをわざわざ感じなくとも──、わかった。


　彼がきっと、『ロケット』だ。


　カレンの、恋人──すなわち、『都みやこ』でもっとも勇ゆう者しやに近いパーティーの、リーダー。


　つまりいま、眼前に広がっている大軍は──勇者の、軍団？


　──気がつくと、空の争乱はやんでいた。


　ウィンディネが二回呼んでも止められなかったものが、見事に、収まっている。


　激はげしい風圧とともにできたばかりの砂丘が苔こけむしていき、草木が生え出し、青い人形──ウィンディネのかたわらに、根っこがまるでタコの足のような（龍りゆうのように伸びていた身体からだの部分はなくなっていた）、ところどころにキノコを生やした木の怪かい物ぶつが降りてくる。


　一方、カレンの周囲は沼地のごとくじめじめ湿りだし、ギザギザの岩が突き出してきて、そこにはドラゴンの姿形にもどったサラマンデルが降り立った（もっとも、すぐに後ろ足で立ち、露あらわにしたおなかには、いまだ巨大な目と口がひらいていたが）。


　両者とも、全身に傷を負っていて、どこか凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きをまとっている。


　タコのような巨木の幹が複ふく雑ざつにうねり（草葉の茂った部分が髪かみのようで、よく見ると、アフロのヅラをかぶったタコのようだった）、茂った枝葉から粉のようなものが振りまかれ、集まり、それはやがて幹の上に人間の上半身を芽生えさせた。


　長ちよう髪はつを頭の両りよう脇わきでまとめて垂らした髪かみ形がたの、──上半身だけしかないので判別しにくいが、たぶん、女の子。


　タコのような木の幹から裸はだかの上半身を生やした少女──ジルフィードが、口を開く。


「ねぇん、ウィンウィン。これっていったいどおいうこと？　なんで人間がこんなにここに、いつの間に？　どうやって隠かくれていたのよう？」


「知らないわよ。どうせカードのスキルかなにかでしょ？　いっつも思うんだけど、カード使えるってずるいわよね。……あと、ウィンウィンいうな」


「えー。いいじゃないですかウィンウィン。ジルちゃんウィンウィン、好きですよう？」


「──あんたのそのしゃべり方、本ッ当に、ムカつくわ」


　頭かぶりを振ると、ウィンディネはサラマンデルを見上げた。「……『大だい王おう洞どう』のグノムスから、連絡があったの。『都みやこ』で不ふ穏おんな動きがあるって。だから、それを知らせに来たんだけど、まさか、こんなこととはね……」


　突然現れた、『人間系』の大軍。


　砂丘──もっともいまは森丘か──から眼下を見下ろし、サラマンデルが、ひとりごちる。


「おれたちを、ただの数で倒せると思うのは大きな間違いだ。──それを知らないロケットではないと思うが？　いったいあいつ、なにを考えている？」


　視線は大軍の奥、ロケットに送られているが、問いのようなつぶやきはカレンに向けられたものだった。


　しかしカレンは、ただただロケットを見つめている。


　愛あい惜せきと、そしてどこか痛つう苦くを交まじえたまなざしで。


　答えぬカレンの代わりに、ウィンディネが、笑った。


「そうね。数だけ集めても意味がない。ただ無む駄だな犠ぎ牲せいを増やすだけなのに、いったいなにを考えているのか疑問だったんだけど、──彼女を見て、推すい測そくついたわ。


　──あなたのもとに、カードマスターがいるからね、これは。


　ていうか、なんで彼女がここにいるわけ？　なに？　本当にさらってきちゃったの？」


「まさか。彼女が自分から来たんだ。おれが魔ま王おうになれるかどうか、見み極きわめに来たんだと」


「………………見極め、ね。……ふうん。まぁ、いいけどね」


「よくありませんですよう！　魔王になるのはジルちゃんです！」


　少女の声に合わせて、タコのような巨木が、威い嚇かくするかのように、あるいはおのれを誇こ示じするように、ゆれ動いた。


　それに取り合わず、サラマンデルはたずねる。


「それで？　あいつがカードマスターを取りもどしに来たのだとして、この大軍にいったいどういう意味がある？」


　だからぁ、と、粘ねん性せいの水で形成された人形は、肩をすくめた。


「意味なんかきっとないのよ。あなたに恋人をさらわれた、と思ったロケットは、もうどうしていいかわからなくなった。そもそもあいつらにあたしらを倒す力はないんだから、取りもどしたくてもどうしようもない。でも助けない、なんて選せん択たく肢しがあるはずもなく、だからあいつは策さく略りやくもなにもなく、ただ人を集められるだけ集めて一か八かに賭かけてみようと押しかけた、ってとこじゃない？」


「あーそれはあるかもですねぇ。なんだかんだいってもロケットもまだコドモだし？　恋人取られてテンパっちゃったのかも？　あいつ頭いいくせに、そういう部分が弱いから」


「──でもあいつ、確かに、カリスマ性はあるのよね。口がうまいというか──どうやってこんな人数動かしたのやら」


　ウィンディネはゼリーのような身体からだをプルプル震ふるわせておかしさを表現すると、カレンに向き直った。


「……どんな気分？　あいつはあなたを助けるために、あれだけの人数を集めてここに来たのよ？　そのほとんどが犬死にになるとわかっていて、──それでも、あなたを助けられる可か能のう性せいに賭けるために。そのためだけに、平然と、犠ぎ牲せいを承知で、あれだけの仲間を賭けのチップにするなんて。想おもわれてるわね？　あなた。女冥みよう利りに尽きるわね。うらやましい──


　──まったく、本当に、いったいどちらが『怪かい物ぶつ』なのやら」


　ウィンディネの揶や揄ゆに、カレンがなにかいいかけたとき。


　若い男の声が聞こえた。


「──サラマンデル！」


　声を発したのは、集団の後方で組まれたやぐらの上に立つ、白銀の騎き士し、ロケットその人。


　陣の後方にいて、拡声器があるでもなく、これほど遠く離はなれているにもかかわらずくっきり言葉が届いてくるのは、声に雄ゆう渾こんな『オド』がこめられているから。


　さすが勇ゆう者しやにもっとも近いパーティーのリーダーだけあって（サラマンデルらにはあまり評価されていないようだが）、実力はあるらしい。


　でも、と思う。


　それでも、たとえカレン並みに実力があったとしても、──そういう人間があのなかにたくさんそろっているのだとしても、それでもサラマンデルたちに勝てるとはとうてい思えない。


　彼ら自身、たったいま空を揺るがせていた、サラマンデルとジルフィードの戦いを目もく撃げきしていただろうに、勝てると思っているのか。


　ロケットは、なにか勝ち目があって戦いを挑いどんでいるのか。


　それとも、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』のいうとおり、一か八かに賭けているだけか。


　──勝ち目もなく、勝てると思ってもいないのに、それでもカレンを助けるためだけに、わずかな偶然に賭けこれだけの人間を死地に向かわせようとしているのなら、確かにロケットという人は、──それだけカレンを愛しているということなのかもしれないが──


「サラマンデル！」声が再び、聞こえた。


　今度はサラマンデルも応こたえた。ロケットよりはるかに響ひびく大声で、二つの顎あごから。


「「なんだ？　ロケット！　いったいなにをしに来た？　こんなに人を集められては、さすがのおれももてなす用意などないぞ！」」


「きさまが奪うばったわれらの宝、カードマスターを返してもらいに来た！」


　奪ったか、とサラマンデルは、笑った。


　頭の口で笑いながら、おなかの口で言葉を返すという器用なことをしてのける。


「返してもらいに、か。……それでこの軍ぐん勢ぜいか？」


「きさまら『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』の、強大さは、わかっている。普通に戦ったのでは、とても勝ち目はないだろう。おれたち人間系の勝ち目は、おまえらが使えぬ『力』──『カード』にしかない──


　──だが、そのカードこそが、おれたち人間の、無限の可か能のう性せいなんだ。


　どれだけ強大な力を誇ほこっても、もはや新たな成長は得られず、あとは老いて朽くちていくしかない、きさまら怪かい物ぶつ系とは違う、人間の、可能性──


　おれたちの可能性は、いつか必ず、おまえたちを、倒す。


　弱い人間もいつかは、必ず魔ま王おうを打ち倒せる──」


「「──続けろ」」


「──だからこそ、いま、未来への希望──『カードマスター』を失うわけにはいかない！」


　ロケットは、悲痛な表情になった。


　──それは、これから起こるであろう恐るべき事じ態たいを知りながら、それでも決断を下そうとする指導者の顔だった。


　苦く渋じゆうの選択を部下に強しいる覚悟を決めた上司の顔で、だからあたしにも、わかった。


　ああ、本当に、この人には策なんて、ないんだ。


　ああ、本当にこの人は、どれだけ犠ぎ牲せいを出そうともカレンを取りもどせればそれでいいんだ。


　そのためだけに、他ほかにどうしようもないから、取りもどせるまで兵を出し、大勢の人を死に追いやって、そして彼の仲間たちは、それでも彼を信じて戦おうとする──


　ロケットの言葉は続く。


「ああ、そうだ。カードマスターとまで呼ばれる彼女こそ、おまえたちを倒せるカードをつくりだす鍵かぎ。いつか魔王を倒すためにも、絶対に失うわけにはいかない未来へと続く道。


　──それがわかっているからこそ、サラマンデル、おまえは彼女をさらった。


　それがわかっているからこそ、いま、おれたちは決戦に挑いどむ。


　たとえどれだけの傷を負おうとも、いま、ここで、人間の未来を失うわけにはいかないから。


　たとえおれたち自身には無理だとしても、──いつか現れる勇ゆう者しやのために、その礎いしずえになるために──」


　なにかの合図があったのか、場の空気が変わった。


　向かい合う人間系たちが、手に手に武器を握にぎりはじめる。


　カードを、デッキを取り出して、戦う用意をはじめる。


　二千、いや三千もの兵が、手に凶器を持ち、敵意をその目に宿やどらせて、こちらをにらみつけてくる──


　先ほどの、サラマンデルたちの戦いとは、規模が違ったが。


　そこには確かに、一種異様な迫力があった。


　同じ人間──それも自分と同じ子供たちが、憎ぞう悪おに身をたぎらせてこちらに殺意を向けてくる。わずか三人の子供に対し、桁けたの違う大軍で、明確に共存拒否の態たい度どを示し──


　本物の怪かい物ぶつだったらともかくも、同じ人間──子供に、耐えられるものだろうか？


　カレンは、サラマンデルを見上げた。


　豊かなはずのトカゲの表情からは、どんな感情も読み取れなかった。


　サラマンデルもウィンディネも、ジルフィードまで、黙だまりこくって、眼前の大軍をただただながめている。


　みずからも細身の剣を抜き放ち、やぐらの上からロケットは、告げた。


「もう一度いう。──サラマンデル。この場を引く気があるのなら、『カードマスター』を、解放しろ」


　一拍置いて、はじけるように、サラマンデルは笑い出した。


「──なにがおかしい！」


　声を張り上げたロケットに、なだめるように穏おだやかに、言葉をかける。


「「……なぁ、ロケット。聞かせろよ。いきなり武器を向けてくるのは、おまえの流りゆう儀ぎか？　それともおれらが怪物系、だからか？　……まぁ、どちらにせよ、武器を向けられた時点で、おまえたちに譲ゆずってやる道理はないな？　おれたちのほうが強いんだから」」


「人間は、怪物に、引かない」


「「そうか。そうだな。怪物相手に引けないか。それもいい。好きにしろ。おまえがそういうのなら、おれたちは、喜んで、──怪物を演じてやるからさ」」


　顔は正面を向いたまま、サラマンデルは、人間たちに聞こえないようジルフィードにささやいた。


「ミュージィを保ほ護ごしていろ。ジル」


「ええー？　ジルちゃんこっちのほうがいい！　今回はジルの負けでいいから、ミュージィちゃんは、サラちゃんが守ってあげてよう」


「そうはいくか。向こうはおれをご指名だ。……ウィンディ？」


「はいはい。喜んで。じゃあ今回は、あたしが漁ぎよ夫ふの利り？　ということで──」


　ウィンディネは人型の身体からだを崩くずし、大きなスライムにもどった。


　そのまま木の怪かい物ぶつの後ろに回り、組み合わさって籠かごのようになった梢こずえのなかから半はん裸らの少女──件くだんのミュージィだろうか、怪け我がをしたのか頭と身体の各所に包帯を巻いている──を引き出して、自分の身体に沈ませる。大きな泡を体内につくり、少女の呼吸を確保しながら。


「ミュージィはまかせて。──それより、……いいの？　サラ」


　ウィンディネの質問はあいまいなものだったが、サラマンデルは、うなずいた。


「……ああ。かまわない。……どうせ、時間の問題だった。しょせんは人間、暇ひまつぶしにはいいかと思っていたが、尊そん敬けいできない相手はいても目め障ざわりなだけだ。……いいか？　ジル。逃げる相手にはかまうなよ？　見せしめには、目もく撃げき者しやが必要だ。だから逃げるやつは追わなくていい。──が、そうでないやつは──、おれたちと同じ天を戴いただかせるな」


「ＯＫですよう！　不ふ俱ぐ戴たい天てん！」


「よし。……と、いうわけだから、……動くなよ？　カードマスター」


　変わらず正面を向いたまま、サラマンデルは、今度はカレンに、告げる。


「──こうなってしまった以上、この場でおまえを返すわけにはいかない。おまえは尊敬できる敵だし、立場も斟しん酌しやくしてやりたいが、──やつが力ずくで奪うばい返しに来た以上、怪物系の誇ほこりに懸かけて、逃げようとしたらたとえ殺してでも、止める」


　殺してでも止める、といったところで、サラマンデルは、カレンを見た。


　その、どんな感情もうかがえない視線に、あたしは背筋が寒くなる。


　サラマンデルは本気で、カレンが逃げたら殺すつもりだ。


　昨日きのうまでは、あんなにお互い楽しそうに、いろいろなことを話し合っていたのに、仲がよさそうだったのに、──それでも──


　譲ゆずれぬものがあるから。


　大切なものが、優ゆう先せん順位があるから。


　カレンも、サラマンデルも、──ロケットだって、それぞれ大事なものがあり、だからこそ、戦っている。大切ななにかのために、この世界でせめぎ合い、生き急いでいる。そのためにこの世界はあって、あたしたちは、『シフト』して──


　──だったら、──じゃあ、カレンは？


　そうだ、とあたしは思い出す。


　カレンもまた大事ななにかがあって、サラマンデルのもとをおとずれたのではなかったか？


　そう、魔ま王おうを見み極きわめに──でもそれは、いったいなにを意味しているのか？


　どうやって見極め、その結果、なにをしようというのか？


　カレンは知っていたはずだ。自分がロケットに、これほど愛されていることを。


　それでも、カレンはひとりで旅に出たのだ。ロケットが心配し、どんな行動に出るか承知で、わかっていながらそれでも、カレンは、サラマンデルをたずねたのだ。


　だったら、カレンは──


「話し合いは終わったか？　サラマンデル！」ロケットが、叫さけんだ。


「ああ」サラマンデルはうなずいた。「──おまえたちの未来とやらを、返すわけにはいかないな。──ロケット。おれたちは、結局のところ『不俱戴天』だ。昔も今も、これからだって、──変わらない」


『不俱戴天』とは、決別の言葉にして、サラマンデルたちの組織チームを呼ぶ名でもあるとか。


　ならばその決断は、かつても行われたものなのか。これからもやはり変わらないのか。


　サラマンデルの頭側の口が、深呼吸をするかのように、大きく開いた。


　ほとんど天をにらんで、口をあんぐりとひらいて。


　──やがて、周囲が冷え込みはじめた。


　奪うばった熱から生成された莫ばく大だいな『オド』が、サラマンデルの体内をめぐり凝ぎよう縮しゆくされていくのがわかる。


　なにかとてつもない一いち撃げきが、これから放たれようとしている──





「──ごめんね、ソラ」





《──え？》





　──次の瞬しゆん間かん、サラマンデルのおなかの口が開いて。


　圧倒的な火の『オド』が凝縮された、真しん紅くよりもなお血の色を思わせる、大きな火球が発射された。





　──カレンが飛び出したのは、それとほとんど同時だった。





《カレン！》





　魔ま王おうが吐き出した赤い火球は、カレンに受け止められていた。








　　　　◆








　カレンの名を呼んだ声は、ひとつではなかった。


　そのことに、カレンの口もとがほころぶ。うれしさと、──申し訳なさに。


　ハルバード『グレィビィ』が生み出す二丁の片かた手て斧おの──『スープ』と『ソース』で、放たれた火球をサラマンデルの、ロケットの、場の面々の前で受け止めて、カレンは笑い──


　口を開いた。


　サラマンデルたちにだけ、聞こえるように。


「……こんなことをいう資格はあたしにないけれど──ごめんね？　サラマンデル──やさしい魔ま王おう。こんなことに、巻き込んで──」


「……バカな、おまえ、おれの一いち撃げきを、受け止められる、などと──」


　サラマンデルが放った火球は、まさに、凝ぎよう縮しゆくされた太陽のごときものだった。


　カレンは『基本』と『上位』、十あるスロットのすべてをカードで埋めて、使えるあらゆるスキルを発はつ揮きして、空中でそれを、受け止めていた。


　が、火球は消えることなく、圧倒的な『オド』の力と回転を保持したまま、じりじりと、進んでいく。


　カレンの腕が、身体からだが、悲鳴を上げる。


『スープ』と『ソース』がぴきぴきと、こめられた『オド』を消しよう耗もうしつつ、いやな音を立てはじめる──


　サラマンデルが声を上げた。


「バカな！　おまえ！　いったいなにを考えて──」





「──あたし、今度『シフト』し、目覚めると、十八歳に、なるの」





　十八歳──それは、この世界の住人プレイヤーに、課せられた、期限。


　この世界は、子供のためのものであり、子供でなくなった者は、追放される。


　この世界は、期限付き──


「次に『シフト』してしまえば、あたしは、消えるのよ。サラマンデル」


　左手の斧──『スープ』が、吹っ飛んだ。


　残り一丁になったおのれの相棒で、カレンは火球を受け止め続ける。


　かき消すことはできないまでも、せめて方向を変えるくらいはしてみせる、と。


　このあと、サラマンデルがどういう判断を下すかはわからないけれど、結局、自分が死んでも戦いは止められないかもしれなくても、それでも──せめてこれだけは、しておかないと──


「そう、──次に目覚めたとき、あたしは消える。だからこそ、あたしは消えるのではなく、殺されなければならない。……だって、あたしがこの『世界』のルールのせいで消えてしまったら、あの子は──ロケットは、世界を憎んでしまうから。世界を憎み、滅ぼそうとして、本当に、『魔王』になってしまうかもしれないから──」


　そう、あたしがだれより知っている。


　彼が一いち途ずなことを。


　彼があたしのためなら、どんな犠ぎ牲せいも厭いとわないことを。


　あの子には、そんな危うさがある。だから。


　あたしが好きなあの子にこの世界を憎ませて、魔王になんて、してしまうわけにはいかないから──


「だから、あたしはあなたを選んだ。サラマンデル。あなたを魔王にすることに、決めた。あなたがあたしを殺せば、……ロケットは、世界ではなくあなたを憎む。そうなれば、きっとロケットは、魔王にならないですむ──」


　そして、──もしかして、あなたなら、反逆者を名乗るあなたなら、たとえ魔王の運命を背負わせられたとしても、はね返せるかもしれないから、──なんていうのは都合よすぎ？


　──本当に、ごめんなさい、サラマンデル。


　あなたのことは嫌きらいじゃないけど、いつだって、いちばんは、──選べるのは、ひとつだけ、だから。


　あたしが、愛する勇者のために、あなたを魔王に、変える──


　サラマンデルが、カレンの名を、叫さけんだ。


　右手に残った『ソース』が、粉々に砕くだけ、霧きりとなった。


　同時にカレンの身体からだから、ハルバードのカードが消える。取り出されたのではなく、消しよう滅めつ──それは終しゆう焉えん。生命を宿やどした武器には、当然ながら『死』が存在する。死んだ武器はもはや生き返ることはできず、そしていま、カレンの『グレィビィ』は死んだ。


　両手の武器を失ったカレンは、代わりにおのれの身体を差し出し。


　全身の『オド』を一気に放出し、それでも止められず、後方に、吹き飛ばされた。


　火球に吹き飛ばされるまま、どんどんと視界から遠ざかっていくサラマンデルを見つめて、カレンは思う。


　わかっている。


　自分に謝あやまる資格はない。


　サラマンデルに許しを乞こう資格はない。自分こそ、怪かい物ぶつなのだから。わかっていて、自分はそれをやったのだから。なによりも大切なもののため。


　ごめんなさい、なんて、ただの自己満足だけど──


　それでも、──願わせてほしい。サラマンデル。


　あなたが魔王の宿命を、はねのけられますように。


　あなたの反逆者としての生き方に、後こう悔かいの、ないように。





　そして、いつかは、あなたにも、──どうかしあわせな、恋を──





（──そしてあたしは、そんなカレンの気持ちを受け取る──）





　──そう、あたしの恋は、しあわせだった──カレンはそっと、微笑ほほえみ、思う。





（これまでは、感情しかわからなかったカレンの心が、思いが、伝わってくる。まるで自分のことのように。彼女の気持ちを受け取って、だから知る。あたしは知る。あたしの異常な『シフト』が──『旅』が、ついに終わるということを──）





『オド』がなくなれば、いくらこちらの世界でも、助からない。


　べつに怖くはない。どうせ次に『シフト』してしまえば、『自分』は消えてしまうのだから。


　この世界のことはもちろん、恋した心も忘れてしまう、抜ぬけ殻がらの──現実の自分が残るだけだから。


　ならば、せめて、たとえこの『オド』をすべて使い果たしても、この火球の、方向を変える。


　その行こう為いで以もつて伝える。魔ま王おう軍も勇ゆう者しや軍も、せめて今日きようだけはもう、戦わないでほしいことを。


　あたし自身の生命で、せめて、それだけは──


　カレンは全身の『オド』を爆ばく発はつさせて、火球の方向を、上空へと変更させようとした。


　ロケットを、助けるために。


　ロケットの仲間を、──自分の行動が巻き込んでしまった人たちを、少しでも、助けるために。この身体からだはどうなってもいい。美人だと褒ほめられたこの顔が、身体が、たとえ無残なことになっても、きれいな姿をロケットに残してあげられなくてもかまわない。そんなの罰ばつにすらならない。どうせ死体に意味はない。だから、この、火球だけは──


　カレンは最後の力をふりしぼり、体内の『オド』を爆発させた。





　聞こえるはずのないその状況で、その声が聞こえたのは。


　はたして、恋する思いがなしたゆえか──





「────さん！」





　カレンは目を見開き、空中をきりもみして飛ばされていくなか、なんとか視線を動かして、声がした方向を見た。


　かすんだ目で、確かに見る。


　自分の、最愛の男の顔を。





「──────姉さん！」





　ああ、と思う。


　知っていたの？　ロケット──ううん、リク。


　あなたは、あたしの正体を、知っていたの？


　知っていて、あたしに恋してくれたの？


　あたしがだれだか知っていて、それでも、あたしを──


（──ああ！）


　絶ぜつ叫きようしたい思いにかられる。


　すべてを使い果たして抜ぬけ殻がらとなった身体からだから、それでも力を、『オド』をつむぎ出そうとする。


　──それは悔くい。強い、未み練れん。


　──ダメだ、死ねない。


　ああ、あたしは、まだ死ねない。なぜなら、あたしはまだ伝えていない。あたしも、あなたがだれだか知っていたということを。あたしも知って、それでもあなたに恋したことを。それでもあなたが好きだったことを。禁きん忌きであることを知っていて、それでもあなたを、ずっと愛していたことを──


　生涯でただ一度だけだと思っていた恋に、あたしは二度目のチャンスをもらえた。


　──それなのに、この世界でかなえられた、あたしの、思いを、


　あたしはまだ、あなたに伝えて、いない──








　　　　◆








　……そのあとどうなったのか、あたしは知らない。


　サラマンデルとロケットたちがどうなったのかも、わからない。あのあと戦いは続いたのか。それともロケットは軍を退ひいたのか。サラマンデルは戦ったのか。見み逃のがしたのか。すべてあたしにはわからない。


　カレンはそこまで、だったから。


　カレンの旅は、そこで終わってしまったから。


　長い旅をついに終え、あたしは、もどる──





（──世界はクリアを待っている──）





　そしてあたしはようやく、長い、眠りから覚めた。








　　　　◆








「……それにしても兄貴、この女、よく持つなぁ」


「ああ。本当に、掘り出し物だったな。おまえに手を出させなくてよかったよ」


　声が聞こえて、あたしの意い識しきは覚かく醒せいした。


　それでも目をつぶったまま、カレンに教えられた用心深さで、あたしはまぶたのつくった闇やみのなか、集中して聞き耳を立てる。


　耳じ朶だを打つ、男二人の話し声。


　その声が、あたしの記き憶おくを呼び覚ます。


（「なぁ兄貴、こいつはどれくらい持つかな？」）


（「さぁな。前のやつは一週間でくたばったが──」）


（「どうせ死ぬならよ、生きているうちに一発楽しんじゃダメか？」）


（「くどいぞ。いいか？　おれたちが荒らしたのは、イーグルスアイの国王の、最愛の恋人だった女の墓はかだ。ばれたら殺されるどころじゃすまないぞ？　いまは一刻も早く手に入れたカードを『活性化』させることを考えないと。『オド』はいくらあっても足りないんだ──」）


（「かわいいのにもったいねぇな──」）


（「死体でだって楽しめるんだろ？　おまえは。だから墓はか泥どろ棒ぼうになったんだろうが。死んだらゾンビにしてやるから、それまで我が慢まんしろ。それより次のやつを調達することを考えろ。こいつの『オド』を使い切ったら、すぐに次に移らないと──」）


　そうだ、と思い出す。


　あの日、あたしはこの世界にはじめて『シフト』してきて、いきなり二人組の男に襲おそわれた。


　男たちはあたしを拘こう束そくすると、あたしの身体からだに二枚のカードを挿入した。


　一枚は『カードアクセプト』、相手に強制的にカードを受け入れさせ使わせるためのカード。


　そして、もう一枚は──


「あれ？　兄貴？」


「なんだ？」


「確か、この女のペルソナ、奪うばったんじゃなかったっけ？　ていうか『帽子』だったっけ？」


「ああ？　なにいってんだ？　そいつのは、確か──なに！」


　──ここまでか。


　あたしは目を開け、顔の上に乗っていたなにかを首の後ろへずらし、身体を起こした。


　四し肢しはベッドにしばりつけられていたが、なぜかあっさり縄はちぎれた。


　正確には、あたしがちょっと身体を動かしただけで、焼け切れた。


　拘束をあっさり脱してベッドから降りたあたしに、太った男とやせた男、二人の男は、あっけにとられた顔をする。


　あたしはたずねた。


「……ここはどこ？」


　光が少なく、薄うす暗ぐらい。


　鍾しよう乳にゆう石せきや石せき筍じゆんらしきものがあるところを見ると、どうやら洞どう窟くつのなからしいが──


　兄貴分らしい、やせた男が口を開く。


「……驚おどろいたな。死なずに目を覚ましたということは、『オド』を使い切らなかった、ということか──信じられねぇ！　カードの『活性化』に成功したんだな？　おい、女！　おまえのなかにカードが感じられるはずだ。そいつをよこせ！　出ろ、と念じるだけでいい！」


「……活性化、ってなに？」


「説明したっておまえには意味不明だろうよ！　いいからよこせ！　どうせここがどこかも、自分がどうなっているのかもわからないんだろ！　いいか新人！　右も左もわからんおまえはおれたちに頼るしかねぇんだ。ひどい目に遭あいたくなかったら、おとなしくいうことを聞け！」


　あたしはうなずき、カードを取り出し、投げた。


　やせた男は大喜びでそれに飛びつき、見て、投げ捨て怒ど鳴なった。


「こっちじゃねぇ！　『アクセプト』のほうじゃねぇってんだよ！　『共感エンパシー』のほうをよこせっていってんだ！」


「そう。『共感エンパシー』のほうを」


　そうさ、とやせた男は、急に猫ねこなで声を出す。


「ああ、そうだ。そいつは『共感エンパシー』カードっていってな、カードマスター、と呼ばれた女が最さい期ごの最後につくり上げたらしい、とても貴重なものなんだ。しかもおれたち以外のだれも、そんなカードがあったことに気づいていねぇ。……そいつがあればな、この世界でだれよりも金持ちになれるんだ！　──だがな？　おまえにはそれの価値なんてわからねぇだろ？　どうすればいいかわからねぇだろ？　だから、渡せ。なに、悪いようにはしねぇ。おまえにもじゅうぶん分け前をくれてやる。なにしろおまえもがんばったんだ。その権利はある。だからな、そいつを、よこせ」


「──墓を暴いて、彼女の遺体をあさったのね？」


　男の目が、見開かれた。


　一歩下がり、──腰から杖つえを取り出し、油断なく、発はつ放ぽう紋もんのある右手を向けてくる。


　太った男も手に斧おのを（よりにもよって、斧を！）取り出して、こちらをにらみつけてくる。


　あたしは、笑った。


　そうだ、あたしはまだレベル１、カレンの足もとにも及ばない新人。


　でも、こんなやつら、怖くない。


　カレンとずっと一緒に旅してきて、いろんな人と出会って、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』の三柱とまで遭そう遇ぐうしたあたしが、いまさらこんなやつら、怖いと思えるはずがない。


　それになにより、こいつらは──


　あたしは感情を抑おさえて、いった。


「『共感エンパシー』カードは、貴重なものだっていったわね」


「……あ、ああ」


「でもあなたたちは本当に、このカードの価値をわかっているわけ？　──いいや、わかっていない！　いるはずがない！　わかっていれば、お金がどうとか、なんて、──そう、このカードは──」


　カレンが、最期の願いをたくしたもの。


　最期の最後に、だれかに、受け取ってほしいと。伝えてほしいと。自分のすべてをこめてつくったもの。


　彼女の記憶にして、想い──


「──このカードは、決して売り物にしていいものじゃない。興味本位でおもちゃにしていいものじゃない。このカードを汚けがすことは、彼女の誇ほこりを汚すこと。このカードを利用することは、彼女の思いを利用すること。──そんなことは絶対に、あたしが、させない」


　たとえカードがつくり出した幻まぼろしだったのだとしても、彼女は、あたしを助けてくれた。


　あたしの、友だちだった。


「『シフト』してきたばかりの新人に、いったいなにができるってんだ！　いいからカードをよこせ！」


　なにができるか？


　確かに、あたしには、なにもできないが──


「お断りよ。どうしてもほしいというのなら、あたしを殺したあとで、体内のカードが一緒に死ぬ前に、『カードイジェクト』で取り出すことね！　そんな暇ひまがあるならだけど──って、そうか、思い出した。カードも死ぬんだ。……だから、活性化、か」


「世のなかにはな、死んだほうがましだってことがいくらもあるんだぜ？　拷ごう問もんってのはそういうものの最たるひとつだぜ！」


「あらそう。だったら試してみたら？」


「……ウード、回り込め。おれの防ぼう御ぎよはいらねぇから、挟はさみ撃うちで押さえ込むぞ」


　あたしは、ウード、と呼ばれたおどおどとしている太った男が、背後に回り込むのにまかせた。


　デブとヤセ、二人の位置を確かめつつ、落ち着いて、カレンがしていたみたいに自分の体内をめぐる『オド』の状じよう態たいを確かめる。


　非常に調子がいい。


　まるで『火』のように燃えて、全身を駆かけめぐっている──


　あたしを拘こう束そくしていた縄も、この『オド』の奔ほん流りゆうに触ふれて勝手に焼き切れた。


　本来ならば尽きているはずのあたしの『オド』が保もっていたわけを、いま、こうして、縄を焼き切るほどに強力な『オド』がめぐっているわけを、胸の内に想そう像ぞうしつつ──


　あたしは、二人の男をにらみつけた。


　戦ったことはないけれど。


　カレンの戦せん闘とうを文字どおり間近で見ていて、それなりに度ど胸きようはついているつもりだ。


　なによりも、こいつらを──カレンの遺体を冒ぼう瀆とくし、その思いまで汚けがそうとした、売り物にしようとした、こいつらを許せるはずがない。たとえそのおかげでカードとはいえカレンに会えたのだとしても、だからこそ、あたしが片をつけなければ、本物にもカードにも、『カレン』に申し訳が立たない。


　そして、ならば、と『オド』が教えてくれている。


　あたしがいったい、どうするべきか──


「いまだ！　ウード！」


　号令とともに、デブとヤセが、飛びかかってきた。


　二人の手があたしの身体からだにかかった瞬しゆん間かん、あたしは荒れ狂う『オド』の命じるままに、身体からだをめぐるすべての『火』を、一気に開放した。


　爆ばく音おんとともに赤い光が、視界を満たす──


　全身から一気に『オド』が抜けていく感かん触しよくに、あたしは気を、失った。








　　　　◆








「おい！　おまえ！　しっかりしろ！」


　身体をゆり動かしてくる手を感じ、あたしは、再び、目を覚ました。


　どうやら、気絶していたらしい。


　現実世界のことを挟はさまず記き憶おくは連続していたので、『シフト』はしなかったようだが──確か気絶では『シフト』しないんだったか──？


　あの二人はどうなった？　あたしはいったいどうしてた？


　ようやく意い識しきがしっかりしてきて、あたしは自分の身体を見、見み慣なれない黒いマントをまとっているのを確かめる。


　さっきの『オド』の放出で服が吹き飛んだのを、だれかが着せてくれたのか。


　つまりあたしは無事なのか。


　──とりあえずお礼をいおうとして、ゆすってくる相手の顔を見て──


「……ザ、ザン！」


　思わず出たあたしの声に、相手──ザンは驚おどろいたような顔をした。


「おまえ、おれを知っているのか？　どこかで会ったか？」


「……い、いえ、うわさだけ……その……」


　確かに少年は、ザンだった。


　ただ、カレンの記き憶おくで見ていたときより、どこか男らしくなっている。


　眼鏡めがね型ペルソナも、首に巻いたカラーも、神父のような恰かつ好こうも当時とほとんど変わっていなかったが、それでも雰ふん囲い気きがおとなびていて、だからあらためて思う。ああ、これが本当の、現在のザンであり、あたしがいままで見ていたのは、やっぱり、現在ではなく『過去の記憶』だったのだなぁ──


　めがねを指の節で押し上げるしぐさまで、まったく変わっていなくて、──会っていたのはカレンであって、あたしじゃないけれど、それでもやっぱり、懐なつかしい──


　ザンはあたしの言葉に怪け訝げんな顔をしたが、当時そのままの大おお雑ざつ把ぱさを発はつ揮きして、いった。


「まぁそんなことはどうでもいい。それより、やつはどこだ？」


「……や、やつ？」


「──この痕こん跡せき、間違いない。ししょ、──あの裏切り者がここにいたはずだ。見なかったか？　見ればすぐにわかったはずだが？　見てないのか？　ていうかおまえ、なんでここに倒れていたんだ？」


「いや、だから、あたし、その──」


　黙だまっていると非常に鋭えい利りで冷静そうに見えるのに、口を開くと台無しになる、相変わらずなザンの調子にどうしたものかと口ごもっていると、後ろから、声がかけられた。


「おいおい。ザン、そう矢や継つぎ早ばやに聞くものではないよ。ていうかよく見ろ。その子、どうやら『こちら』に来たばかりの新人のようだぞ？」


　車輪の回る音と、そして、──聞き覚えのある声に。


　あたしは、振り返った。


　男が二人、洞どう窟くつの入り口らしき光が差しているところに、見えた。


　さっきのデブとヤセではない。


　一人は頭にゴーグルをつけ、こちらに向かって車くるま椅い子すを押している。


「ちょっと待てや？　ザン？　ここ、敵がいるんか？　おれ、そんなん聞いてないで？」


「うるさいな。しかたないだろ。『オド』の爆ばく発はつを感じたとき、動けるのはおまえしかいなかったんだから。観念しろ、ロック」


「そんな理由で命張らされてたまるかい！　あんた、自分が化け物なん自覚してないんか？　あんたが敵だと思うようなやつ、しがないクリエイターのおれが相手にできるか！」


　声を張り上げるロック、と呼ばれた車椅子を押す少年に、車椅子に乗った人影が笑って声をかける──


「心配しなくてもいいよ、ロック。そこまで付き合えとはいわない。危険があれば逃げてくれてかまわないから──」





「……ロケット……さん？」





　車くるま椅い子すに乗った男が、目を丸くした。


「……驚おどろいたな。きみは私を知っているのか？」


「……あ、ええと、いえ、直接には……」


「……ロケット、か。ああ。確かにかつては、獅し進しんロケットと名乗っていたが、いまはゆえあって、リカルトと名乗っている。獅進リカルト・リカルト獅進、と」


　……リカルト、か。


　どうしてロケットから名乗りを変えたのだろう。想そう像ぞうする。


　──確かにカレンはあのとき、彼のことを、リク、と呼んでいた。


　きっとリカルトというのは彼の本名、あるいはそれに近い名前で。


　あえて危険を承知でそういう名前に変えたのは、もしかして、だれかに自分の正体を伝えられなかったことを後こう悔かいしているからなのか──


　ロケット──リカルトの視線に気づいて、あたしは泣きそうになっていた自分を意い識しきし、目を拭ぬぐい、あらためてリカルトに向き合った。


　リカルトは、じっと、あたしを見ていた。


　とくにあたしの首の後ろ辺り──ペルソナがある辺りを見ているようで、なんだか気恥ずかしくなる。


　そういえば、あたしのペルソナはなんだろう。さっきよく確かめずに首の後ろに回したけれど、その動作をあまりに自然にやれたので、それがなんだったか記き憶おくに残っていなかった。


　確かめようと思ったとき、リカルトが首を振り、口を開いたので、あわてて意い識しきをそちらにもどす。


「それで、私の古い呼び名を知っている、きみはいったい、何者なのかな？」


　ええと、それは──


　どういうふうに話すか迷い──そもそもプライベートなことだし──あたしはザンとロックを見て、そしてリカルトに視線を送った。


　それで察してくれたのか、リカルトが目め配くばせをして、ザンがうなずく。


「……獅進、おまえはここで待っていろ。おれはその辺を探してくる。行くぞ。ロック」


「……だれを探しているにせよ、もう逃げたんちゃうんかなぁ……」


「いや、さっきの『オド』の奔ほん流りゆうは、おれに見つけさせるためのものだ。あいつはおれに、なにかを見つけさせたかったんだ。だったら絶対に、なにかが残っているはずだ。ほら、行くぞ」


「ええけど、ええか？　おれはあんたらの仲間やないで？　たんに椅い子す押しに雇やとわれているだけ──敵がいたら、そのことちゃんと説明せいや？　あと、危険手当、特別手当、忘れんなや？」


　洞どう窟くつの奥へと向かう二人を見送って、あたしは、そういえば、と周囲を確かめた。


　デブとヤセ、二人組の姿はない。


　あたしをほうって逃げたのか、……それとも、あたしが思いっきり放出した、触さわっただけで縄を焼き切るような『オド』を食らって──


「……さて、それじゃあ話してもらえるかな？　どうして私の古い名前を知っていたのか。ここでなにをしていたのか──だれかを見なかったか。──もしかして私の勘かん違ちがいで、きみは新人じゃないのかな？」


　柔にゆう和わな笑みを浮かべて、やさしく話しかけてくるリカルトに、カレンのことを思い出し、再び涙が出そうになる。


　けれどもなんとかこらえて、あたしはスロットからカードを取り出すと、カレンのオリジナル・デザイン柄が見えるようにして、差し出した。


　受け取って、リカルトが、息を呑のむ。


「……これは……」


「これは、カ、……カードマスターさんのものです。彼女がつくった『共感エンパシー』カード、……です」


「……なぜ、これを」


「……たぶん、ですけど、カードマスターさんのお墓はかは墓泥どろ棒ぼうに遭あっていると思います。それで、このカードが奪うばわれたんだと思います。──カードマスターさんは、あなたに伝えたいことがあって、その思いが、し──んでなお、このカードをつくらせて──


　あたしは『シフト』してきたとき、その墓泥棒につかまって、たぶんカードを活性化させるために、『オド』の供給器にされていたのだと思います。だから──その、カードの、おかげで、あたしは、その、新人だけれども、あなたの古い名前とか、『こちらの世界』もそれなりに、知っていて、その──リカルト、さん」


「……あ、ああ」


「彼女から、あなたへの、伝言を、伝えます」





「『──あたしも、あなたがだれだか、知っていた。


　知っていて、それでもあなたに恋をした──』」











　カレンのつくったカードを手に、そうか、とつぶやいて。


　リカルトは、そっと、車くるま椅い子すの背にもたれかかった。


「……彼女が、そう……」


　言葉は続かず、少年は、目を閉じる──


　物思いにふける彼をながめて、あたしはカレンに、話しかける。


　──伝えられたよ。カレン。


　あたしがこの目で見続けて、あなたから受け取ったものを、確かに。


　──あなたの大切な、人に。


　あなたの気持ちは、確かに彼に、届いたから──





　──ふと、目の前が暗くなっていくのを感じた。





　意い識しきが遠くなっていく。


　当然だ、いくら魔ま法ほうとカードでなんでもできるこの世界でも、『オド』を使い切れば死ぬ。なのにあたしは、限界のぎりぎりまで『オド』を放出してしまったのだから。ほとんど自殺行こう為いをしてしまったのだから。


　でも、あたしは、なぜか、そうしなければならないことを知っていた。


『オド』に教えられていた。


　なぜそうしなければならなかったのかはわからないけれど、たぶん、赤あか松まつに関係することで──


　眠くてたまらなくなってくる。


　だいじょうぶ、もう痛みは襲おそってこないはず──そう考えた瞬しゆん間かん、なぜだろう、目から涙があふれだす。


　異常な状じよう態たいが終わったことによる、うれし涙ではまったくないものが、とめどなくあふれ、今度こそこらえることができず、あたしはついに、自分を許し、泣きはじめる。


（──ごめん、カレン、カレン──なんでだろう──止まらない──）


「……どうだろう、このカードはやはり、きみに──って、きみ？」


　あたしは、涙を流しながら、リカルトの車椅子の上に、倒れ込んだ。


　リカルトがなにかいっているようだが、意識が途切れ途切れになっていてよくわからない。


　ダメだ、これじゃ、しっかりと、起きていなければ──


　……いや、もういいや。


　伝えるべきことは伝えたし、だいじょうぶだろう寝てしまっても。


　べつにここは冬山じゃないみたいだし（どこかの洞どう窟くつみたいだけど）、リカルトもザンも、寝ている女の子を襲ったりはしないだろうし──そういえば赤松だって襲ったりはしなかったし──男がみんな狼おおかみだなんてことはないのだろう、いや、決してないとはいいきれないが──ってなにをいっているんだろう──


「おい！　きみ！　しっかりしろ！　──そうか！　『オド』が欠けつ乏ぼうして、──くそっ！　きみ！　ザン！　ロック！　そうだ、きみ、名前！　きみの名前は？」


　──名前？　あたしの名前は──





「──ソラ」





「ソラ？　そうか、ソラだな！　よし、ソラ、しっかりしろ！　おい！　ザン！　ロック！　『オド』がいる！　早く来い──！　しっかりしろ、ソラ──」


　そう、ソラ、と繰り返す。


　あたしの名前は、空ソラ。


　墓碑銘エピタフに刻む名前はひとつでいい。


　あたしは自分の名前でいく。カレンに名乗り、カレンに呼んでもらった名前で。いつか出会うだれかのために。いつかするだろう恋のために。カレンの言葉を胸に刻んで、あたしは自分の名を名乗る──





「──ソラ！」





　自分の名前を呼ばれつつ、あたしは闇やみに包まれていく。


　もはや痛みを感じぬことに、喪そう失しつ感を抱いだきながら。


　もう二度と、カレンに『シフト』することはない──


（──さようなら、カレン。──いままで、本当に、ありがとう──）





　カレンに別れを告げながら、あたしは眠りに、落ちていった。





　痛みのない眠りは、心地ここちよく。


　──そして、とても、寂さびしかった。




　



[image: ]








　　　　◆








　痛みを感じないはじめての『シフト』は、涙に濡ぬれたものだった。


　泣いていた感かん触しよくがあまりに後を引いていて、しばらく暗い天井を見上げて余よ韻いんにひたり、ふと、ベッド横の人影に気づく。


　そこには赤あか松まつが、倒れ込むようにして寝ていた。


　ついていてくれたのかと思い、身体からだを起こして。


　──赤松の手が、あたしの寝ているベッドの中に入っているのに気づく。


　ぎょっとして掛け布団をめくってみると──もう夏になっていたが、あたしはしっかりした掛け布団の感触がないと眠れない人間だった──赤松の手があたしのパジャマの下に入り、直接乙女おとめの柔やわ肌はだを触さわっていた。それもおなかを。


　まぁ、さすがに、眠っている間にいたずらされていたとは思わない。


　赤松のいうとおり、すべてが終わったいまでは、だいたいのことに見当がついていた。


　赤松が、カレンにだけは話していい、といったのも、当然だ。


　あのカレンはカードが生み出したカレンで（もちろんそのことを、あのカレンは知らなかっただろうけど）、本物のカレンはすでにあの世界にいないのだから。あたしが旅をしていたと思っていた世界は、じつはカードに記録されていたカレンの記き憶おくであり、実際のあたしはただただその記憶を追つい体たい験けんしながら寝ていただけなのだから。


　身体からだ中が痛かったのも、カードに適応するためだったのだろう。


　だからこそ『シフト』するときだけではなく、カレンがカードを使ったときも痛かったのだ。


　おそらくだが、向こうの世界のあたしはレベル１にもかかわらず、最低でも上位スロットが一つは開放されているだろう。


　なぜなら、カレンがつくり上げた最後のカードは、上位カードだったから。


　カレンのカードが自身を活性化させるために、あたしにも使えるようにするために、あたしの身体を無理やりカードに適応させた、それがあの痛みの正体だったのだと思う。──このへんのことはカレンに教えてもらった知ち識しきを踏ふまえてのことだが。とにかく、上位スロットの存在は、『シフト世界』でもがんばることを決めたあたしにとって、大きなアドバンテージになるだろう（もしかしたら十あるスロット全部がひらいているかもしれないが、さすがにそこまで期待はしない）。


　そして、おそらく赤あか松まつは、あたしが眠っている間、『あちらの世界』でカードに消費されていた『オド』を、──どういう方法でかわからないが──『こちらの世界』で補充してくれていたのだ。


　だからあたしはカードに『オド』を奪うばわれても、オドの欠けつ乏ぼうで死なずにすんだのだ。


　最後にあの二人組に襲おそわれたとき、体内に感じた『火』のような『オド』、あれはきっと、赤松が送ってくれたものだったのだろう。


　──その結果が、いま、こうして直じかにおなかを触さわられている状じよう態たい、というわけか。


　あたしは思わず笑ってしまう。きっと赤松が躊ちゆう躇ちよしただろうことが想そう像ぞうできて。だから、感かん謝しやこそすれ怒るような気持ちはない。……ただまぁ、おなか、というのはなかなか微び妙みような場所だな、と思うけど──べつに自分が太っているとは思わないけれど──


　あたしはそっと、赤松の手を、パジャマの下から、抜いた。


　細心の注意を払ってそっとやったつもりだったのだけれども、赤松は身じろぎし、うん、とうなったのち、あっさりと、目を覚ました。


　目をこすり、顔を上げ、あたしと視線を合わせる──


「あれ？　委員長、おはよ──」


　あたしは、絶句していた。


　──目を、そらしたかった。


　けれども、そらせなかった。


　どうしようもなく、自問する。どうしてあたしは、気がつかなかったのか。──心のどこかで、わかっていたはずなのに。口ではなんといっても、赤あか松まつは無理をする人間だということを、あの水泳対決で、あたしは知っていたはずなのに──


　しばらく寝ぼけた感じだったが、あたしの雰ふん囲い気きに気がついたのだろう。


　はっとして、赤松は、自分の右目に手をやって、眼帯が外はずれているのを確認した。


　周囲を見回し、布団の上に見つけて、のろのろと、それで右目を、隠かくす。


　それを見て、ふと、思い出す。赤松が水泳対決で、鷹たか生おに勝利したときのことを。


　あのとき──学校の保健室であたしと話していたときも、赤松は、不自然に目を隠していなかったか？


　思い出せ──あのときも、右目を隠していなかったか？


　あのとき、赤松は、信じられないような体力を発はつ揮きして、鷹生に、勝った。


　もしかして、あのときも、鷹生に勝ってみせるために、なにか無理をして、──そして、今回も──


（──あたしは、バカだ。……本当に、オオバカモノだ）


　そうだ、あれほどの『オド』を他人に与えるなんて、簡単にできるはずがない。


　どうやって現実世界から『オド』を供給したのか知らないが──それだって容易なことではないはず──人間二人をあっさり吹き飛ばせるような『オド』を他人に与えて、自分に影えい響きようがないはずがない。それなのに、赤松は、あたしが寝ている間に、カードに消費されてあたしの『オド』が尽きてしまわないよう、ほとんど毎晩、もう三週間近く──


『オド』がなくなると、人は死ぬ──にもかかわらず。


　いったいいつから、赤松の目は、あんなふうに──怪かい物ぶつのように？


　おまじない、などではなく、それを知られないための眼帯だったのか？


　あたしはどうして、おまじない、なんて言葉を真に受けて、疑おうとしなかったのか──


「……あ、あかま」


　口を開きかけたあたしを、赤松はばっさり切って捨てた。


「聞くなよ。なにも。そういう約束だろ？　おれはまるでマンガみたいな、ちょっと不ふ思し議ぎなことができる。──けれどもそれを、だれかに知られるのはまずい。──そういうこと、だから」


「でも──」


「最初に、いったはずだ。なにも詮せん索さくするなって。あと、だれにも話すなと。そして、おれにはおれの優先順位があって、委員長の都合に関係なく、おれはそれを優先させるって。おれはいったよな？　そしてそうした。そのことは、委員長も納得したはず。それだけだ」


　──あたしの『シフト』のほうが、自分の身に及ぼす異常より、優先だったというのか？


　そんなの、卑ひ怯きようだ。


　あたしは赤松の言葉をそのままとらえ、自分が危険になるようなことはしないって意味だと思ったから、だから──


　──いいや、違う。そんな考え方こそ、卑ひ怯きようだ。


　それにあたしはきちんと、赤あか松まつに、いったはず。


　あたしのために、無理をして、と。


　だったら、あたしが取るべき態たい度どは、──たとえあのとき、本当の意味では覚悟を決めていなかったのだとしても、自分がいったことの重大さを、本当にはわかっていなかったのだとしても──


　あたしは赤松がしたことを、あたしがさせたこととして、受け入れなければならない。


　そう、あたしがあたしの優ゆう先せんすべきもののため、させたことだと。


　あたしは気を取り直し、平静をよそおいなんでもない世間話のように、たずねた。


「その目、元にもどるのよね？」


「ああ。よく食べてよく眠ればな。──その様子だと、片はついたんだろ？　だったらもうおれのベッドが占せん領りようされることもなく、万事ＯＫだ。……まぁ、……あと少しは、眼帯生活続くけど……」


「どれくらい？」


「……二日くらい、かな……」


「二日？　二日なのね？　二日で元にもどるのね？」


「……いや、たぶん、三日、というか、一週間は、見たほうがいいかな、と──」


「…………そう。わかった。……とにかく、無理させちゃったわね。ごめん。でも、おかげであたしは助かった。だから、ありがとね」こんな簡単に片付けていいはずがない。「あたしもできる限り、フォローさせてもらうから」たぶん、いや、間違いなく、あたしは赤松に、命を懸かけさせたのだから。「だからなにかあったらいってね？　借りをつくりっぱなしって、いやだからさ」だから本当に、ありがとう──


「……とにかく、委員長も、もうだいじょうぶなんだな？」


「ええ。あたしはカンペキ、だいじょうぶ。原因だったやつらもやっつけられたし、いい人たちに助けてもらったし──」


「はいそこまで。それ以上いわなくていい。よけいなことは知りたくない。委員長が助かったのなら、おれはそれでいいから」


「うん」


「いちおう念を押しておくけど、これからは、『こちら』でも『向こう』でも、おれのことは秘ひ密みつだからな？　この目のことも、『オド』のことも。いいな？」


　ええ。とあたしは力強く、うなずいた。


　むしろ、力が入りすぎていたかもしれない。


「いわないわ。だれにも。赤松のこと。絶対に」


　赤あか松まつは、──困ったように、笑った。


　その笑顔に、ふと気づく。


　あたしが赤松についていちばん印象に残っているのは、この笑顔だということに。


　どこか悲しい、なにかをあきらめたような、笑み──


「いくらなんでも、絶対、とまではいわないって。生命の危険とかが懸かかっていたら、しかたないから、おれのこと話してもいい。──そのときはおれにも報告してほしいけど──とにかく、委員長の優ゆう先せん順位に、高く設定してくれていたら、それでいいから」


　われながらかたくなに感じつつも、あたしは赤松の言葉に、いいえ、と首を振る。


「いいえ。赤松。あたしは絶対、赤松を、裏切ったり、しない。だってあなたには恩があるから」


「そう感じているんだったら、もっとべつなことで返してほしいなぁ」


「じゃあ手はじめに、赤松と宮みや沢さわ、くっつけてあげようか？」


「知ってます？　そういうの、恩を仇あだで返す、っていうんだぜ？」


「いいのよ？　強がらなくても、おねえさんにまかせなさい！」


　冗談で話をまぎらわせつつ、あたしは心のなかで、つぶやく。


　──あたしは絶対に、あなたのことを、裏切らない。


　だって、あなたに助けてもらった生命だから。あなたには、本当に、助けられたから──本人に、そこまではっきり伝えたりはしないけれども。


　赤松が、どんな力を持っていてそのためにどんな敵がいようとも、どんな危険があろうとも、赤松が向こうでどんな存在で、だから自分のことを知られないよう隠かくしているのだとしても、あたしはかまわない──


　──あなたはあたしに、それだけのことをしてくれたのだから。


　だからあたしは絶対に、あなたのことを裏切らないと、──誓ちかおう。








　　　　◆








　こうして、あたしの『異常シフト』は終わった。


　カレンとの旅も、赤松の家で眠る必要も。


　すべてに片がつき、あたしはようやく、普通の生活を送れるようになる──『シフト』してしまうのが普通の生活だとすれば、だが。


　久しぶりに、眠るためにもどった自分の部屋は、妙な違い和わ感があった。


　まるで自分のものではないような。


　われながら、赤あか松まつの部屋のベッドに慣なれすぎたなぁと（もちろん変な意味ではないが、というか普通の意味でもないが）、笑う。


　そう、こちらが本当の、あたしの寝床。


　まだ他人の家にいるかのような感じはあるけれど、慣れなければならない。このベッドに。


　カレンのいない、『向こう』に。


　これまでは、あたしは赤松のベッドに寝て、赤松に助けられ、カレンのなかで守られて、カレンの冒険を追つい体たい験けんしていただけだった。


　でもこれからは、あたし自身の旅が、はじまる。


　少しの不安、そしてドキドキとワクワクに、妙に心臓を波打たせながら、あたしはそっと、他人のもののようなベッドに入る。


　知りたいことはいくらでもある。あのあといったいどうなったのか。なぜリカルトは車くるま椅い子すで、なぜザンがサラマンデルではなくリカルトと一緒にいるのか。サラマンデルはどうなったのか、世界は現在どうなっているのか──


　あたしはこれからどうやって、なんのために、向こうの世界を生きるのか。


　ふと、カレンと、サラマンデルの言葉を思い出す。


　向こうの世界は、セッ──もとい恋をするためにあって、そのために、あたしたちは『シフト』する、なんて、──それが正解かどうかはわからないし、そもそもあたしがいまさら、鷹たか生お以外の人を好きになれるとはとても思えないけど、……でも、もしもあたしにも、カレンのようなチャンスがあるのなら、──だれかを好きになれるなら──


　ていうかあのあと倒れちゃってよく覚えていないんだけど、あたしの身体からだは現在どこにあるんだろう、いったいどうなったんだろう、まさか襲おそわれたりとかしていないよね──？





　少しの不安、そして期待を胸にして、あたしはそっと横になり。


　声が聞こえてくるのを待つ。


　これからは、あたし自身のために聞く声を。


　あたしの『シフト』のはじまりを、告げる声──





　──世界はクリアを待っている──













《シフト[image: ]──世界はクリアを待っている──　了》










　あとがき





　こんなことがありました。


『悪魔のミカタ６６６[image: ]』を書き終えたころのことです。次は『シフト』を、ということになりまして、ならば頭を『ファンタジー』に切り替えよう、と図書館に行ったのです。好きなファンタジー物を読み返してみようかと。これは一種の癖くせのようなもので、自分は執筆に入る前、まず書きたいジャンルの『物語』に触ふれることでモチベーションを高めます。と、いうわけで本を借りに行ったのですが、目当ての本──外国のファンタジー物はほとんど借りられていて、ならば日本のファンタジーを開拓してみよう、と考えました。何か見み逃のがしている名作でもあるかもしれないと。いやぁ探してみるものです。実際けっこう見つかりました。ああ！　これを知らなかったなんてもったいない！　というやつが。なかでも気に入ったやつはわざわざ買いなおしたほどなのですが、とにかく、そうして手に取った本の中に、『貸出票』が挟はさまったままのものがありました。


　利用している図書館は本を五冊まで借りられるのですが、その際、借りた本の題名が印字されたレシートを渡されます。これをしおり代わりに使い、そのまま取るのを忘れたりして、よく本に挟んだままにしてしまうのですが──おそらく私も何度もレシートを挟んだまま返却したことがあるでしょうが──こうした『貸出票』は、あてもなく本を探しているときのいい参考になったりします。自分が読みたい、と思った本を先に借りていた人間が、他ほかにどんな本を読もうとしていたのか。同じジャンルをまとめて借りているかもしれないし、たとえ傾向がバラバラだったとしても、自分と趣味が合うかもしれない。あるいはまったく知らない世界を紹介してくれるかもしれない。本との出会いはタイミングが重要です。タイミングが悪ければ、おもしろい本も楽しめませんし、逆にタイミングが合っていれば、さらに深く楽しめたりします。と、いうわけでこの本を借りた人間は他にどんな本を借りて読んだのだろう、と、挟まれたまま忘れられていた貸出票を手に取って、驚きました。


　レシートに印刷された一番下の題名が、拙作『シフト』の二巻だったのです。


『シフトII』だけで、『シフト』が印字されていない、ということは、『シフト』のほうは読んでくれたということでしょうか。その結果、二巻まで借りてくれたのでしょうか。それとも単純に『シフトII』だけ借りたのか？　この人は読んでくれたのだろうか。自分の本は、それなりの時間を提供できたのだろうか。それとも期待外れだったか？　さすがにそこまではわかりませんが、──それにしたって、新作を書こうとしていたこのタイミングで、こんなものを見つけるなんて──


　──よく考えれば、ありえない出来事ではないでしょう。


　自分はファンタジーを、それも日本人の書いたハードカバー、という前提で探していたわけで、その中には『シフト』も含まれるでしょうから、──もちろん私は作者なので『シフト』を借りたりはしませんが、同じような本の探し方をしている人がいたなら、作者ではないその人が『シフト』を手に取っても別におかしくはありません。さらに、貸出票は取り忘れられることが多いものですから本の中に残っていても珍しくはなく、ならば同じようなジャンルを探していた以上、だれかが忘れたそれを私が見つける確率はそう低いものではなかったわけです。つまり、まったくありえぬ出来事ではなく──


　それでもやはり、この時期でこのタイミング、まるで奇跡のように思えました。


　その人は、べつに自分が読んでいることを、私に（そしてだれかに）伝えよう、なんて思っていたわけではないでしょうけど──だいたい、楽しんでもらえたか期待外れだったかどうかもわかりませんし──それでも──





　だれかになにかを伝える、というのは、とても難しいことで、伝えたいことを百パーセント伝えられることなどなく、受け取ることもまたしかりで、それでも人はいろいろなものを、無人島からあてもなく流す瓶詰めの手紙のように、外の世界へ送り出します。わずかな期待と思いをこめて、届くはずないとつぶやきつつも──でも、たとえ返事がなかったとしても、それは、決して無駄なことではないのでしょう。たとえだれにも届かなかったとしても、──だれがどこで、いつ、それを受け取るかなんて、だれにも決めつけられないことでしょうから。


　なにがどうめぐりめぐるかわからない。


　今作を書き終えて、──あらためてあとがきを書こうとして、ふと、思い出したことでした。


　……しまっておいた貸出票は、どこに置いたか影も形もありませんけれど（記念というより証拠としてとっておいたものですが──そんな心構えだからなくしてしまうのか──間違えて捨ててしまったか──ああ──）。





　と、いうわけで、『シフト』の三巻、お届けします。


　ハードカバーからの方、長らくお待たせしました。文庫からの方、新たな出会いに感謝を。編集さんやら絵師さんやら、校正さんやら製本さんやら営業さんやら、──たくさんの人たちのお世話になっている、『瓶詰めの手紙』というにはあまりに豪ごう勢せいな結晶ですが、だからこそ自信を持って、送り出すことができます。


　あなたに届きますように。


　そして願わくは、楽しんでいただけますように。










以上、




うえお久光、でした。





うえお久ひさ光みつ


鹿児島在住。好きな言葉はとある哲学者の名句「天上に輝く星と我が心の内なる道徳律」。『悪魔のミカタ魔法カメラ』で第８回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。他の著作は『ジャストボイルド・オクロック』など。『シフト[image: ]』──ついにお届けできました。


[image: ]





ＳＴＳ


基本的なデザインから少しずらすことで、メカ／キャラクターに個性を持たせることを信条にして活動するイラストレーター。ＨＰあります。http://stsmeka.fc2web.com/
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─世せ界かいはクリアを待まっている─





うえお久ひさ光みつ
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